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    　プロローグ


    



    　梅雨が明け、まだ早朝だというのに力強く輝かがやく太陽。


    　ラジオ体操の声といっしょにセミは歌い、子どもたちの動きとともに草木はぐんぐんと伸びる。この地域の小学校が夏休みにはいって、三日目。


    　パンダの置物が目印のパンダ公園は、露つゆに濡ぬれ、朝陽を反射し、まるで誕生した瞬しゆん間かんのような生命力に満ちていた。


    　ラジオ体操が終わると子どもたちは、手もちのカードにハンコを押してらうため、一列にならぶ。夏休みの間ずっとラジオ体操をしていた子には、満杯のカードと交換で町内会からエンピツをもらえることになっていた。もちろんそんなものが欲しい子はいなかったけど、みんなハンコの数を競うのが楽しかったのだ。


    　押してもらったばかりのカードを折り曲げて、印が乾く前に写し取るというハンコ増殖法を発明する子もいたけど、決して悪気があるわけではなかった。


    「あ、セミのぬけがら！」


    　ハンコよりすてきなものを見つけてしまった一団は、再び集まり、静かに感嘆の声をあげる。そのまま大事そうに抱え、ゆっくりと帰っていく。


    　公園に残ったのは、まだ幼稚園に通っているような年齢の、ちいさな男の子だった。


    　男の子はスコップとバケツを持参していて、体操が終わったあと、ひとりで砂場で遊んでいた。適度な水分を含んだ砂は、スコップをサクサクと、気持ちよく受け入れる。


    　こうしていれば、そのうち公園を訪れるほかの子どもたちも砂場に入り、共同作業に加わるだろう。それは見知った子かもしれないし、はじめて会う子かもしれない。


    　砂場はどんな子でも受け入れる、魔ま法ほうの遊び場だった。


    　だけど大人は砂場には入れない。


    　大人は服が汚れるのを、とてもいやがるものなのだ。


    　[image: ]つくって、壊こわして、[image: ]って、壊して……。


    　男の子は砂場遊びが大好きだった。こうしているあいだは、自分が神さまであることを知っていたから。ときどきサッカーボールがつっこんできて、神さまごっこをメチャクチャにされてしまうこともあるけれど、きょうは時間帯が早いからだれもいない。安心だった。


    　泥の山はどんどん大きくなって威厳を備えていく。


    　とても調子がいい。


    



    「おまえ、オレの王国領でなにをしている」


    



    　山に突然影がさし、男の子は驚おどろいて顔をあげる。


    　ボロボロのマントをまとい、泥だらけ、泥色の少年がいた。真っ黒な癖くせ毛げで、泥の迷宮をまとっているような不思議な体。


    　足元のバケツは倒され、水が砂場にゆっくりとしみこんでいく。


    　砂の粒子と粒子の間を流れ落ちる水の音が聞こえてくる。


    　水の音はどこまでも、深く、深く……。


    　いつしかそれは聞こえなくなり、公園には相変わらずのセミの声と、トントン、カンカンというどこか遠くから聞こえる工事の音だけがしている。


    　知らない大人とは話してはいけない。


    　そういつもきつく言われている。だけど目の前にいるのは大人ではない。大人は泥がきらいなはずだ。だから話してもいいだろう。


    「へんなふく……だれ？」


    「わが名はドロイド。ドロンコ大王の息子にして、ドロンコ王国の支配者だ」


    「ドロ……ンコだいおうってなに？」


    　ドロイドと名乗る少年は、それを聞くと微笑し、座りこみ、泥をこねはじめる。


    「ドロ、ドロ、ドロ……」


    　男の子はその作業をじっと見つめる。


    　少年の動きはすばやく、あっというまに山ができあがる。その山は両側ににょきりと腕を生やしていた。少年は泥でつくった大きな目玉をひとつ、乱暴に押しこむ。目の下をぐりぐりほじって横長の口を描く。大きな穴が開いたが、不思議と崩れることはなかった。


    「できたぞ」


    　どこかコミカルな表情をした、ひとつ目の怪物が誕生していた。


    「これがドロンコだいおう!?」


    「そうだ」


    　泥遊び歴の長い男の子だったが、これには驚おどろいた。


    　砂は粘土とはちがって、うまくかたちを保つことはできない。だけど水を与えることによって、砂とも粘土ともちがう不思議ないきものになる。それをなんとなくは知っていたけど、こんなにはっきりと、現物で示されたことはなかった。


    　感動し、きらきらした瞳ひとみで少年を見つめる。


    「ミミズは泥から産まれる。モグラも泥から産まれる。すべてのいのちは泥から産まれた。ドロンコ大王はすべてのいのちの、たったひとつの、ほんとうのママだ」


    　少年は厳げん粛しゆくなまでの面おももちで、そうささやきかける。男の子はきょとんとした表情をして、その新説に聞きいっていた。しかし最後には顔をしかめて声をあげる。


    「うっそだー」


    「ほんとだ」


    「ぜったいうそだよ。ぼくにはママいるもん。もうすぐむかえにくるし」


    　男の子は怪物をじっとにらみつけ、その目の前で手をふってみる。


    　最初は驚おどろいたけど、ただの泥のかたまりにちがいない。この怪物がすべてのいのちの、ほんとうのママ。へんなことを言う少年に対して、今度は不信感をこめたまなざしを向ける。


    　ドロイドと名乗る少年は、うす笑みを浮かべたまま、あやしく煌きらめく瞳ひとみで、男の子を見おろしている。瞳の奥にあるもの。それは涙のようにも、泥のようにも見えた。


    　男の子はあたりを見まわす。


    　母親の迎えはまだこない。気になって立ちあがる。


    「どこへ行く？　ドロンコ大王は腹が減っているといっているぞ。おまえの仕事だ」


    「おなか？」


    「そうだ、おまえがドロンコ大王のおなかを満たすのだ」


    　男の子はしばらく呆ほうけていたが、はっとして笑みをこぼす。


    〝ごっこあそび〟だ。


    「はい、わかりました。だいおうさまのごはんをつくります」


    　男の子はいそいそと泥を手で包みはじめる。たちまちきれいな球状の泥、おいしそうな泥ダンゴができあがった。


    「はい、ドロンコだいおうさま」


    　泥ダンゴを怪物の口へと放りこむ。


    「おいしいですか？」


    　怪物は無言。代わりに少年が答えた。


    「よろこべ。大王はとてもおいしいといっている」


    「やった！」


    「だがもっとだ。もっと、もっと」


    「はい、わかりました」


    　男の子はダンゴをまたつくり、怪物の口へと放りこむ。


    「もっとだ、もっと、もっと」


    　男の子はダンゴをたくさんつくり、怪物の口へと放りこむ。


    「もっとだ、もっと、もっと」


    　男の子はダンゴをうんとたくさんつくり、怪物の口へと放りこもうとして、それに気づき、動きをとめた。


    



    　大きくなってる。


    



    「もっとだ、もっと、もっと」


    　怪物の頭はすでにドロイドと名乗る少年の胸のあたりまで差し掛かっており、その巨大な姿は太陽を隠し、男の子のほうから見ると、真っ黒な影に覆おおわれている。


    　男の子は泥ダンゴを手に握ったまま、こおりついた。


    「もっとだ、もっと、もっと、もっと、もっと、もっと、もっと、もっと、もっと」


    　少年は踊るように手をひろげる。それは魔ま法ほうの呪じゆ文もんのようだった。


    　怪物のひとつ目が、泥の表皮がゆっくりとあがっていく。その下には、まぶたの泥とはあきらかにちがう質感、濁にごった白色が──


    　本物の目玉だった。


    　怪物はまぶたを開け閉めしながら、男の子を見おろしている。


    　砂場の泥がうねり、怪物の足元へと集まっていくのがわかった。怪物の身体からだは成長しつづけ、すでにドロイドと名乗る少年の身長を越えようとしている。


    　怪物はゆっくりと身をよじり、かがみこみ、男の子の頭上へと至り、暗い影を落としながら……その動きをとめる。


    「だ、だいおうさま。はい、これ、おだんごです」


    　ゆるしを乞こうように、崩れた泥ダンゴを頭上にさし出すけど、そのちいさな手は震ふるえている。怪物はもう、泥ダンゴなんて見ていなかった。その目はじっと男の子を捉とらえている。


    　だれもやってこない公園で、しばらくの静寂がつづく。


    　泥の怪物はその口を大きく開いた。


    　血のように真っ赤な口を。


    　そのまま雪な崩だれこむように覆いかぶさり、男の子を呑のみこんだ。
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    　１


    



    「砂場……なのか……。いったい何人目なんだろ。十人……いや、もっとか」


    　薄うす暗ぐらい小屋でノートパソコンをながめるメガネの青年がつぶやく。


    「ナオ、ほんとうに例のアンファン・テリブルはこんなへんぴなところにい……なんじゃ、またそれか？　やりすぎると目がわるくなるぞ」


    　ナオと呼ばれたメガネの青年の背後から、ひょっこりと少女があらわれる。


    　青年はふりむくも、強烈な逆光でその少女の姿がよく見えない。だが少女は衣服を着ていないように思えた。


    　青年はすこし焦あせって、自分の足下へ視線を落とす。なにか落ちているのかと思い、つられて少女も。


    　足下は一面が砂だった。


    「砂場……か」


    「なんじゃ？　砂がどうかしたのか？」


    　青年は面おもてをあげる。


    「いや、なんでも……。うん、アーニャおばあちゃん。ぼくのデータが確かなら、ここに目的の子はいる……。その可能性は高い、かも」


    「おぬしはいつもそれじゃ。高いのか低いのかはっきりせよ」


    　少女があきれたように腕を組む。


    「まあまあ。いるよ、たぶん今度こそ、もしくは、いたらいいなーって……」


    「……」


    「とりあえず外に出ようよ。アーニャおばあちゃん。今度こそ絶対にいる。ここがそうさ！　あのクッキーモンスターを倒した《恐るべき子どもたちアンフアン・テリブル》の住すみ処かは」


    　そう言ってノートパソコンを閉じ、立ちあがった青年。


    　メガネも髪型も地味で平凡なものだが、整った顔立ちをしているといえばしている。今年に大学生になったばかりで、名前を神かみ谷や直なお純ずみといった。


    　対してアーニャおばあちゃんと呼ばれた異国の少女の姿は異様だった。身体からだは明らかに思春期にも達していない、十歳程度のもの。にもかかわらず老成した一人称をあやつっている。そしてその肌とおなじように完全に色素を抜かれている白髪は、魔ま女じよか妖精か、おとぎ話の住人のそれだった。


    　少女と青年は日陰となっている砂の上を闊かつ歩ぽして、ともに外へ向かう。強烈な光の世界が近づいてくるとともに、少女のあやしい八や重え歯ばが輝かがやき出す。


    　頭上にはオレンジの太陽と青い空と白い雲と、そのすべてを映し、呑のみこみ、ふたりの目前に広がる紺こん碧ぺきの海。


    　しかしほとんど人ひと気けがない。


    　もっとアベックや家族連れでにぎわっていていいはずの海水浴場だった。飛沫しぶきをあげ、砂にしみこんでいく波の音と、青空を優雅に滑かつ翔しようするカモメの鳴き声だけが、身体からだの奥にまでしみわたるように聞こえている。


    　アーニャはちいさなポシェットを幼稚園児のように肩からかけ、肌や髪とおなじ白い水着姿で砂場を歩く。ポシェットにある名札にはアーニャの名前ではなく『アカネマル』と書いてあった。


    　直なお純ずみとアーニャのふたりが潜ひそんでいたのは無人の海の家だったのだ。


    「こうして海を見るのは、なん年ぶりのことかのう……」


    　アーニャは感かん慨がい深げにつぶやく。


    　直純は靴くつと靴下を脱いでみた。ぬるぬるする砂浜に足が沈むと、ぞくぞくしている。


    「泥……か」


    「泥？　さっきも砂がどうのといっておったのう」


    「そ、そうだっけ？　ね、そんなことより海に入らないの？　アーニャおばあちゃん」


    「ナオのほうこそ、泳いでみせよ」


    「あれ、ひょっとしておばあちゃん、海が怖こわかったりするの？」


    「馬ば鹿かな、これしきの塩水」


    「……」


    「……」


    　アーニャと直純。


    　強烈な個性の異国の少女と、凡ぼん庸ような外見の日本の青年。


    　一見するとどこにも接点がないふたり。


    　秘密の美術協会カンパーニユ・スクレ《ジェルミナスィオン》に所属する子どもたちと保護者のなかでも、さらに特殊な存在であるこのふたりは、どちらもカナヅチだった。


    　海との接触を断念したふたりは、とりあえず昼食をすませることにする。


    「アーニャおばあちゃん、ちょっとそれ取って……」


    　貸し切り状態の海の家。


    　ここがきょう一日の探索のための本拠地。その程度のことをする資金はあった。


    　直純は軍手をはめ、トウモロコシを焼くための大量の炭を準備している。頰ほおに炭がついて黒くなっているが、手つきは慣れたものだった。


    「おばーちゃーん、聞こえてる？　どうしたの？」


    「むっ、なんでもないのじゃ。聞こえておる」


    　アーニャが見つめていた場所に、スイカ割りをしている親子がいた。目を廻まわされた子どもが場違いな場所を叩たたいたり、転んでしまったりしている。


    　直なお純ずみがざっと見る限り、現在浜辺にいるのはその家族だけだった。


    「スイカ割り、したいの？」


    「な……なにをいっておる。このアーニャおばあちゃんを侮ぶ辱じよくするのか？　あんな子どもの遊びなど、興味あるわけあるまい……。あやつが例のアンファン・テリブルかもしれぬと、監視しておったのじゃ」


    　そう言いながら、アーニャはちらちらとその親子の様子を観察している。ちゃんとスイカが割れたときには、いっしょに感嘆の声をあげ、気づいた両親から会え釈しやくされてしまう始末だった。


    　アーニャは背後からの直純の視線に気づき、軽く頰ほおをそめる。


    　直純は含み笑いをしながら、炭にガスバーナーで火をつけ、うちわで扇あおいでいる。


    「なんじゃ、ナオ。その目は。にやにやするでない」


    「うん、なんでもないよ。さあ焼こう、トウモロコシ」


    　直純はトウモロコシを網あみの上にならべていく。


    　黄金の宝石がつまっているかのような、イネ科の一年生植物。もちろんヒゲつき。


    「トウモロコシっていうのはね、古代のメキシコ人がブタモロコシを改良して作り出したのが起源なんだって。最初は十個ほどしか粒はなかったのに、多いの同士でかけあわせて、丹念に増やしつづけたんだよ」


    　アーニャは直純のうんちくにまったく耳をかさずに、トウモロコシの一本を両手でつかんで、じいっと見つめている。トウモロコシが近すぎるのでアーニャの両目がよっている。よだれもたれている。


    「ナオ、これはすこし火が弱いのではないか？」


    　アーニャが左手にトウモロコシをつかんだまま、右手を高くかかげる。そしてその指を弓のようにしならせ、弾はじくようにして音を鳴ら……。


    「ちょ……ちょっと待った！　それ禁止！」


    「なんでじゃ？」


    「なんでって、それで焼いたら機材を用意した意味ないじゃん。炭火焼きってのがポイントなんだよ。海の家だし」


    　アーニャは右手を下げる。


    「そうか？」


    「それにアーニャおばあちゃんは、どうやらトウモロコシに醬しよう油ゆをかけて焼いたときの旨うまさを知らないらしいね。この刷は毛けで醬油をトウモロコシに塗るんだよ。ま、ロシアのお城にずっと閉じこもっていたんじゃ、しかたないけど」


    「醬油くらいしっておるぞ。ガオウは納豆以外の和食が好きじゃったからな。納豆は糸が切れないのがきらいだったのじゃ。わしもあの納豆の臭においは、がまんならん」


    「へえ……。あのおじいちゃんにもきらいなものなんてあったんだ……。あの『不死身の魔ま王おうカスチェイ』がね。なんか意外だな。アーニャおばちゃんは好き嫌い多そうだけど」


    「な、なんじゃと!?　ナオ、おばあちゃんを侮ぶ辱じよくするのか？」


    　好き嫌いが多いのは図星だったが、それを隠すように、アーニャは身を乗り出して直なお純ずみをにらむ。


    「侮辱なんてしてないって。ほら塗ろう。こっち半分はアーニャおばあちゃんのノルマ」


    　トウモロコシの醬しよう油ゆが焼け、香ばしい香りがただよってくる。


    「ほら、ひっくり返すよ」


    「う……うむ。こうかの？」


    「あっ！」


    　失敗し、トウモロコシが網あみから転がって砂浜に落ちる。


    　アーニャは悔しそうに八や重え歯ばをむき出しにして、歯ぎしりしている。


    「しょ、しょうがないよ。ずっとロシアのお城にいたんだから……」


    「ナオ！　またおばあちゃんを侮辱するか！」


    「いや、そんなつもりじゃ……っていうか、いまさらだけど、アーニャみたいな子をおばあちゃんって呼ぶの、かなり無理あるんだけど」


    「お……おお……おぬし、ガオウの孫じゃから甘く接してやっておれば……！」


    　アーニャは砂つきで半焼けのトウモロコシを手にしながら、怒りの矛先を直純へ向ける。


    　肩は震ふるえ、髪はゆらめき、殺気を放っている。


    「わわ、ちょっとタイム。と……ところでさ、前から聞きたかったんだけど、アーニャおばあちゃんと我が生おうおじいちゃんってどういう関係だったの？　まさか恋人とかじゃないよね」　


    　直純がとっさに発したその問いかけで、アーニャは急速にクールダウンする。


    　未成年である直純が急きゆう遽きよ、アーニャの保護者ガルデイアンになったのは、先代のアーニャの保護者でもある祖父、神かみ谷や我生が二週間前に急きゆう逝せいしたからだった。そして直純は祖父の遺志によりアーニャと、神谷製薬を含んだその財産のすべてを受け継ぐことになった。


    　アーニャとおなじ白髪で、さらには白しろ髭ひげをもたくわえ、『不死身の魔ま王おうカスチェイ』の異名を持っていた祖父。


    　並の《イメイザー・チルドレン》とは一線を画すアーニャの特性を開花させたことにはじまり、神谷我生とアーニャのコンビがあげてきた数々の実績は、協会内でも高い評価を受けているし、直純もデータの上では知っている。だけど、ほんとうのところ、ふたりがどんな関係だったのか、心の機微までは知りようがなかった。


    　アーニャと祖父との関係。


    　直純が、なにげなく聞いてしまったそれは、返答次第で今後の自分の人生をゆるがしかねない、決定的な質問であることに遅れて気づいた。


    　ふたりはどことなく姿勢を正し、目を合わせることもなく、焼けているトウモロコシをじっと見つめている。


    「ナオがそんなことを気にしておるとはな。ガオウはわしが尊敬する唯一の人間じゃった。いや、わしとガオウは、お互いをだれよりも尊敬し合っていた。じゃがそれはナオが考えているような関係ではない。もっと大人の関係じゃ」


    「大人……ね」


    　だからアーニャはどう見ても子どもなんだけど。


    　そう言おうとしてやめた。灰色オオカミグレイ・ウルフの異名は伊だ達てじゃない。あまりからかうと嚙かみつかれる恐れがある。


    「だいたいなぜナオのような子どもが、わしのガルディアンなんじゃ。これはゆるせぬことじゃ」


    「あはは。ぼくだって驚おどろいたよ。いま協会のほう、かなり慌ただしくなってるから、人手が足りないのかもね。そもそもそれが、ぼくらがこんな辺境の地域に派遣された理わ由けだし」


    「うむ……」


    「初指令、緊張したな……。おはよう、直なお純ずみくん。あの伝説的なイメ・チルの怪かい獣じゆう画が伯はくのまー君が遺のこした、世界四大災害指定美術クラツセ・ドウ・アポカリプスの一角、クッキーモンスターがついに陥落した。やったのはおそらく小学生。陥落した日時は夏休みの初日。計画犯の可能性が高い。至急調査せよ……。なお、このテープは五秒後に自動的に消滅する。成功を祈る、ってね」


    「テープで連絡がくるのか？」


    「いや、ふつうにメールがきたけど……」


    　直純はてきとうなことをしゃべりながら、トウモロコシをひっくり返していく。


    　世界中の軍隊の大半を壊かい滅めつに追いこんだ伝説の怪獣にして最強のメタモルフィスム。


    　それを倒したのが、協会がまったく管理できていない存在である、保護者ガルデイアンなき《イメイザー・チルドレン》。


    《恐るべき子どもたちアンフアン・テリブル》。


    　そう呼称される、どこにでもいて、どこにもいない子どもたちだった。


    《恐るべき子どもたちアンフアン・テリブル》は、無自覚に、そして局所的にだが、世界を自分の主観で塗りつぶしてしまう。


    　その新世界は既存の社会に莫ばく大だいな財をもたらすこともあるし、恐るべき脅威となることもあるし、存在自体にだれも気づかないこともある。


    　塗りつぶされた世界の中心には必ずメタモルフィスムと呼ばれる特異なキャラクターが存在する。そしてメタモルフィスムを協会が管理下に置くには、その主人である《恐るべき子どもアンフアン・テリたちブル》を管理下に置く必要があるし、《恐るべき子どもたちアンフアン・テリブル》を完全に協会の管理下に置くには、その身体からだの成長をとめる必要があった。なぜなら子どもたちは大人になるとともに、自分のつくりだしたメタモルフィスムとの絆きずなが失われてしまうからだ。


    　次々と誕生していく新世界を管理し、保存するのは、秘密の美術協会カンパーニユ・スクレ《ジェルミナスィオン》のもっとも重要な役割のひとつだ。


    　直なお純ずみがこの地域にきたのも、その《恐るべき子どもたちアンフアン・テリブル》の調査のため。そういう名目になっている。そういう名目でアーニャを好き放題に連れ回し、山へ行ってキャンプをしたり、デパートに行って大量の買い物をしたり、海でトウモロコシを焼いたりしているのだった。しかも費用はすべて協会持ち。報告書はそれほど脚色していないが、いまのところは問題なくやっていけている。


    　直純はすっかりアウトドア派になってしまった自分自身に驚おどろいていた。


    「ま、ぼくには怪かい獣じゆうとかぜんっぜん、わかんないわけで、そんなすごいことって実感はないんだけどさ……。そもそも、ほんとにいたのかな、怪獣」


    　そんな根本的な疑問を口にしてみる。


    　アーニャは直純の話を聞いているのか聞いていないのか、焼きトウモロコシにザクリと八や重え歯ばを突き立て、かぶりついている。そして抜けなくなってしまったのか、必死な形相で焼きトウモロコシと格かく闘とうをはじめている。ちいさな口では食べにくいようだったが、ようやくひと齧かじりでき、満足そうに顔をあげる。


    「怪獣か……。そんなもの、めずらしくもない。あそこにもおるじゃろう」


    　そう言って、目前の海を指さす。


    　潮風でアーニャの髪がなびいている。


    　アーニャは海に怪獣がいる、と言っているのではない。


    　海が怪獣なのだと言っているのだった。


    　聖なる海の怪獣。ユラユラ。エサはクラムボン。


    　クッキーモンスターとおなじく、怪獣画が伯はくのまー君がこの世に残した第一世代の怪獣。


    　まー君は海の正体は怪獣だと結論づけていた。その怪獣はお腹なかにお魚を飼っているのだと。そしてなぜかその怪獣が世に解き放たれてからというもの、世界中の海で溺おぼれて死ぬ子どもはいなくなっている。


    　溺れていたはずの子どもたちは口を揃そろえて証言した。聖なる海の怪獣ユラユラが助けてくれたと。人間は太古のむかしお魚だったし、子どもというのは産まれたばかり。それゆえちょっとした拍子にお魚に戻ることができる。


    　子どもが海で溺れそうになると、ユラユラが子どもをお魚に戻してくれるので溺れないのだ。


    　直純ははじめてそれをデータで知ったとき、苦笑せざるをえなかった。しかしいまは笑えない。


    　ちいさな子どもだけを選別し発動する不公平な奇き蹟せき。


    　怪獣は子どもたちを、常にまー君と間違える。


    　不在の主しゆを求めて、怪獣たちは地球上のありとあらゆる場所に拡散し、流動し、世界と交配して新世代の怪かい獣じゆうを誕生させていく。


    　人類──すなわち猿の幼形が、陸地に、海に、空に、国境と呼ばれる不可視の線を刻み、地球を無む惨ざんなツギハギの地球儀にしてしまったように……。貨幣を発明し、国家を発明し、神を発明し、科学を発明し、自然すらも発明し、その脳内にしか存在しない──成体の猿には決して見えない概がい念ねんで星を塗りつぶしてしまったように……。


    　子どもにしか見えない怪獣で、地球を塗りつぶしてしまった。


    　世界を呑のみこみ、新世界を出産する人類の幼生。


    　どんな革命家も思想家もできなかった、地球儀のツギハギをまとめて消去する可能性のこと。


    　それこそが協会の老人たちが求める《イメイザー・チルドレン》の理想。


    　そしてまー君はその理想にもっとも近かった存在であり、それを途中で放ほう棄きした者であり、いまも協会の捜索はつづいているありふれた《消えた子どもたちロスト・チルドレン》のひとりだった。


    「ナオ、また考えごとか？　心配事があるならこのアーニャおばあちゃんにいうといいぞ」


    　アーニャが焼きトウモロコシをほおばりながら、上機嫌になっておばあちゃんぶる。


    「いや、心配事っていうか、最近読んだ協会の論文で面おも白しろいのがあってね、『子どもの絵といのちの出産』ってタイトルだったかな。すっかり感化されちゃったよ。書いた人、女性らしいけど……。まだ生きてるなら、会ってみたいな。保護者ガルデイアンの後輩としても、いろいろ聞いてみたいことがあるよ。協会からもかなり期待されてたみたいなのに、失しつ踪そうに至った理由とかもね」


    「わしは小難しいことはきらいじゃが、ナオはあたまがよいのか？　さすがガオウの孫じゃぞ。わしも鼻が高いのじゃ」


    「高校の成績は……下の下だったな。親類はよくぼくのことを無能と呼んでるよ」


    「……気にするな。ガオウも学校の成績は悪かったといっておった」


    「おじいちゃん、そもそも小学校しか出てないし」


    　祖父の話題。それも直なお純ずみとの比較。直純は露ろ骨こつに不機嫌になった。そしてその関連性に、アーニャはいつまでたっても気がつかない。


    「そうじゃったか」


    　うつむき気味にどこか耐える表情の直純を、アーニャは横からのぞきこんでいる。


    「おぬし……やはりガオウに似ておるな。ひとつのことに集中すると、まわりのことが目に入らなくなるのじゃ」


    「おじいちゃんとぼくが？」


    「そうじゃ。ガオウはそれを知っていたのかもしれん。だからおぬしにわしを遺のこした……」


    　アーニャは直純に身体からだをよせると、どこか懐なつかしいような、悲しいような、そして媚こびるような青い瞳ひとみをいっぱいに注いだ。海よりも濃く、そして透きとおった青色は、直純の瞳の奥にある、直純の祖父の面おも影かげを捉とらえている。


    　おたがいの身体がふれそうで、顔が近い。


    「あ……アーニャ……おばあ……ちゃ……ん……んん……」


    　直なお純ずみは突然の急展開に動どう悸きをはげしくしながらも、理性による沈静化を試みる。


    「ち、ちがうよ。ぼくは、おじいちゃんなんかとは、絶対ちがう」


    　ちいさくて、まっしろな肩をそっと抱き、真ま面じ目めな表情で言い切った。


    「そうか……」


    　アーニャは残念そうにうつむいた。


    　しばらく時が経たち、景色は夕暮れになる。


    　浜辺とその近辺の探索も、いいかげんする場所がなくなってきた。


    「結局おらぬな。例のアンファン・テリブル。ナオはいいかげんなのじゃ」


    　アーニャは海を見つめている。


    　アーニャは気づいていないのだろうか？


    　このバカンスが《恐るべき子どもたちアンフアン・テリブル》の追跡とは関係がないことに。


    　成長をとめられ、ロシアの森に幽閉され、研究材料とされ、外に出るのは協会の指令のときだけ。その奪われた少女の一生に、直純はどんな手段を用いてでも報むくいようとしていることに。


    　もし気づいているなら、なぜこのウソの探索についてきてくれるのだろう。たのしいと思ってくれているのだろうか。考えながら、アーニャの見つめる輝かがやく海を見る。


    　じつは直純は、この連続したバカンスとは別に、その標的、クッキーモンスターを倒した子どもの居場所の目星も定めていた。


    　確証があるわけではなかったが、時期的に考えて、とても無関係とは思えない。


    　しかしだからといって、その場所を、アーニャを連れて訪ねるべきかは、判断しかねている。もしもアーニャとその子が〝ケンカ〟にでもなったら、その一帯が廃はい墟きよになりかねないからだった。そうなった場合、協会の老人たちの中にもファンが多いアーニャと新参者の直純とのコンビは、いきなり強制解消させられる可能性も十分に考えられた。


    「ナオは考えごとばかりじゃ」


    「あ、うん。残念だったね。でも次こそは……ん？」


    　オレンジの海を見つめるアーニャの表情に、微妙な照れを発見する。


    「アーニャおばあちゃん、どうかした？」


    「……たいのじゃ」


    「え？」


    「いちど、海で泳いでみたいのじゃ」


    「──！」


    　紅潮して顔をそむけているアーニャは、両手をぎゅっと握りしめていて、とてもおばあちゃんとは思えない初うい々ういしさに包まれている。


    　ふたりの足に大きめの波がかかった。


    　砂はあっというまに泥に変へん貌ぼうし、粘着し、まるでいきもののように変化する。


    　泥のように……。


    　直なお純ずみに一いち抹まつの不安がよぎった。


    「ナオは上着を脱がんのか？」


    　ゆっくり海に入りながら、アーニャは問いかける。


    「ん、肌よわいからさ。直射日光はちょっとね……」


    　アーニャすら水着姿だというのに、頼たよりないと思われただろうか？　だけど脱ぐわけにはいかない理由があった。ちいさいころに負った背中の火傷やけどの跡を見られたくなかったのだ。


    「浮き輪、もってこようか？　用意してあるんだけど」


    　すでにアーニャは腿ももまで海水につかっている。


    「あ……あんな童子のつかう遊具、おばあちゃんが使うわけなかろう。わしをだれだと思っておるのじゃ。ア……アーニャおばあちゃんじゃぞ？」


    「なんか無理してない？　べつにおばあちゃんが浮き輪を使ってもいいと思うんだけど。ま、いっか。あ、それぼくが持ってるよ」


    　直純はアーニャの幼稚園掛けしていたポシェットを指さす。


    「そ……そうじゃな。海に入るからな。水浸しにするわけにもいかん」


    　アーニャは少しもたついた手つきで、ポシェットを直純にわたす。直純はそれを受けとる瞬しゆん間かん、ポシェットの中から、たしかに視線を感じた。刺すような視線。


    「落とすなよ、ナオ坊」


    　すごんだ声が熱波のようになって響ひびく。


    　アーニャも直純も口を開いていない。


    　ポシェットの中にいるなにかが発した人の言葉だった。


    　直純は一瞬、思いきり遠くへ投げ捨ててやろうかと思った。それができたらどれほど気分がいいかと。しかし結局は無言でポシェットの紐ひもを短くして、ティーシャツの上から掛けた。


    「さ、アーニャおばあちゃん」


    　アーニャへと手をさしだす。


    「む……」


    　その緊張気味のちいさな手をひき、直純はゆっくりと海を移動する。アーニャの足は自然と浮き、そのまま泳ぎの練習へと移行する。


    「そう、そうだよ。これははじめての海とはおもえない泳ぎだ。将来はオリンピック選手か人魚だね」


    「う……うるさい、ナオ。おばあちゃんをバカにするでないぞ。それにぜったいに手をはなすでないぞ」


    　アーニャは海の塩しお辛からさにもめげずに、懸けん命めいに泳いでいるようだった。


    「ナオ、おぬしは一度も泳がんつもりか？」


    「いやあ……じつは……」


    　苦い顔をする直なお純ずみ。


    「ぼくも泳げないんだよね」


    「なんじゃ、そうならそうと早くいわんか。おばあちゃんが手をひいてやろか？」


    「足つかないくせに、よくいうよ……」


    「んな、なんじゃと、おばあちゃんにむかって！」


    「どう見ても子どもだし」


    　アーニャの手をはなし、浅瀬にそって歩いて逃げる直純。


    　無む駄だに大量の飛沫しぶきをあげる犬かきで、必死に追いかけるのは灰色オオカミグレイ・ウルフ。つかまったら嚙かみつかれるのは間違いないが、差は縮まりそうもない。


    　そうやって無為に時を過ごしたあと、ふたりは浜にあがった。


    　波打ち際の砂は、寄せては引いていく波の繰くり返しにより、ロンボイドリップルと呼ばれるパターン、独特な模様を形成している。


    　直純とアーニャは肩をならべ、その模様の上に体育座りをしている。


    　ゆっくりと沈んでいく夕陽は、まるで絵の具のかたまりのようで、しみこむように海のオレンジが濃くなっていく。そしてもうすぐ夕陽のすべては溶けて、夜になるのがわかった。


    　直純はとなりにいる白髪の少女を、そっと見つめる。


    　泳ぎつかれたのか、すこし眠そうにしている。


    　幼くしてすべてを奪われたこの少女につくすのは、自分の人生を捧ささげるに足る、崇すう高こうな義務だと思えた。


    「ナオはガオウを恨んでおるのか？」


    「え？」


    　直純にもたれかかりながらの眠ねむ気け眼まなこで、アーニャはゆっくりと話しだした。


    「ガオウはずっとわしとロシアで暮らしておったからの……。孫のおぬしとは、あまりいっしょに遊んでやれなかったじゃろう……」


    「あ、うん、そうだね。そんなのはべつにいいんだけど」


    「ガオウの孫よ……すまぬ。おじいちゃんを恨んでやるな」


    「だ、だから、ちがうって！　いや、恨んでるっていえば恨んでるけど、そんなことじゃない！　ぼくがゆるせないのは……、なんだか調子くるうなあ……」


    　でも、夕陽がきれいだった。


    　そしてその、きょう最後の陽を受ける異国のまっしろい少女は、もっときれいだった。


    「ロシアの夕陽を浴びるときは、またちがう印象なのかな……」


    　眠ってしまったらしい少女のとなりで、そっとささやいた。


    「ねー、どこの国の子？　どうこれ？　乗せてあげよっか？」


    　夢心地だった直なお純ずみを現実に引き戻す声。


    　こんがりと焼けたサーファーがふたり、顔をのぞかせている。ムラのないその日焼けは、太陽によるものではなく、日焼けサロンにおける紫外線カットな日焼けマシーンによるものだろうと思われた。


    　直純の存在を完全に無視して、眠っていたアーニャを起こし、なれなれしくもその細い手をつかみ、立ちあがらせている。


    「む……波乗りか？　い……いいぞ」


    「いっ？　なにいってんのさ、アーニャおばあちゃん」


    「な……波乗りくらい平気じゃ。わしは……ナオのおばあちゃんじゃからな」


    「どんなおばあちゃんだよ。そんなところで勇気を見せなくていいよ。ってか震ふるえてるじゃん」


    「こ、これは武者震いじゃ」


    「だからそんなに強がる必要ないって。いい、アーニャおばあちゃん。世の中にはぜったいにあとをついていっちゃいけないタイプの人間がいるんだ。ロシアにもこの国にも残念ながらね。そしてこれがまさしくそう。ぼくも見るのははじめてだけど、あたま悪そうなセリフから簡単に判別できたよ」


    　直純の顔にこぶしが叩たたきこまれ、無ぶ様ざまに砂浜に倒れる。
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    「聞こえてんだよ、このモヤシが……」


    　サーファーたちはそのまま、倒れたままの直なお純ずみに加減を知らない暴行をくわえる。


    「ナオ！　おぬしらもうやめよ、やめよ！」


    「うるせーよ、おまえのババア言葉もカンにさわんだよ。こいつが終わったらあとで相手してやるから待ってろ」


    　アーニャの表情が凍いてつく波動を帯びる。


    　楽しい海水浴は完全に終わっていた。


    「目上の者を敬わんとは……とてもガオウとおなじ国の人間とは思えぬな」


    　アーニャは右手を高くかかげ、そして指を鳴らした。


    　その瞬しゆん間かん、サーファーたちのズボンが燃え上がる。不思議なことに火はサーファーの身体からだを焼くことはなく、焼け焦こげたはずのズボンは灰すら残さず、風となっていく。


    　ズボンだけが消滅した。


    「なんだこりゃああああああああ」


    　アーニャは汚いものを見たくないのか、目をつむる。肩に掛けられたポシェットから、老人の笑い声がする。


    「ガハハハハハハハハハハハハハハッ。愚かな小僧どもが！　我が輩の大事な大事な灰色オオカミを欲っするなど、百年早いわ！　身の程を知ったならさっさと失うせるがいい！　次は髪！　その次は皮ひ膚ふだ！」


    　その笑い声は、得え体たいのしれない轟ごう音おんとして大気を震ふるわせている。


    　サーファーたちはサーフボードで身体を隠しながら逃げていった。


    　あとに残されたのは白い少女と倒れた青年のみ。


    　アーニャは介抱するため、ゆっくりと直純に近づいていく。


    「ナオ、無事か？」


    　返事がない。


    　砂浜に前のめりになって顔を沈め、おしりは持ち上がっている。保護者ガルデイアンとして、男としての威厳の欠片かけらもない姿勢で気を失っている。


    「ガハハハッ、なさけねーな、ナオ坊よ。さっきの台詞せりふはおまえにも言ってるんだぜ。身の程をしれ、身の程を。これはな、我が輩の灰色オオカミだ。この我が輩の。わかるか？　おまえのじゃーねえ。ガハハハハハッ」


    「いいすぎじゃぞ」


    　アーニャはポシェットをかるく叩たたく。


    　それでやたらと高慢な老人の声はやんだ。アーニャと直純にしか、うまく聞き取ることはできない、熱波を帯びているような、不思議な声。


    　アーニャの直純を見る視線は、どこか哀あわれんでいるようだった。


    「ナオよ、おぬしはガオウの大事な忘れ形見なのじゃ。それはいってみればわしの孫も同じこと。そしてガオウが死んだとき、わしは誓ったのじゃ。ガオウにかわって、おぬしを立派な大人に育ててみせるとな。安心するがよい、ナオ……」


    　さざ波がよせる。青年はやはりぴくりとも動かない。


    「このアーニャおばあちゃんが、おまえの保護者ガルデイアンじゃ！」


    　少女の決意を秘めた声がこだまする。


    「よいかナオ！　わしらの手で必ずアンファン・テリブルは見つけ出すのじゃ。まずはこの地域の子どもたちの集まる場所を綿密に調査してから、そして直感を働かせるのが重要じゃ。おぬしもガオウの孫ならできるはずじゃぞ。ガオウの直感はなみ外れておったからな。クッキーモンスターが偶然倒されたとは思えん。相手は目的意識をもってやってきておる。いまもおるかはわからんが、どこかに根城があったはずなのじゃ」


    　直なお純ずみは意識を取り戻していた。


    「ナオは遊びざかりじゃからいままで付き合ってやっておったが……戦せん闘とうに巻き込まれるのが恐ろしかったのじゃろう？　わかっておる。しかしいいかげん、おかしな場所ばかり捜すのは、やめるのじゃ。たしかにアンファン・テリブルと接触すれば、戦闘になるかもしれんが、安心するがよい。このアーニャおばあちゃんがいっしょじゃから、まんがいちにも危険はないのじゃ。ナオを無能だのモヤシだの、だれにも絶対に呼ばせぬぞ！」


    　惨みじめだった。


    　直純はこの間抜けな姿勢のまま、泣いていたかもしれない。


    　オレンジの海は、そんな青年に同情したように、ちいさな波で頰ほおを撫なでていた。
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    「おねーちゃん、おそい」


    「しょうがないでしょ。五年生の宿題はムズかしいのよ。二年生より、ずっと」


    　夏休み終了直前のアトリエファミーユ。


    　ちょうどお昼を過ぎたころだった。


    　真ま深みと祐ゆうの姉弟はむきあって座っている。たまりにたまっていた夏休みの宿題を持ちこみ、長机に広げて取り組んでいるのだが、問題の難易度が違うというのを差し引いても、ページをめくって進む速度は、祐のほうがずっと早い。


    　元もと木き真深は算数が苦手だった。


    　三年生のときに授業で割り算の筆算を習ったときも、先生のいうことがさっぱりわからず涙が出そうになったほどだ。解けるようになったいまも、憂ゆう鬱うつなことには変わりない。算数のない国があるなら、本気で定住を考えてみるかもしれない。


    「うーん……」


    　祐の宿題はあらかた片づいていたが、真深は集中力が途絶えてきたのか、その長い黒髪を指に巻いて遊びだしている。


    「そういえば砂さ夜やちゃんは算数得意だったな……」


    　真深は砂夜のことを考える。


    　ちょっと不思議な転入生で、真深とは反対に、算数は得意だけど、国語が苦手な女の子。海外を転々としてきたので、五年生だけど漢字があまり書けないのだった。


    　真深は長机の前で座ったまま、そっとうしろを向く。


    　おなじように長机に座った子どもたちが、おとなしく絵を描いている。部屋は小学校の教室よりすこしせまいくらいの広さ。さらに奥の部屋には、数人の子どもたちがシーツをかぶって全力でお昼寝中だった。その様子が開けっ放しの引き戸の隙すき間まから見える。クーラーは弱めなので肌はすこし汗ばんでいて、着衣も乱れている。


    　静かな呼吸を繰くり返す、すこし大きめの赤ん坊たち。


    　真深と祐のふたりにはもう見慣れた風景で、その風景のなか、いちばん大きな赤ん坊こそが砂夜だった。


    　みんなを寝かしつけているあいだに、いっしょにシーツにくるまって眠ってしまったのだ。


    　たくさんのちいさな寝息と安らかな寝顔が、まん中の砂夜によりそっている。じっとながめていると、だれもがいっしょにお昼寝への誘ゆう惑わくにかられるだろう。


    　実際、真深も砂夜といっしょのシーツをかぶってお昼寝することは何度かあった。眠っている砂夜の顔を近くで拝見していると、いつのまにか真深も眠りに落ちる。そして王子さまごっこなのか、毎回決まって、真深は砂夜のキスによって起こされるのだった。


    　砂さ夜やは普ふ段だんは男子のような服装をしているが、夏休みの最初に一度だけ、スカートをはいて朝帰りしてきたことがある。真ま深みが真剣にそのことを問いただすも、砂夜は頰ほおを赤らめて、みょうに上機嫌になるだけだった。


    　真深は疑惑を抱いている。


    　転入生で男子の制服で活発な砂夜はどうしたって目立つし、上級生などからも注目され、ひそかな人気を誇っているのを知っているからだ。その無邪気さにつけこんで、砂夜と特別な関係をきずこうとする不届き者がいてもおかしくない。


    「もちろん、それはわたしを倒せたらのはなしだわ」


    　空中に向かって正せい拳けん突づきを繰くり出す。


    　そのこぶしはむかいあって座っていた祐ゆうの目前でとまり、一拍遅れで祐をびっくりさせる。


    「カラテ？」


    「そうよ、わたし強いんだからね。藍あい野のさんに習ったの。勝負する？」


    　祐はめっそうもないとばかりに、首を大きく横にふる。そして正拳突きのポーズのまま、真剣な表情でなにか思案している姉の顔を、下からそっとながめる。


    　元もと木き祐は、徹てつ底ていした非暴力主義者だった。


    　だから祐の描いたダイナミックでファンタジックな一連の戦争画『ダンゴムシとトリの戦争』は、母親をふくむ周囲の人間をいたく驚おどろかせた。


    　それは夏休みのすこし前、祐のクラスメイト全員が服だけを残して失しつ踪そうし、みんなはだかでプールに入って遊んでいるところを先生に発見されて解決したお騒さわがせな事件の原因になった絵でもあったけれど、学校の先生たちはその事件と『ダンゴムシとトリの戦争』との関連性に最後まで気づかなかった。その絵はいまも学校の廊下側の壁に、ほかのみんなの絵とともに貼はりだされている。


    　そして祐とそのクラスメイトたちが、大人の知らない大きな戦いに巻きこまれていたとき、応援に駆けつけてくれたのが真深。いま現在、祐の目の前に座って、算数の宿題にあたまを痛めたり、唐突にカラテごっこをはじめている少女だった。


    　祐にとって真深は姉であるとともに、『ダンゴムシとトリの戦争』において最大の活かつ躍やくをしたトリの人。生けるダンゴムシ伝説でもあった。


    　もっとも、真深本人はそれを夢だと思いこもうとしているため、以後、そのことについてふたりが話をすることはほとんどなかったのだけれど。


    「……っ」


    　祐は真深に対して突然、〝へんな言葉〟が口からでそうになり、あわてて両手で口をふさいだ。


    「なによ？」


    　弟の祐が姉の真深に対して言うには、どう考えてもおかしい言葉。


    〝かわいい〟


    「もう、にやにやして……」


    「うん。おねーちゃんはきっとね、カラテを習わなくても、いっちばんつよいと思うよ。ぼくより算数ができなくても、おねーちゃんは真ま深みおねーちゃんだから」


    　ぼくより算数ができない、という部分にショックを受けたのか、真深はため息をついてからふたたび鉛筆をとる。


    「最近の祐ゆう、かわったね」


    「そうかな？」


    「かっこよくなったよ」


    　ふたりはちょっとはにかみ、それから宿題のつづきをはじめる。


    　元もと木き真深と元木祐。


    　おなじ母親のお腹なかから産まれた姉弟だけど、ふたりは、おたがい似てないところがたくさんあることを知っている。おたがいがちがう人間であることを、よくわかっている。


    　それがどんなに大事で、大切なことかも。


    　ふたりはとても仲のよい姉弟だった。


    　それからしばらく真ま面じ目めな時間が過ぎ、祐の宿題が無事終了する。


    「できた！」


    　バンザイする祐の前で、真深は一いつ瞬しゆんだけうらやましそうな顔をするが、みるみると目をまるくし、口を結び、奇妙な表情をつくっている。その視線は祐の背後へと向かっていた。


    「どろんこだわ……」


    　祐がふりかえると、開放された大窓の軒下に、身体からだ中じゆうが泥だらけの子どもがいた。目をまるくしている真深と祐をじっと見て、無邪気に笑っている。


    　あっけにとられているふたりの前で、その子どもは横からの水流で攻こう撃げきされて逃げていった。


    　祐が窓際まで走っていき、縁側で靴をはく。真深も立ちあがって、あとからつづいた。


    　窓際は日差しが強い。


    『美術室の魔ま女じよ』とは一部で言われている真深のあだ名であったが、真深は魔女というよりは吸血鬼のように目がくらんで、思わずうなり声をあげる。


    「うあーっ。焼けるー」


    「や、真深ちゃん、祐くん。宿題終わった？」　


    　真深がなんとか目を開けると、そこにあらわれたのは、ホースを持ったファミーユの館長、藍あい野の雪ゆきだった。怪かい獣じゆうの絵がプリントされた白のティーシャツを着て、砂場で遊ぶ子どもたちにも水をあげている。子どもたちは五人いて、みんなすでに水着姿になっていた。


    「はい！」


    「……まだです」


    　対照的な返事と表情のふたりに、雪ゆきはくすりとほほえむ。


    　ホースから流れる水が、太陽の光を反射して煌きらめいていた。


    　それを浴びる子どもたちの身体からだも。


    「最近、砂場での泥遊びが流は行やってるらしいわね」


    「そうなんですか？」


    「うん、砂場は汚れてるからって、保護者的な人気は下がりつつあるし、新しい公園からもなくなってきてるらしいけど。ちゃんと定期的に砂の入れ替えしたり、犬や猫が入ってこれないような工夫は可能だから、もったいない話……っと」


    　真ま深みが靴をきちんとはくため、片方のかかとをちょこんともちあげ、つま先で地面をトンッと叩たたいたとき、砂場から泥ダンゴが飛んできた。泥ダンゴ爆弾で遊んでいた男の子が、大暴投してしまったのだった。


    　真深はスローモーションとなった世界で、それを冷静にながめていた。あ、このままだとわたしの顔にあたるなー。などと考えながら、近づいてくる泥ダンゴをじっと見つめてい──たら破裂した。


    　雪はまるで蚊かでも叩くように、その泥ダンゴを空中で蹴けり飛ばしたのだった。泥ダンゴは消滅している。


    　そしてあっというまの出来事に、真深と祐ゆうは硬直している。
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    　旋回する雪ゆきの長い右足が、流麗なまでの軌跡をともなって着地する。


    「すご……」


    　真ま深みはちいさな拍手をしながら、そんなふうに感嘆する。


    　雪は笑顔で、だけど無言でホースの水をとめ、泥ダンゴを投げつけた男の子のそばまで歩き、手を引いて真深の前へと連れてくる。連行されているはずの男の子は、にこにこと笑っている。


    「なにか言うことは？」


    「まみおねーちゃん、ごめんなさい！」


    　雪に促うながされると、あたまをさげ、大きな声であやまる男の子。


    　あやまりながらも笑ってキョロキョロしているのは、照れ隠しのようだった。


    「今回だけはゆるしてあげるわ。けどもう部屋のほうに投げちゃだめだよ」


    「うんうん！」


    　男の子は雪の顔をそっと確認。


    「行ってよし」


    　反省しているのかは微妙だったが、うれしそうに砂場へと戻っていった。


    「間一髪ね。間に合ってよかったわ」


    「ありがとうございます！」


    　遅れて、真深が手を合わせて礼を言う。


    　真深にとって藍あい野の雪は、友人の母親であるとともに、いまいちばん憧あこがれている、ひとりの大人の女性。児童文学の仕事に携たずさわっているというのに、運動性能抜群のしなやかな身体からだと、見栄えのする長い髪。たとえるならネコ科ヒョウ属のような女性だった。


    　真深は自分も物語を書いていることを、だれにも話していなかったけど、雪にはいつか相談にのってもらいたいと思っていた。もちろん砂さ夜やにも。


    「夏休みももう終わりだからね。きょうはみんなテンションが高いから、まだ気をつけたほうがいいかも」


    　水をまかれた砂場は、砂場というよりは、もはや泥場になっている。水着の子どもたちはそこで泥ダンゴや泥山をつくるのにいそがしい。


    「遊びすぎ……」


    　あまりの惨さん状じように真深は思わず声がでた。


    「ふふ……遊びすぎか……うんうん」


    　雪は笑いながら真深の言葉を繰くり返した。


    「真深ちゃん、祐ゆうくん。フレーベルって聞いたことある？　フリードリッヒ・フレーベル」


    　真深と祐が顔を見合わせる。答えたのは真深だった。


    「いえ、聞いたことないです。でも、ドイツ人ですか？」


    「そ、ドイツの教育者。積み木を発明した人でもあるんだけど。フレーベルは粘土や積み木をはじめ二十種類の遊び道具を『恩おん物ぶつ』……神からの贈り物、神の玩がん具ぐと呼んで、子どもたちに与えたの」


    「二十種類の……神さまの玩具？」


    　いったいなんの話がはじまったのかと、真ま深みと祐ゆうは興味を引かれる。


    「そしてフレーベルは、『をさなごのその』……幼稚園の[image: ]始者でもあるのよね」


    「幼稚園と積み木を発明した人？」


    　そこで真深は学校で習ったことを思い出した。


    「日本の寺子屋なんかは、幼稚園じゃないんですか？」


    「幼稚園とはちょっとちがうわね。寺子屋で教えていたのは読み書きや算そろ盤ばん。ようするに大人のできることを、早くから子どもに教えるための教育施設だったの。フレーベルの提唱する幼稚園はね、簡単に言ってしまえば、子どもが子どもとして遊ぶ施設ね。子どもは遊ばずにはいられない存在だという認識からはじまっている施設なの」


    　雪ゆきは泥遊びにはげむ子どもたちを、感心するように見つめている。


    「フレーベルはね、遊ばざるをえない子どもたちは、その無む垢くないのちの本性を発揮している。自然に宿る根源的な『神性』を発はつ露ろしている存在と考えていたの。人ではなく、神さまの性質ってことね。だからフレーベルは子どもの早期教育には反対だった。いまの幼稚園で行われるお絵かきやお遊ゆう戯ぎ、設置される花か壇だんなんかは、みんなフレーベル由来のものね」


    「遊ぶのが……神さま？」


    「そ。ようはフレーベルは『子ども』という概がい念ねんを発見したってことよ。それまで子どもというのはただの役立たずの人間、とるに足らない未熟な労働力としかとらえられていなかった。人類全体が子どもだったから気づかなかったのかもしれないし、人類全体が老人にむかってるからこその、貴重な発見だったのかもしれないけど……」


    「発見……。じんるいが、わたしたちを発見した」


    　真深も祐もなんだかみょうな気分だった。まるで発見されなければ、自分たちはいなかったような。


    「あるいは捏ねつ造ぞうかしら？」


    「ええっ!?」


    　雪のする話はときどき、どこへ行くのかまったく予測がつかない。


    「人類が発見したなんて、ちょっと大げさすぎるように聞こえるかもしれないけど、結局は人類なんて……そうね、たとえば人間の学名、ホモ・サピエンスってのはラテン語で知恵ある人の意味。ホモってのはラテン語で人（homo）、その語源は土（humus）とおなじ。人ってのは土くれなのね。ヘブライ語でもアダムとアダマで語源はおなじだけど、ほら、あれを見て」


    　雪が砂場を指さす。そこにはただの泥で遊びつづける子どもたちがいる。


    「──神は土から人をつくった。そういう性質をもっている存在こそが神。子どもたちは砂場に入ると、砂で遊ばざるをえない性質をもっている。意味や理屈を超え、善悪を超え、ただそこに砂があるだけで手をふれ、[image: ]造する存在。まるで、神が土から人をつくったようにね」


    　雪ゆきがひと息つく。


    　大きなお話が終わったように思われた。だけどそれはちがう。本題はここから。雪の豹ひようのような目がきらめき、それを語っている。


    「砂さ夜やから聞いたけど、真ま深みちゃん、祐ゆうくん。あなたたちふたりはすごい力をもってる。それは子どもたちみんなが等しくもってる力で……同時にあなたたち姉弟だけの、特別な力でもある。神さまの存在なんて、どうでもいいことかもしれないけど、現実的にあなたたちの誇るべき性質として、それはあるの。だからみんな、遊びなさい。遊んで、遊んで、神さまの力をつかって、つかって、つかい尽くして、そして大人になって、ここを、ファミーユを出て行きなさいね」


    　雪の目は鋭いけど、やさしい母親の目でもあった。


    「でもあなたたちが大人になる前に、あなたたちの力を狙ねらっている存在は、奪おうとしている存在は、この世界にはうようよいるわ。だからなにかあったら、そのときは、ためらわずにここに駆けこみなさい。ここは安全だからね……」


    「えっ？」


    　壮大なおとぎ話かと思ったら、突然自分たちに降りかかる危険の話になり、真深と祐は自然と身をよせる。


    「ちょっと怖かったかな？　でもほんとよー。受験勉強とか、やりすぎると危険だわ」


    「あっ」


    　なんだそういうことかと、真深は手を合わせて納得した。


    　受験勉強は経験したことがないけれど、たしかに算数のやり過ぎは、自分にとって毒だった。とはいえ、外国の秘密組織とか宇宙人に自分たちが狙われているわけではないとわかって、ひとまず安心する。真深はそうやってときどきおかしな想像をしてしまう自分を恥じた。


    「ま、ほかにも外国の秘密組織とか宇宙人も狙ってるけどね」


    　雪が付け足し、真深がよろめく。


    「そう落ちこみなさるな。あなたたちはこの星のアイドルってことよ。ほら、胸はって」


    　見本とばかりに腰に手をやり、胸をはる雪を見て、真深と祐は顔を見合わせて笑う。


    「真深ちゃんゲットー！　ふむふむ、いいにおいだ。やわらかくておいしそう」


    　砂夜が軒下の真深を、背後から抱きしめた。


    「あっ、もう、砂夜ちゃん。起きたんだ……」


    「……」


    　真深は気づいた。


    　じゃれついてきているはずの砂夜が、顔をふせている。


    「ここが安全なのは、怪かい獣じゆうがいるからですか？」


    　砂さ夜やの異変に気づいていない祐ゆうが雪ゆきに質問する。


    「さっきもいったけど、あなたたちはこの星のアイドルだからね。狙ねらう存在も多いけど、護まもろうとする存在も多いのよ」


    　雪は祐のあたま、そして真ま深みのあたまを撫なでる。そして最後に、真深に抱きついたままの砂夜のあたまを、ひときわつよく。


    　砂夜は真深からはなれ、縁側から飛び、雪に思いきり抱きついた。


    　雪でなければ倒れていたのは間違いない、容よう赦しやない突とつ撃げき。それを雪はきっちりと受けとめる。


    　素足を庭の地面から浮かべるようにして抱きかかえられ、母の胸に顔を埋うずめた娘は、心の底からやすらぎをえているようだった。


    「そっか……」


    「どうしたの？　おねーちゃん」


    「うん。きっとね、ファミーユって、砂夜ちゃんを護るための場所なんだって……」


    「え？」


    　祐はもう一度砂夜と雪を見る。


    　砂夜を狙う存在……その姿を想像してみたけど、わかるわけもなかった。


    「じゃ、砂夜。みんなの相手、あとまかせた」


    　たっぷりの抱ほう擁ようも終わり、砂夜は縁側へとおろされる。


    「うん！」


    　雪が奥の玄関へ向かい、入れかわるように砂夜はスニーカーをはいて、ふたたび庭へと飛び出した。


    　砂夜の上着は母親とおなじ怪獣印のティーシャツ一枚。下は半ズボン。ティーシャツのサイズが大きめなので、上着から素足が直接元気よく伸びているようにも見える。


    　宿題の終わっていない真深は靴を脱ぎ、縁側にすわり、素足を揺らしていた。しかし直射日光があたって肌が暑いので、そっと日陰に戻した。


    　泥だらけの子どもたちを順番に眺めながら、足をさすりながらつぶやく。


    「でもこれじゃ神さまっていうより悪あく魔まだわ」


    　子どもたちは砂場で大量の泥ダンゴをならべ、あやしい儀ぎ式しきを行っている。


    「ドロンコだいおうさまー！　どろだんごできましたー！」


    「ん、ドロンコ大王？　なにそれ」


    　砂夜好みのネーミングセンス。砂夜が砂場の枠にしゃがみこむ。


    「えっとね、ドロンコ大王さまはね、泥ダンゴ食べるんだよ。泥のかいぶつ。ときどきにんげんもたべる」


    「わっ、こわいな」


    「うん、こわいのー。にんげんはむかしね、泥だったんだって。だから食べれるんだよ」


    　女の子が砂さ夜やに真剣な表情で語りかける。


    「なるほどね……人間は泥か……」


    　砂夜はその話に感心しているようだった。そしてときどきなにか考えこんでいる。


    「ね、砂夜せんせい、すーぱー泥ダンゴ、もうできた？」


    「うん、もうできたと思うよ。あとちょっと手を加えたら完成。みんなで見に行こうか？」


    「みるー！　それからね、ドロンコ大王さまにあげる」


    「あげちゃうの？」


    「うん」


    　泥の一団は砂場から飛び出し、砂場以外で遊んでいた子たちも砂夜のまわりに集まっていく。


    「ね、真ま深みちゃんもいっしょに見に行こう。すっごくきれいな泥ダンゴなんだよ」


    　真深はむずかしい顔をする。


    　みんなが数日かけて特製泥ダンゴをつくっていたのは知っているものの、しょせんは泥ダンゴ。真深はその完成に興味が持てなかった。


    「ほんとに泥ダンゴがきれいなの？」


    「うん、絶対びっくりすると思う。ボクがつくったのを、真深ちゃんにも見せたいんだ。ね、来てくれるかい？　真深……」


    「はい、よろこんで……」


    　砂夜は男の子のような声色をつかって真深の手を握ると、甲にキスして誘さそい、真深もちょっとロマンチックな気分になって、それを受けるのだった。　


    　真深は気分転換もかねて、宿題を投げ出して庭に出る。


    　砂夜と真深と祐ゆうを先頭に、十数人にのぼる子どもたちは、談笑しながら庭の奥にある怪かい獣じゆうハウスへと向かう。


    　その途中、ひとりの女の子が立っていた。


    　その表情は暗く、みんなの泥遊びに混じる気など、みじんもなさそうな女の子。ショートカットが似合っている。


    　砂夜が一団から離はなれ、その少女に駆けより、肩を撫なでる。


    「綾あや花かちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　気分でもわるいの？」


    「……」


    　ひとりでいれば、かならず砂夜が気にかけてくれる。


    　どうやらそれを計算していたようだった。目的の第一段階が成功し、どこか安心したように、綾花と呼ばれた少女は涙を浮かべる。


    「綾花ちゃん。友とも絵えちゃんは、きょうお休み？」


    　友絵は最近関西から引っ越してきた少女


    　綾あや花かとおなじ小学二年生で、ふたりはよくファミーユの砂場で遊んでいた。そして友とも絵えは、ずっと砂場でばかり遊んでいた綾花を外にひっぱりだし、その交友関係を広げていったのだった。関西弁がおかしいと笑われることもあったけど、まったく物もの怖おじしない少女。綾花のなかでは友絵はいちばんの親友であり、ちょっとした勇者でもあった。


    　砂さ夜やもその成り行きは知っている。そしてこの数日間、友絵と綾花の姿がファミーユになかったことも。


    「どろ……」


    「どろ？　泥のこと？」


    「友絵は……どろに……食べられちゃった」


    「綾花ちゃん、くわしくお願い」


    　砂夜が真剣な顔をする。


    　信じてもらえる。そう思い、綾花は深呼吸した。そして一気にしゃべり出す。


    「ずっとむかしに、砂場に捨てられた男の子……ママに捨てられたドロイド王子。涙で砂場を泥だらけにしてしまったの。ドロンコ大王はそこで産まれた」


    　綾花の表情はすでに絶望に彩いろどられていた。砂夜の支えがなければ立っていられないほどに。


    「砂場で遊ぶ子は、ドロンコ大王が食べちゃうの」


    「ありがとう、綾花ちゃん。よく教えてくれたね」


    　砂夜は綾花を抱きしめる。


    　綾花の目から涙がたくさんあふれてきた。


    「あとはまかせて」
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    「ドロイド王子と……」


    「ドロンコ大王か」


    　海水浴場の探索が予定通りの不発に終わったその翌日。砂場で遊ぶ子どもたちにまじって聞き取り調査をする直なお純ずみとアーニャがいた。


    　直純が目星をつけていた《恐るべき子どもたちアンフアン・テリブル》の居場所。それは砂場。それも一か所ではなく、複数の街をまたいで存在するすべての砂場に可能性があると考えていた。理屈はわからないが、ひょっとすると、もっと範囲は広いのかもしれない。


    「ねえ、おねーちゃんは、なんでかみの毛がまっしろなの？」


    　砂場の男の子がアーニャの髪をじっと見ながら聞いている。


    「ん、これか」


    　アーニャは自分の髪に手をいれる。


    「おかしいか？」


    「うん」


    「そうか……」


    「でも、おばあちゃんみたいで、きれい」


    「ふ……おぬし、なかなか見所があるではないか」


    　アーニャが八や重え歯ばをのぞかせる。


    「よし、おぬしにはよいものをやろう……待っておれ」


    　アーニャはポシェットを開け、ひとつのたまごを取りだす。ただのたまごではなかった。それはアーニャ自身の手で赤や黄や黒、カラフルに彩色されていて、白い部分がほとんど残っていない。


    　渦巻き立ち昇る炎のイメージ。


    「すごい！　かいじゅうのたまご？」


    「そうかもしれぬ。復活祭のたまごイースター・エツグをしっておるか？　たまごはな、いのちと復活のシンボルじゃ。復活祭の日におぬしらのような子どもが、家中に隠されたこういうたまごを探す習慣があるのじゃ」


    「ふーん。たまごはいのち？」


    　神かみ谷や我が生おうが一代で築きあげた神谷製薬。その最終目標は『永遠のいのち』。神谷我生はそう豪語していた。そして会社はパフォーマンスの一環として、よく病院の患者に復活祭のたまごイースター・エツグを配ってもいた。


    　白はく髪はつ白しろ髭ひげの厳いかつい風ふう貌ぼうであった神谷我生は『不死身の魔ま王おうカスチェイ』の異名を得ていたが、カスチェイとはロシアの民話に登場する不死身の魔王の名であり、その不死身の理由も〝たまご〟にあった。


    「うむ。わしらはみな、たまごじゃった」


    「ぼくも、たまご？」


    「そうじゃ、暗い闇やみのなかのこと、おぼえてはおらぬか？　せまくて、暑くて、苦しかったのを。まだ身体からだがなかったころのことを。そのたまごにも、いのちが詰まっておる」


    　アーニャの言葉を、男の子はいっしんに聞いていた。たまごに熱でも感じたのか、手をあけると、すこし汗ばんでいる。それを不思議そうに見つめている。


    「おぬしはほんとうに見所があるな。そうやって温めておれば、なにか産まれるかもしれんぞ」


    「あっ！」


    　男の子が声をあげて飛びあがった。アーニャがかけているポシェットから、なにかへんないきものが自分のほうをのぞいている感じがしたのだ。


    　男の子の肩を直なお純ずみが叩たたく。


    「ま、ろくでもないのが産まれることもあるけど……。きみ、ありがとうね。ぼくらはちょっとここでやることがあって、ほんとうに悪いんだけど、きょうは家に帰ってもらえるかな。それとたまごのこと、あまり本気にしないでね」


    　男の子はうなずき、大事そうにたまごを抱えてゆっくりと公園をあとにした。産まれたらどんな名前をつけようか、ママになんていい訳しようか、ちょっと悩んでいるようだった。


    「砂場で生まれたアンファン・テリブルと泥のメタモルフィスムというわけか。なかなか面おも白しろいのじゃ」


    　ふたりは足下の砂をじっと見る。


    「うん。最近入手したデータとも一致するしね」


    　直なお純ずみが起動させていたノートパソコンを開く。


    「む、またテレビじゃな。ナオはテレビを見すぎなのじゃ」


    「……」


    　アーニャに一般常識を求めてもしょうがなかった。


    「最近このあたりのデパートが深夜に荒らされて、食料品と衣服が盗難にあってる。ほら、これが現場写真。泥だらけ。警察のデータをハッキングして見つけたんだけど」


    「うむ、〝はっきんぐ〟か」


    　アーニャは腕を組み、自信満々に応こたえたが、もちろん知らない。


    「あとでパソコンのつかい方、教えてあげるよ」


    「し……しっておるのじゃそのくらい！」


    「たぶんこれがドロイド王子のメタモルフィスム……の足跡だけど大群だね。誘ゆう拐かいした子どもたちに与える食料を調達しているんじゃないかと思うんだけど、強奪された食料品の統計をとってみた。ほら、ポテトチップスが多い。なんでだろ？　ドロイド王子の好物なのかな。お菓子の食べすぎはあんまりよくないと思うけど……。で、アーニャおばあちゃん、どうする？　一連の事件はちょうどクッキーモンスターの陥落後から発生してるから、無関係とは思えないんだよね」


    「きまっておるじゃろ。泥の一族まとめて、我らで滅ぼすのみじゃ」


    「な、なんでそんな物ぶつ騒そうなはなしに？　話し合いの余地はあるんじゃ……」


    「ナオよ、これ以上、おばあちゃんを幻滅させるな。腹をくくれ。そやつがあのクッキーモンスターを倒したかどうかはともかく、子どもを誘拐するのは許せぬことじゃ。しかもドロンコ大王とやらが、子どもを食べるというではないか。食料を調達しているからといって、いつまでも無事でいられるとは思えぬ」


    「そうだけど……あくまでうわさだよ。そのまま鵜う呑のみにはできない。そりゃひとかけらの真実はあるかもしれないけど、そこはよく検証しないと」


    　それに子どもの誘拐なんて、自分たちが属している《ジェルミナスィオン》こそお家芸じゃないか。口には出さなかったが直純はそう思った。


    「うわさ話をそのままとらえると、砂場に捨てられた男の子が立派な〝イメ・チル〟として成長して、自分を捨てた母とか社会とかへの復ふく讐しゆうとして、子どもをさらっているってことになるのかな。でもこれだと、どこでクッキーモンスターとつながるのか、ちょっとわからないな……。母親が砂場に子どもを捨てるってことも……ひと昔前なら、ありえない話だけど、四年前の〝まー君〟とか〝ヨルガヲ〟ショック以降は、子どもと大人の世界に大きな断絶が起きてる。そういえば、怪かい獣じゆう画が伯はくも親の愛には恵まれてなかったって……。ん、これ、つながってるのかな……」


    　心も身体からだも、親と子がまるで異種族のように離はなれつつある。


    　あるべき絆きずなが消えようとしている。


    　怪獣。


    　子どもの味方。


    　なにか決定的な崩壊カタストロフの前触れのようだった。


    「子どもの失しつ踪そうに関しては、社会の感覚が麻ま痺ひしてるんだよね。協会の隠いん蔽ぺい工作もあるけど……。まてよ、隠蔽工作……それって協会内部にもありうることだ。クッキーモンスターの陥落と、この一連の泥の事件。なにか、ぼくらの知らない裏があるのかも……って、アーニャおばあちゃん、聞いてる？」


    　真昼の太陽の下、砂場の中央に立つ灰色オオカミグレイ・ウルフは、もはや直なお純ずみの言葉を聞いていなかった。


    　誘ゆう拐かいされた子どもたちのことすら頭になくなっているようだった。


    　戦せん闘とうスイッチはすでに押されたのだ。


    『アカネマル』と名札のついたポシェットは風もないのに、振り子のような運動をはじめていた。それはだんだんと大きくなり、それと同調するように、少女のまわりで陽炎かげろうがゆらめいている。
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    　砂さ夜やは砂場の縁に腰をかけ、ラクガキするようにそっと砂をいじっていた。


    　パンダの置物があるから、パンダ公園と呼ばれている公園。


    　背後にはブランコとすべり台と登り棒。


    　正面のベンチのそばには比較的大きな木があって、そのまわりを何人かの子どもたちが駆けまわり、ひとりの男の子は木に足をかけようとしている。


    　砂夜はいつものとおり、パンツルック。


    　背中のランドセルをおろせば、いっしょに木登りができそうだった。


    　いまは必死にこらえている。


    　右手に持つのはスケッチブック。


    　絵を描くのももちろんこらえている。


    「紫陽花あじさい、ファミーユにもほしいな」


    　公園の一角には花を散らした紫陽花がある。すこし前まではいっせいにその藍あいの花を咲かせ、虫や子どもたちを誘さそっていたのだろう。


    　パンダが子どもたちをのせ、梅雨明けの紫陽花の葉っぱについた水滴を呑のむシーンを想像してみる。砂夜のあたまのなかで、おもしろい絵ができていた。


    



    「おまえ、オレの王国領でなにをしている」


    



    　強い風がとおり抜けると同時に、まるで影から生まれたように、砂夜の目の前に泥の少年がいた。砂夜は驚おどろき、いじっていた砂を握りしめる。


    「なにをしている、と聞いているのだ」


    　マントを羽織り、高圧的な態度で見おろす少年。


    　砂夜はゆっくりと立ちあがった。


    　身長はほとんどおなじで、若じやつ干かんだが砂夜のほうが高い。


    「もちろん砂で遊んでるんだよ。ボクはそのために、ここへきたんだ。ドロイド王子。キミといっしょに遊ぶためにね」


    「ああ？　おまえオレを知ってるのか？」


    「うん。もう有名人だよ」


    「ちっ……」


    　ドロイド王子は目をそらし、不満そうに舌打ちする。


    「えっとね、キミにわたすものあるんだ。ちょっと待ってて」


    　砂夜は軽快にランドセルを脱ぐと、無防備な背中を見せて座りこむ。


    　ランドセルの中のものを慎重に取りだしているようだった。


    「じゃーんっ」


    　砂さ夜やがふりかえると、その手には大きな玉がある。


    「なんだ……それは……」


    　それは光り輝かがやく、泥の玉。ほとんど水晶玉のような輝きを放っている。


    「ボクがつくったんだ。つくりかたはね……」


    　光る泥ダンゴのつくりかた。


    　まずは砂じや利りまじりの土にたっぷりの水を加え、両手でぎゅっと握りしめる。すると水は絞り出され、土は複雑に、強力に結びつく。それは土台。まるくかたちを整えて、表面に砂をふりかける。そしてまた握る。三十分はかけて、きめ細やかな球をつくる。その後はいったんビニール袋に密封し、湿度分布を一様にして乾燥させる。翌日に開封後、さらに砂をふりかけ、こすりつける。ダンゴはつるつるしてくる。


    　泥ダンゴを光らせる皮膜の作製に必要なのは、さら粉。砂煙が立ちのぼる土になら、どこにでもある乾燥した粘土鉱物。砂遊びしてて手が白くなったら、それこそが目的の物質。それを泥ダンゴの表面につけていく。やわらかい布で、三十分ほどていねいに磨みがいていけば、四角い砂の粒子がパズルのようにがっちりとそろい、光を反射する皮膜ができあがるのだった。


    　それは泥ダンゴでありながら、水晶といっても差し支えない透明で神秘的な輝きを帯びるようになっている。ドロイド王子は興味深げにのぞきこんだ。


    　自分の顔のとなりにある砂夜の顔も球状にうつりこんでいた。いつのまにかおたがいの顔が近づきすぎていたことに気づいて離はなれる。


    「不思議だな。おまえは魔ま法ほう使つかいかなにかか？」


    「うん、ボクは魔法使いなんだ」


    「そうか……。この光はいつまでつづく？」


    「ずっとだよ、ずっと。夜空にお星さまがあるかぎり、ずっと……」


    　砂夜が空を見あげると、ドロイド王子もつられて見てしまう。


    　もちろん星など見えない。


    　だけど太陽の光が強いから見えにくいというだけで、そこにはちゃんと星の光がある。砂夜の瞳ひとみはまるでそれを捉とらえているようだった。ドロイド王子も一いつ瞬しゆん、それをいっしょになって見つけたような気がした。


    「どうかしてる……」


    　ドロイド王子はすぐ我に返り、つぶやいた。


    「ボクの名前、砂の夜って書いて砂夜なんだ」


    　砂夜はそう言うと、ちょっと気取った表情で、その泥の玉を前にさしだした。


    「はい、どうぞ」


    　光る泥ダンゴ。ふつうにつくれば、その光は一日しかもたない一晩限りの輝かがやき。泥の内部に残存する水分が浮かびあがり、タイルのように敷しきつめられた表面の繊せん細さいな粘土鉱石のならびを破は壊かいしてしまうからだ。砂さ夜やはそれを防ぐために、表面に浮かびあがる残存水分を利用し、最終皮膜をつくっていた。まるで絵筆でキャンバスを撫なでるようにして皮膜を浸しん潤じゆんさせた、永久に輝く泥の玉。


    「砂の夜……か」


    　この泥ダンゴは、太陽よりうつくしい。星の光と呼ぶのがふさわしいかもしれない。ドロイド王子はそう思った。　


    「いいぞ、受けとろう。ドロンコ大王もよろこぶだろう」


    　ドロイド王子が慎重に手を伸ばす。だがそれと同時に砂夜は手を引っこめた。


    　空をつかまされ、眉み間けんにしわをよせるドロイド王子。


    「ちがうよ。これはドロンコ大王さまにあげるものじゃない。ドロイド王子。ボクからキミへの贈りものなんだ」


    「オレへ……？」


    「うん」


    　砂夜は笑顔でもう一度、泥の玉をさしだした。


    　ドロイド王子はしばらくじっとしていたが、手をのばし、無事にそれを受け取る。

  


  [image: ]


  
    　すると砂さ夜やはドロイド王子の顔をのぞきこんでくる。にやにやして、なにかを期待している表情だった。ドロイド王子はしばらく困惑したあと、しかたなさそうに口をひらいた。


    「……ありが……とう」


    　砂夜はにんまりと笑う。


    「くそっ」


    「ふふ、じゃ、砂でいっしょにあそぼ。ボク、水を汲くんでくるね」


    「ああっ？」


    　水を汲むため、砂夜がバケツを持って砂場から出て行ってしまう。


    　数すう瞬しゆんして、ドロイド王子は獲物をあっさり砂場から逃がしてしまったことに思い至る。あきれた顔でその場に座り、これからどうするか考える。


    　たのしげに水を汲む少女を見つめながら……。


    「泥の力をナメんなよ！　砂とはパワーが桁けた違ちがいだ」


    「ふんふん、そんなことわかってるよ」


    　公園にいた三人の男の子を巻きこみ、なぜかはじまってしまった泥遊びだった。最初は気乗りしないドロイド王子だったが、しだいに気合いが入ってきて、巨大な山ができている。


    「トンネルもナメんな。いいか、トンネルってのはな、基本、たまご型だ。それがいちばん壊こわれにくい」


    「わかってるってば」


    　三人の男の子は山の上から白い砂を振りかけて、泥の山を富士山のようにする作業を担当。ドロイド王子と砂夜は両側から穴を掘る。中に進めば進むほど、泥はひんやりして気持ちがいい。不意に泥の壁が貫通して、ふたりの指が、泥にまみれた中でふれあう。ドロイド王子はぬるりとした感触に驚おどろいた。


    　ドロイド王子はだれかといっしょに泥いじりをするのははじめてだったため、その感触を予期できなかったのだ。


    「くく、くすぐったいよ、王子」


    「わ……わざとじゃねーぞ」


    　あわててその手を引こうとするが、砂夜は「えいっ」とその手をつかむ。トンネル内での握手。理解不能な行為と感覚に、ドロイド王子の身体からだが緊きん張ちようする。


    「な……なんのつもりだ」


    「泥ってきもちいいね。つるつるする」


    「しるかよ……」


    　ドロイド王子は思わず目をそらした。調子がおかしかった。


    　手は握られたままだ。


    「すきあり！」


    　そのタイミングで、砂さ夜やは思いきり手をひっぱった。


    　ドロイド王子はあまりにも無防備な状態で、目前の山につっこむ。


    　顔がめりこんでいる。


    「……」


    　砂場にいる三人の男の子は、お腹なかをかかえて笑い出す。ここまで見事に決まるとは思っていなかった砂夜も遠えん慮りよなく笑っている。


    「フッ……」


    　ドロイド王子はすました顔で立ちあがり、髪をかきあげた。顔は泥だらけだけど、どこか爽さわやかな仕草だった。


    　砂夜も子どもたちも押し黙だまってその笑顔を見あげている。


    　ドロイド王子のその手には、固く締しめられた泥ダンゴが握られていた。


    　それを砂夜にむけて投げる。砂夜は首を動かしてかわす。


    　子どもたちは危険を察知し、急いで砂場の外に待たい避ひする。そしてその予感どおり、平和なパンダ公園の砂場は、ドロイド王子と砂夜を残し、泥ダンゴが飛び交う戦場に変へん貌ぼうした。


    　子どもたちの声援を受ける砂夜とドロイド王子。


    　中心の大きな泥の山でドロイド王子は身を隠す。砂夜がそれを飛び越え、泥ダンゴを投げつける。ドロイド王子は身体を回転、泥のマントで跳ね返すと同時に、死角から泥ダンゴを投げつける。砂夜は着地と同時の回し蹴りでそれを破壊。両者同時に泥の山から泥ダンゴを補給。動きに一切の無む駄だがなく、おたがい一発も当たらない。


    　アクロバティックなドロンコ決戦は、外から見るだけでもたのしくて、子どもたちは肩を震わせ笑いつづけた。砂場のふたりもつられるように、ときどき笑っている。


    　燦さん々さんと降り注そそぐ陽光の下、この世界には不幸など、一片も存在していないようだった。


    「泥の力をナメんなよ！」


    「とっつげきー！」


    　ちょっとしたはずみで、ふたりの身体からだはもつれ、勢いよく転んだ。


    「っ……！」


    　ドロイド王子は背中から砂場に落ち、肺の空気がすべて排出される。


    　目を開けると、両腕は開かれるようにつかまれ、馬乗りされるような格好で、砂夜に組み伏せられていた。覆おおいかぶさる砂夜の鎖くさりのような髪が揺れている。


    　砂場の外の子どもたちは静まりかえり、ふたりをじっと見ている。


    　ドロイド王子から見える、影になった少女の顔。目は真剣で、口を結び、無言でなにかを問いかけているようだった。首は若じやつ干かん汗ばんでいる。


    　反対に少女の影の中にいるドロイド王子は、ただ悲しい目をしている。


    　子どもたちは、なんだかふたりの様子がおかしいと感じはじめていた。


    　拘束されていた両腕はあっけなく離はなされた。


    　ドロイド王子はきょとんとしているし、まだドロイド王子に馬乗りになったままの砂さ夜やは、それ以上に目を丸くしている。


    「どけよ」


    　砂夜は立ちあがって、ドロイド王子を完全に解放した。ドロイド王子は、砂夜がさし伸ばした手を無視して、半身だけを起こす。気だるそうに髪の毛の砂を払いながら。


    「ドロイド王子の目、なんだか……おにいちゃんみたいで……」


    「ああ？」


    「ううん、山……壊こわれちゃったね」


    「おまえが壊したんだろ。つーか力強すぎなんだよ」


    「うん。ボクは丈じよう夫ぶに育ったんだ……」


    　微妙な齟そ齬ご。砂夜は、それを褒ほめられたかのように受けとっていた。


    「ちっ……。おまえ熊くまにでも育てられたんじゃねーの」


    　ドロイド王子は思わず舌打ちし、皮肉を口にする。


    「ちゃんと人間のお母さんがいるよ……。でもクマさんと戦ったことならあるな。お母さんと山ごもりしてたとき」


    「や、山ごもりだぁ？」


    「うん、山ごもりしてたとき、ボクたちの食料を狙ねらってクマさんの親子がやってきたんだ。なけなしの食料だから、ボクもお母さんも必死だった」


    「……」


    「お母さんが母熊を投げ飛ばしているあいだ、ボクは子熊と相撲すもうをとってたんだけど……」


    「熊と……か……」


    「負けちゃったんだ。おかげで食料をほとんどもってかれた」


    　砂夜ががっくりと肩を落とす。


    「おまえ、それ、いくつのときだ」


    「九歳」


    「……」


    　見つめあう二人だが、ドロイド王子は苦虫をつぶしたような顔をしている。


    　砂夜はそんなドロイド王子を見て、ほほえむと、崩落したトンネルと泥の山をながめる。自分たちでやったことだが、大災害の跡といった惨さん状じようだった。


    「いっぱい[image: ]つくって、いっぱい壊して……ここはそれが、ずっとつづくんだね。ボクたちが去ったあとも、必ずあたらしい子どもたちがやってくる。そうやってみんなが砂場の世話になるんだね……ずっと。ボクのお母さんがいってた。砂場は神さまの場所だって。砂場で遊ぶ子はみんな神さまなんだって」


    「ここが、神の場所？」


    　ドロイド王子が不愉快そうな顔をする。少女の口からそんな言葉が出たことに落胆している。


    「ちがうな。ここは、ここだけは……ちがう。砂場に神はいない。砂場には、ただオレの王国があるだけだ」


    　その言葉は、詭き弁べんではありえない凄すごみと、どこか哀かなしい音色を含んでいた。


    「砂場に神さまはいなくて……自分の王国だけがある？　なんだか不思議な話……。ドロイド王子は、神さまのことが、キライなんだ？」


    「あたりまえだろ。そいつがもしオレの王国に侵入したなら、沈めてやるさ」


    「神さまを……沈める？」


    「ああ、オレの王国にとって邪じや魔まなら、神だろうが怪かい獣じゆうだろうが、沈めてぶっ殺す。怪獣のほうは、だれかが先にやりやがったらしいが」


    　ドロイド王子は砂場におしりをつけ座ったまま足を崩し、弛し緩かんした姿勢で微笑する。


    「ううん、死んでないよ。クッキーは」


    「ああ？」


    「いまは休んでる。ずっとがんばりすぎたんだね……。でもいつか、ボクたちに避さけられない戦いが迫って、ボクたちがクッキーのことをほんとうに必要とするとき、きっと空から降りてきてくれる。いっしょに戦ってくれるんだ。だから死んでない。怪獣は役目を果たすまでは死なない。ボクにはわかる……。それに怪獣たちはドロイド王子みたいな子、たぶん好きだよ」


    「くだらねー。オレを救ったのは……泥だ……。怪獣なんてものは……オレの……」


    　ドロイド王子の言葉はそこで途切れる。


    　その伏せられた睫まつげの下の瞳ひとみには、なぜか敵意があふれている。


    「おまえにいっておくぞ。〝神〟と〝怪獣〟は、オレのキライな言葉だ。オレの前では二度とつかうな。もしつかったら、そのちいさい口に泥をつめてやるぜ。わかったか……」


    　砂さ夜やは返事をしなかった。


    　ただ、すこしうつむいている。


    　落ちこんで見える少女から、ドロイド王子は気まずそうに視線を外した。


    「ドロイド王子の王国って……広いのかな」


    　砂夜がうつむいたまま、独り言のようにつぶやいた。


    「あ……あたり前だろ。こんな公園、めじゃねえ。おまえらの通う〝学校〟ってやつも、沈めてやれるぜ？　おまえが持ってきた泥の玉なんかよりも、ずっとすげー泥だってたくさんある。泥の湖とか、泥の森とかな。それにおまえ……」


    　ドロイド王子はなぜか必死になっていた。


    　砂夜が話に興味をもち、表情があかるくなる。それがドロイド王子を安心させる。


    　しかしそんな王国の話もいつしか途切れ、砂場に沈ちん黙もくが訪れる。


    　子どもたちもすでに砂場から離はなれていた。


    「終わろっか……遊ぶの」


    「……終わりか？」


    「うん」


    　乾いた風にドロイド王子の黒髪がなびいている。


    　その瞳ひとみはやはり伏し目がちだった。


    「おまえは、なんなんだ」


    「ボクは藍あい野の砂さ夜やだよ。年は十一歳。得意なのは木登りと宙返り。好きな色は青」


    「聞いてねー」


    「将来の夢はね、絵描きさんになること」


    「夢……？」


    　この目の前の少女が大人になって、絵描きさんになっている。


    　神さまのいる、光あふれるこの地上の世界で。


    　ドロイド王子は一いつ瞬しゆん、そんな未来の場面を想像してしまっていた。正体不明の感情の波が押しよせてくる。それはドロイド王子を激しく狼ろう狽ばいさせ、なぜだかもう、少女を正面から見据えることができない。


    「もう出てけ。見逃してやる」


    「みのがす？」


    　砂夜はにこりと笑い、ご機嫌な様子でドロイド王子に顔を近づける。ドロイド王子はどう対処してよいかわからず、そこに座したまま、視線をそらした。


    「ふんふん、どうして？」


    「うるせーな！　こっちの気分の問題だ。おまえには関係ねー。とっとと失うせろ」


    　砂夜はドロイド王子のそばに、身体からだがふれあうくらいの距きよ離りにかがみこんだ。


    「出よう。いっしょに。ふたりいっしょに」


    「おまえ……」


    　笑顔でいっぱいの、砂だらけの少女の顔が目の前にある。


    　ドロイド王子はさらに狼狽し、逡しゆん巡じゆんする。まさか少女は、自分をこの砂場から連れ出すために、この泥の王国から連れ出すためにやってきたのではないかと。


    「図にのるな……。オレには、ここ以外に居場所はない」


    　ドロイド王子は声をふり絞った。


    「あるよ……。だって、ボクにだって……」


    「おまえとオレはちがう！　この世界はオレを捨てた。オレがこの世界で生きるには、オレの王国をつくるしかねーんだ。おまえみたいな、母親のいるやつに、オレの……！」


    　ドロイド王子の怒声は、いったんそこで途切れた。そしてより冷静に、冷然に、砂夜に対して凄すごんだ表情をつくりなおす。


    「オレの王国に勝手に入るやつらは、オレの所有物だ。それをどうしようがオレの勝手だ。わかるか？　いま、おまえの生せい殺さつ与よ奪だつの権を握っているのはオレだ」


    「そんなわけない……。みんなの身体は……みんなの未来は、やっぱりみんなのものだよ。砂場の外に、それはある。ドロイド王子。キミにだって……それはあるんだ」


    　ドロイド王子は苛いら立だち、歯ぎしりした。


    　脅おどしても砂夜は堪こたえないどころか、より踏みこんできている。


    「おまえは、わかってない。オレの未来はここで死んだんだ。ここはオレの墓……」


    　ドロイド王子がそこではじめて見せた、暗あん澹たんとした瞳ひとみ。それに見つめられ、砂夜は一瞬、呼吸をとめるしかなかった。見つめ合うぶんだけ、おたがいが傷ついていくようだった。


    「オレは泥にくるまりながら……ここでふたたび産まれた。オレは泥の子だ。オレはもうここ以外では、生きられない……。いいか、話はこれで終わりだ。もう一度だけ、チャンスをやる。見逃してやるから、出てけ」


    「行かない！」


    　砂夜は立ちあがった。


    「おまえ……！」


    　ドロイド王子の瞳が殺意のような怒りにそまる。


    　砂夜も引かない。


    　立っている少女と座っている少年。


    　ふたりは砂場の上で、ただならない雰ふん囲い気きでにらみあう。ひと言もしゃべらない。


    　子どもたちは離はなれたところから動きをとめ、砂場のほうをじっと見ている。炎天下、トントン、カンカンというどこか遠くからの工事の音だけが聞こえる、静止した公園。


    　それを砂夜が破った。


    「砂場に入る子は、ドロイド王子の所有物だって言ったよね、ドロイド王子……」


    「……」


    「友とも絵えちゃんは、どうしてる？」


    「……」


    「ドロイド王子。ボクは最初は……もともとはね、砂場で誘ゆう拐かいされた子どもたちを連れて帰るために、ここへきたんだ」


    「そうか……」


    　ずっとにらみあっていたふたりだったが、ドロイド王子が落胆したように、それ以上に納得したように、目をそらす。


    　だけどそれは一いつ瞬しゆんだけのことだった。


    「宣戦布告というわけか」


    　ドロイド王子は、まるで夢から覚めたような気分だった。いったいいままで、自分はなにをしていたのか。


    　ゆっくりと立ちあがり、砂さ夜やを正面から見据える。


    　砂夜の足下の砂が、みるみる泥色に染まっていく。まるで海面に顔を出そうとしている巨大なサメの影のように。泥が砂場全体を浸食していく。


    「いずれこの世界のすべては、泥で塗りつぶす。人間も動物も車も家も公園も学校も街も星も……怪かい獣じゆうも協会も……泥オレの王国に、ドロンコ王国に沈む」


    　砂夜の靴が不気味な音をたて、泥に沈みこむ。


    　膝ひざが、腰が、つぎつぎに砂場に沈んでいく。だが砂夜本人には、うろたえる様子がまったくない。泥はついに胸へと達し、肩へと達し、その細い首を圧迫し、埋めていく。呑のみこんでいく。


    「ドロイド王子。必ず、ボクたちはいっしょに、この砂場を出る」


    　そう言い残し、少女の姿は跡形もなくなった。


    　砂場にはドロイド王子だけが残っている。


    　子どもたちはみんな、砂場での少女の消失を目もく撃げきしていた。首をかしげて駆けより、そして次に気がついたときには、砂場にはだれもいなくなっていた。


    



    



    　◇


    



    「はあー……」


    　どこか頼たよりなさそうなメガネの青年と、まっしろな服と赤いスカーフをつけ、夏場の直射日光で弱っている灰色オオカミグレイ・ウルフ。


    　あらかじめ用意しておいた『ただいま整備中につき立ち入り禁止』の看板により人気のなくなった公園。ふたりがドロイド王子と接触するために砂いじりを開始して、一時間がたっていた。そしてもう限界だった。


    　アーニャは汗をたくさんかき、まるで犬がそうして体温を下げるように、舌を出して荒い呼吸をしている。なまじ戦せん闘とうスイッチがはいっていたため、余計に体力の消耗が激しい。


    　直なお純ずみのほうはというと、暑さはともかく、アーニャの小言を延々と聞かされつづけてまいっていた。


    　直純の祖父がどれほど強く賢く、偉大な人間だったか。アーニャとどれほど深い信しん頼らい関係を築いていたか……。まるで祖父の偉大さを理解させることで、その数々の逸話を聞かせることで、直純が一人前の大人になれると信じているかのようだった。


    　神かみ谷や我が生おうの逸話。


    　若いころは学なんかまったくない商売人だったのに、路上で知り合った不治の病の女の子のために商売道具売っぱらって引きこもって、化学式とにらめっこして薬学を研究して、特効薬を発明して、世界中の研究者を仰天させて、ノーベル賞候補に挙がって、その娘と結婚して、ロシアを本拠地にして一代で世界有数の製薬会社をつくって、さらには愛人もたくさんつくって、あやしい秘密結社と深い繫つながりを得て、神谷製薬の最終目標は『永遠のいのち』と豪語した魔ま王おうの逸話。


    　それら直なお純ずみにとって既知のデータが、美化されたかたちでアーニャの口から伝えられる。


    　もううんざりだった。


    　なぜこんな小学生みたいなおばあちゃんに、炎天下の砂場で説教されなければいけないのか。


    　直純はアーニャにはじめて会ったときのことを思い出す。


    　まだ直純が少年だったころ。ただ一度だけそのロシアの城を訪れ、探検のつもりで入ってはいけない秘密の部屋に忍びこんだ日のこと。そこで見つけた異国の少女。囚とらわれのお姫さま。


    　アーニャはそれを覚えていないようだが、その鮮烈な出会いは、直純のその後の人生を決定してしまった。そして祖父が死んでアーニャと再会したとき、魔王によって囚われていた少女が実在したことに、幻想でなかったことに、妄もう想そうではなかったことに、直純がどれほど感謝し、感動したか。しかし……。


    　幻想は終わった。


    　美しい幻想はいまここに、煩しい現実おばあちやんと化してしまったのだ。


    「はあー……」


    「なんじゃ」


    「はあ──────……………」


    「いいかげんにしろ、ナオ」


    「やっぱり大人がいるあいだは、出てこないんじゃないかな？　ドロイド王子って」


    「うむ……。一理あるな。よし、わしは公園の外で隠れておる。ナオはひとりで砂いじりをしておれ。敵があらわれたら、すかさずわしが相手するから安心するがよい」


    「はあっ？　どう考えたって子どもはアーニャおばあちゃんで、ぼくが大人でしょ？　ぼくはそこの陰で隠れてるよ。敵があらわれたら、すぐに助すけ太だ刀ちするから安心して」


    「わしは、アーニャおばあちゃんじゃぞ！」


    「どーみても子どもじゃん」


    「子どもはおぬしじゃ！」


    「ぼくは大人だ！」


    　ふたりは険しい顔でにらみ合う。


    　しばらくしてから直純は無言で砂場に山をつくる。そして頂点に木の枝を立てた。


    「『棒たおし』で勝負だ……。勝ったほうが大人。異存はないね？」


    　順番に砂の山から砂を取りのぞき、頂点の木の枝を倒したほうが負け。砂場で行われる万ばん国こく共通な遊びだった。子どもの。


    「いいじゃろう、ナオ。孫とはいえ、手加減はせぬぞ」


    「ぼくからいく。手本を見せてあげるから」


    　両手でおもいっきり大量の砂を囲み、ごっそりともっていく。砂の山は歪いびつなかたちになり、頂上の木の枝は傾くが、それでも倒れない。


    　直なお純ずみは安心し、一息つく。


    「ふ……、大人ってのはこういうものだよ。アーニャおばあちゃんのそのちっちゃい手で、こんなにはとれないだろうね」


    「く……う」


    　どちらが木の枝を倒さないかの勝負であって、多く砂をとったほうが勝ちというルールではない。むしろちいさな手のほうが有利なはずだったが、直純は先行の利を生かし、プレッシャーをかけたのだった。まるで、砂がすこししか取れないなら、大人の資格がないとでもいうかのように。


    　アーニャは自分のちいさな両の手のひらを見て、くやしそうな表情をする。


    「さあ、早く。大人のアーニャおばあちゃん。言い忘れてたけど、時間制限ありね。五、四、三、二、一……」


    「なんじゃと！」


    　あせったアーニャが砂山に手をつけると、木の枝はあっさりと倒れた。


    「あ……」


    　勝利者となった直純は、倒れた木の枝を天にかかげ、瞳ひとみをきらめかせて宣言する。


    「大人だーっ！」


    　アーニャは歯ぎしりしながら、頭上で勝ち誇る直純をにらむ。


    「ナオ。き、貴様……。再戦じゃ！　再戦を要求するのじゃ！」


    「さ～。大人としては、どうしようかな～」


    　話し合いが行われる。


    　棒たおし三本勝負で完全決着。勝ったほうが正真正銘の大人。以後やり直しはナシ。ふたりのあいだでそんな子どもじみた約束が結ばれようとしていた、そのときだった。


    「おまえ、ドロイドおうじのりょうちで、なにをしているうぷ？」


    　いつ、どうやって出現したのかはわからない。ふたりのあいだに、棒たおしの山をまたぎ、体中を泥だらけにした子どもが立っていた。


    　泥色のマント。頭には魔ま法ほうの帽子を見立てたような泥の帽子をかぶっている。帽子から草が生えていて、まるで泥人形のような子。身長は五歳児ほどで、アーニャよりもずっと低い。


    　あまりに唐突な登場できょとんとしている白髪の少女と、台詞せりふを言い終わって両手を広げたままポーズをとっている泥の子ども。両者はおたがいの妙な風ふう貌ぼうに驚おどろいているのか、まるでお見合いでもしているようにかたまっている。子どもは背後の直なお純ずみの存在にも気づいていない。


    　最初に口を開いたのはアーニャだった。


    「なんじゃおまえ、畑の精霊ポレヴイークか？」


    「わ……われこそはドロンコだいおうさまの、だいにのおうじ、コロイドおうじなるぞ～うぷ！　おまえ、へんなかみのけうぷ」


    「コロイド王子？　ドロイド王子じゃないの？」


    　背後にいた直純がそう言うと、コロイド王子がはっとしてふりかえる。


    　きょとんとした表情の青年と幼児が見つめあう。しばらくのあいだ、ふたりは動かなかった。


    「お……おとなうぷ。しまったうぷ。ま……まちがえたうぷ。でるときまちがえたうぷ。わなだったうぷか？」


    　あせりだすコロイド王子。


    「罠わなって……まあそうなんだけど。なんか、そそっかしい子だな。えい、つかまえた」


    「うぷあっ！」


    　直純に簡単に持ち上げられてしまうコロイド王子。長靴をはいた足をばたつかせるが、高くてどうしようもない。


    「は、はなせうぷー。おとな！　はなせうぷっうぷっ」


    「泥のおぬし！　大人はわしじゃ。おばあちゃんじゃぞ！　この髪をようく見よ！　ほれ！」


    　暴れるコロイド王子の前で、白髪を広げて背伸びしてアピールするアーニャ。公園は一転して騒さわがしくなった。直純がため息をつく。


    「うぷ？」


    　このままでは話が進みそうになく、なんだか疲れてきた直純は、コロイド王子をそっと砂場におろした。コロイド王子はまだ警戒しているが、挟み撃うちのかたちになっているからか、にげる様子はない。直純は威圧感をあたえないようにしゃがみこむ。


    「えっと、コロイド王子？　はじめまして。ぼくは神かみ谷や直純。こっちの子はアーニャ。アーニャおばあちゃんって呼ばないと嚙かみつかれるから気をつけて。砂場に詳しそうなきみに、ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いい？」


    　コロイド王子は答えない。


    「……最近ね、砂場で消えちゃった子がいるんだ。きみぐらいの年の子がたくさん。たぶん誘ゆう拐かい事件なんだけど、なにか知ってることはある？」


    「うぷぷー。おとなにはおしえないうぷ！」


    「大人はわしじゃ！」


    「だまってて、アーニャおばあちゃん。ドロイド王子っていうのは、ひょっとしてきみのおにいちゃんかな？」


    「ぷぷぷ……」


    　質問のたびにコロイド王子は、直なお純ずみを小こ馬ば鹿かにするようにはしゃいでいる。自分だけが事実を知っているのが楽しいようだ。


    　しかし直純は余裕の表情で、持っていたビニール袋からひとつのお菓子をとりだした。


    「これ、あげようか？」


    「あ！」


    　コロイド王子の表情が一変する。


    　ポテトチップスだった。


    　直純は破裂音をさせて、きれいに袋を開封。中身を一枚とりだして、見せびらかすように食べる。菓子の割れる気持ちのいい音がする。


    「好きなんだよね？」


    「うぷー、うぷー」


    　コロイド王子はあやしげな踊りでもしているかのように、直純の身体からだにまとわりつき菓子袋に手を伸ばしている。


    「なんじゃ、それはいったい」


    　いまいち事態ののみこめないアーニャが、不機嫌そうにつぶやく。


    「ジャガイモを薄うすく切って揚げたシンプルなお菓子。なにかの役に立つと思って、たくさん買っておいた」


    「イモか……。やはり畑の精霊ポレヴイークじゃな」


    「うぷ～」


    　コロイド王子は、物欲しそうに人差し指をくわえている。


    「はいはい、たくさんあるからどうぞ」


    　大急ぎで袋をむしり取って、大喜びするコロイド王子。


    「で、砂場で消えた子どもたちなんだけど、コロイド王子はなにか知ってる？」


    「しってるうぷ。みんなドロンコおうこくのドレイにしたうぷ」


    　ポテトチップをかじりながら答えるコロイド王子。頰ほおをいっぱいにふくらませて、これ以上ないくらいに、しあわせそうにしている。


    「ドロンコ王国？　そんなのがあるのか……。ドレイってなにをするの？　とりあえず無事なのかな？」


    「ドレイはドロンコだいおうさまにたべてもらうどろだんごをつくるうぷ！」


    「ははあ、なるほどね。泥ダンゴ。ドロンコ大王さまの食料。わかりやすいな。じゃ、ドロイド王子っていうのは聞いたことある？」


    「ドロンコおうこくのだいいちおうじうぷ。いちばんえらいうぷ」


    「第一王子……。で、きみが第二王子なんだ。ってことはやっぱり、きみたちは兄弟なの？　ドロイド王子がおにいちゃんで、きみがおとうと。同じ家で育った？」


    「ぷぷ？」　


    　意味がわからないというふうな表情だった。


    「兄弟ではない？　ドロンコ大王さまってのは、きみとドロイド王子のどっちかがつくったんだよね？　それはやっぱり砂場で？」


    「ぷぷぷ？　ドロンコだいおうさまはママうぷ。コロイドおうじもドロイドおうじもドロンコだいおうさまからうまれたうぷ。ドロンコだいおうさまは、たいこのほしのしはいしゃうぷ」


    「たいこ……太古の星の支配者？　っていうかドロンコ大王がきみたちをつくったの？　それじゃ、あべこべだ。メタモルフィスムから人間の子どもが産まれるなんて聞いたことないぞ。いやまて、人が泥からつくられたって神話はたしかにあるけど。え、もう一袋食べたの？　早いな」


    　直なお純ずみは考える。目の前でポテトチップスをほおばるコロイド王子の正体。そもそもコロイド王子は、ほんとうに人間の子どもなのか？


    　泥人形……。


    　直純の表情に真剣味が宿る。


    　この子もドロンコ大王とおなじ、ドロイド王子のつくった泥のメタモルフィスムだという可能性に思い至ったのだ。


    「まさか……いや」


    　あるいは、砂場に捨てられた子どもを、ドロイド王子とドロンコ大王が、ドロンコ王国の第二の王子として引き取った。そう考えることもできるかもしれない。だとすれば、コロイド王子は真実をなにも知らないか、忘れてしまっている。そして自分はドロンコ大王の息子だと思ったまま、地上の子どもたちを誘ゆう拐かいし、自分たちのドレイとしていることになる。


    「まったく、いやしいやつらじゃの」


    　子ども扱いされたうえに、完全に蚊か帳やの外で進むこの展開。アーニャの機嫌は、どんどん悪化していた。


    「アーニャおばあちゃんのぶんもあるよ、ポテトチップス。はい。ボルシチ味」


    「イモなどいら……まて、ボルシチじゃと？　かわったイモじゃの」


    「うん、あきらかにキワモノだけど、味はどうかな」


    　開けられた袋を犬のようにくんくんと嗅かぐアーニャ。


    　しばらくすると無言でほおばりはじめた。


    　直純はアーニャとコロイド王子に催促されるがまま、次々と開封していく。砂場はちょっとしたバイキングになっていた。


    　状況を忘れてお菓子を食べるのにいそがしい畑の精霊ポレヴイークと灰色オオカミグレイ・ウルフ。そのどこかおかしなファンタジーの世界の住人たちを、直純は頰ほお杖づえをついてながめている。癒いやされて、ほほえんでいる自分に気がついた。


    　掛け値なしの秘密結社たる《ジェルミナスィオン》には、こんな子たちが無数に存在している。直なお純ずみはアーニャ以外の子とは会ったことはなかったが、その秘密結社の内部で、《イメイザー・チルドレン》が賑にぎやかな食事をしたり遊んだりケンカしたりしてるのかと思うと、吹き出さずにはいられなかった。


    「あれ、どうしたの、アーニャおばあちゃん」


    　灰色オオカミグレイ・ウルフはゲーゲーはき出した。


    　納豆明太子味だった。


    　アーニャはそれを足で砂をかけて埋める。なぜかコロイド王子も手伝ってあげている。


    「あーあ、なんてことを。犬じゃないんだからさ……。これでおばあちゃんとかよくいうよ……。っていうかどうするの？　ドロンコ一族を滅ぼすとか言ってたけど」


    「むう……」


    　アーニャは完全に毒気を抜かれてしまったようだった。腕を組んで、コロイド王子を横目でながめる。


    「おおかた泥遊びの仲間が欲しくて、似たような年の子どもをさらったのじゃろう。協会のほうに連絡して、このまま保護させるのがいいじゃろう」


    「……」


    　直純は協会からの指令や、クッキーモンスターとの関かかわりとは無関係に、《恐るべき子どもアンフアン・テリたちブル》のデータを収集していた。アーニャとはちがい、協会への忠誠心などさらさらない直純がそんなことをしていたのは、協会に対して優位に立てる切り札を手に入れるため。これはチャンスだった。


    　このコロイド王子をつかってドロイド王子をうまく誘ゆう導どう、懐かい柔じゆうできるかもしれない。


    　すべてはアーニャの本当の意味での解放のために。


    　もちろん、ここでコロイド王子を捕まえて協会に差し出せば、直純の実力が認められて、それなりの発言権が得られることもあるかもしれない。しかしそうなると協会によって、コロイド王子にどんな処置がされるかわからない。アーニャとおなじように成長をとめられ、保存を施ほどこされるとすると、結果的に自分も祖父とおなじ道をたどることになる。それはすこし癪しやくに障さわることだった。


    「なんとか協会に連絡せずに、全部すませられないかな……ん？」


    　コロイド王子がおびえている。


    　涙をためて身体からだを震ふるわせ、ちいさくなっている。


    「ど……どうしたの？」


    「ぷああああああああああああああっ」


    　直純が手を伸ばすと、奇声をあげ、砂を掘って隠れようとする。もちろん隠れられるわけがない。


    「きょ……きょうかいうぷ。お……おまえたち……きょうかいだったのかうぷう」


    「お、落ち着いて。コロイド王子。ぼくたちはなにもしない」


    「おぬし、しっておるのか？　ジェルミナスィオンのことを」


    　もはやコロイド王子はなにも聞いていない。ただ渾こん身しんの力をこめて砂にむかって叫んだ。


    「ドロンコだいおうさま、きたうぷ！　きょうかいうぷ───────────────！」


    「な……」


    　コロイド王子の叫び声がまるで砂にしみこんでいくように、地面がみるみる泥色に染まっていく。まるで海面に顔を出そうとしている巨大なサメの影のように。


    　直なお純ずみとアーニャが異変を察して砂場から離はなれようとした瞬しゆん間かん、ふたりの足が泥に沈む。コロイド王子は縮こまったままの姿勢で顔をあげ、歓喜の表情をつくった。


    「だいおうさま！」


    「ぬ……けない」


    「わしもじゃ」


    　アーニャが体勢を崩し、よつんばいになる。すぐさま腕が沈んでいく。キバをむき出しにしてコロイド王子を威い嚇かくするが、沈む速度が速まっていくだけで、なんの効果もない。しかしコロイド王子と菓子の袋はまったく沈まない。泥は敵対するふたりの身体からだの四肢だけを、確実にとらえて、引きずりこんでいる。


    「アーニャ！」


    　返事はない。


    　もはや泥だけで構成されている砂場に、アーニャの姿は跡形もなくなってしまった。コロイド王子が勝ち誇り、はしゃぎ回っている。


    「おまえたち、もうおしまいうぷ！」


    　絶望した直純もまたゆっくりと沈んでいき、胸が、肩が見えなくなっていく。


    　最後に残された首だけでコロイド王子をにらむが、泥に感謝しながら踊る子どもには、相手にもされない。


    　直純は相手が子どもだからと油断した自分を呪のろった。この世界で子どもほど恐ろしい存在はいないと、理解していたはずなのに。
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    　泥のなかを砂さ夜やが落ちていく。


    　ゼリーの中を潜もぐっているような、おかしな感覚。まとわりついては流れるように去っていく粘性をもった液体のような固体のようなもの。上から押さえつけられているのか、下からひっぱられているのか、そもそもどちらが上でどちらが下なのかも自信がなかった。


    　泥の中では、そんな概がい念ねんはないのかもしれない。


    　ただ息をとめ目を閉じて、触覚だけを研とぎ澄すまし、身体からだを任せるしかなかった。


    　泥のゼリーを突き抜けた感覚を得て、砂夜は目をひらく。


    　まるでビルからの脱出用チューブ。泥でできたそのせまい通路を、おしりですべり落ちている。


    　安定のため壁に手をそえると、まるで陶芸でもしているようにぬるぬるとめりこみ、後方に流れるように手形をつけていくが、速度はいっこうに落ちない。


    　前方に注意をむけると、通路が上昇カーブを描き──かと思うと再度下降、上昇。ジェットコースターのようにダイナミックなうねり。


    　最後の上昇でもって通路は途絶えた。


    　爆発し誕生するように世界が広がる。


    　勢いそのまま、砂夜は少量の泥とともに広場へとはき出された。


    　空中で一回転。


    　両足でみごとな着地。十点満点とばかりに手を広げる。拍手はもちろんない。


    　ズボンと四肢が泥だらけだったものの、他ほかは不思議とそれほど汚れていなかった。


    　一息ついてあたりを見まわす。


    　泥によって構成された鍾しよう乳にゆう洞どうのような世界。


    　完全に闇やみでないのは、天てん井じようにあるいくつかの穴から光が射さしているからだった。


    　それは紛れもない地上の光。だけど太陽というよりは、月や星の光というほうが似合っている、儚はかない光だった。


    　その採光の穴はちいさいので、下から地上世界を見通すことまではできないし、いったいどこへつながっているのかもわからなかった。


    　砂夜が現在いる広場は、小学校の体育館ほどの空間。泥の壁の表面は微細な模様がついていて、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを漂わせている。そしてその壁の各所には、大きさがバラバラな洞穴がいくつも存在している。洞穴の奥はかなり長い通路になっていて、どれも先は見えなかった。


    　壁際の地面や天井からは巨大な泥の柱が生えていて、それはときどきぶつかり合い、おたがい混じり合って新たな壁や複雑な足場を形成したりしている。


    　砂夜の足場も決して平へい坦たんではなく、乱らん高こう下げする泥の丘は移動するだけで体力を奪うのが予測できた。


    「泥の迷宮……。これがドロンコ王国」


    　砂さ夜やは息を吸いこむ。ひんやりと涼しくて、夜の空気のようにおいしい。


    　歩くたび、泥は音をたて粘着し、くっきりと足跡を残していく。とりあえずここを基点として探索する必要がありそうだった。


    「でもその前に、いそがしくなりそうだね……」


    　砂夜は立ちどまる。


    　なにかがここへやってくる音。そして振動が、泥からスニーカーを伝わり、直接体感できた。


    　その震しん源げんはひとつではない。群体だった。無数のなにかがひとかたまりになって、泥の丘を越え谷を越え、地面を壁を伝い、空間を浸食するようにして迫っている。それは暴力的な軌跡を描きながら確実に、無防備な砂夜に対して向かってきている。


    　砂夜は半歩だけ足を開き、身構えた。


    　猫のように自然体な戦せん闘とう体勢で、無数の洞穴を順番に凝ぎよう視しする。


    「うぷぷうぷぬぷぷぬぷぷうぷゆぷぷうぷぷぷうぬぷぷぷぬわゆぬぷぷぬぷうぷぷゆぷぷう」


    　土砂洪水が、ひとつの洞穴からあふれ出てくる。


    　その圧倒的な流れは砂夜をよけるように両側に分断し、しかし確実に取り囲んでいく。


    　それはよく見れば、一体一体がちいさな目の描きこまれたネズミ。起伏をもった泥の広場は、砂夜のいる位置半径二メートルほどを残して、蠢うごめきささやく泥ネズミによって埋め尽くされてしまった。


    「うぷ」


    「ぬぷ」


    「ぷっ」


    「ぷぷ」


    　砂夜は首をひねって、両側から背後までを確認。それから前方のもっとも高い丘にいる一体の泥の怪物に注意を向ける。


    　人間の八歳児に匹敵するだろう身体からだ。体型こそ子どものようだが、顔は目と口に大きな穴があいているのみ。そのシンプルさが魔ま術じゆつ的てきな雰ふん囲い気きを強めている。まるで遮しや光こう器き土ど偶ぐうか埴はに輪わのような泥人形。


    　泥ネズミロンブリス・ドロンコと泥人形トポ・ドロンコは、ドロンコ王国を護まもる戦士たちだった。


    「ぬぷー」


    「ボクを、どうする気？」


    　砂夜が声を出すと、ざわめいていた泥ネズミたちが、いっせいに静まりかえる。その無数のつぶらな瞳ひとみが砂夜をじっと見つめる。砂夜も緊きん張ちようしたようにじっとしている。


    　つぎの瞬しゆん間かんに泥ネズミたちは、前以上にヒートアップして騒さわぎだした。じわじわとちいさくなっていく砂さ夜やを囲む泥の円陣。獲物を狙ねらう、むき出しの敵意。


    「そっか。ボク……ドロイド王子の、敵なんだね……」


    　砂夜はまるで覚悟したように、天てん井じようの泥を見て、そっと瞳ひとみを閉じた。


    　泥人形は手をあげ、号令をかける。


    「うぷれ─────────────────！」


    　泥ネズミの群れはまるで一個の生物のように、大津波のように盛りあがり、一気に砂夜に雪な崩だれこむ。逃げ場などどこにもない。


    　少女は汚され、ドロンコ王国の洗礼を浴び──


    　泥の渦の中心、唐突に巨大な水柱があがった。


    　泥ネズミたちが吹き飛ばされ、砕かれていく。溶かされていく。


    「ぬにごとだ！」


    　泥人形がその埴はに輪わのような顔のまま驚おどろきの声をあげ、泥ネズミたちはわめき散らしながら逃げていく。


    　泥の三大成分……それは砂と水と空気。


    　水なしで泥はかたちを維持することも、動くこともできない。


    　水は結合と潤じゆん滑かつであり血液と愛の象徴。ドロンコ王国の住民にとって、いのちを構成する最重要な成分であると同時に、多量に摂取することは死を意味する、禁断の果実だった。


    　立ちのぼる水柱が細くなり、退ひいていく。周囲の泥ネズミたちが息を呑のむ。


    　濡ぬれた髪をかきあげて立っている少女がいる。


    　現在着ているのは、紺のスクール水着。徹てつ底ていして機能美を追求した流線が身体からだにフィットする戦せん闘とう服ふくにちがいなかった。すでに水に濡れ、吸着し、色が濃くかわっている。


    　背中にあったはずのランドセルはひらき、地におろされていた。悪あく魔まの赤い箱。その中からは巨大なカエルの怪かい獣じゆうが顔を出している。


    「ようやく出られたである！」


    　大きく精せい悍かんな瞳とメタリックに輝かがやく緑のボディ。


    　そのカエルの怪獣は口から水を上空へ、噴水のようにはき出す。それはシャワーのようになって降り注ぎ、砂夜と怪獣をふたたび濡らす。


    　泥ネズミたちは逃げ惑った。


    　濡れた髪と、頰ほおを伝って流れ落ちるしずくが、砂夜の幼いほほえみを、蠱こ惑わく的てきなものに変へん貌ぼうさせている。


    　死の誘ゆう惑わく。泥人形の窪くぼんだ目には、それがドロンコ王国に降臨した、恐るべき女神としてうつっていた。


    「ぷあぬっぷうぷうぷぷぬぷぬぬぬぷううぷうぷぷぬぷぬうぷぷぬうぷうぷぷぬぷぬぷぬ」


    　混乱を極め右往左往する泥ネズミたち。


    「あぷるな───！」


    　泥人形の一いつ喝かつで群体は飛びあがり、瞬しゆん時じにその乱れた円陣を戻していく。その半径は中心にいる砂さ夜やへの警戒の分、以前より二メートルほど大きくなっていた。


    「フム。敵はずいぶんと大軍であるな」


    　ランドセルから顔を出した怪かい獣じゆうが砂夜に語りかける。


    「うん、ケロピーのおかげで助かった。ありがと」


    　怪獣の頰ほおをそっと撫なでる。金属的な肌触りだが、どこか温かい。


    「ケロピーではないである！」


    「サー！　イエッサー！」


    　砂夜はあわてて敬礼をした。


    　ケロサーピーさんじゅうはち。愛称ケロピー。


    　聖なる海の怪獣ユラユラと、海辺に忘れられた英国製のカエル型水鉄砲が交配して産まれた、第二世代の怪獣だった。


    　その怪獣がジャンプし、空中で体を若じやつ干かん変形させ、まるで水鉄砲のように、きれいに砂夜の手中におさまる。否いな、それは海鉄砲。海水がまかれた周囲は、ほのかな磯いその香りに包まれていた。


    「たったひとりの女子をこれだけの数で囲むとは許せんやつらである。サヤよ、わたしはこのいのちある限り、よろこんでおまえの銃となり盾となるである！」
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    「ケロピー……。かっこいい」


    「ケ、ケロピーではないである！　わたしのことはサー・ケロピーと呼ぶである」


    「サー！　イエッサーであります！」


    　勇気と忠誠、愛する貴婦人につくしつづける理想を胸に抱いたカエル。その首の蝶ちようネクタイは英国紳士の証あかしであり、騎士サーの称号を持つ唯一の怪かい獣じゆうにして、怪銃だった。


    「ぷぬぬっ」


    　泥の丘でたたずむ泥人形は、空中に絵を描くようにしてその手をまわし、一気に砂さ夜やの方向へと振りおろす。それこそは特攻の指令。


    「うぷれ─────────！」


    　泥ネズミたちが全方向から、円陣の中心点へ、その身を弾丸として飛びかかる。同時に砂夜は片かた膝ひざと片手を地面について身を低くする。


    　泥ネズミたちは頭上をかすめ、空をきり、あるいは空中でぶつかる。


    　砂夜のかまえる怪銃が、大きく口をふくらませる。力を溜ためる。モードＣ。


    「ショットガン！」


    　砂夜のかけ声とともに、まっしろな飛沫しぶきをあげ、怪銃の口より放たれた大量の水弾の塊かたまり。


    　反動で砂夜の片方のスニーカーと片膝は泥にめりこみ、上半身を大きくのけぞらせる。それはまるで岸壁を直ちよく撃げきする巨大な波は濤とうのごとき一撃だった。前方の丘と泥ネズミをまとめて破は壊かいし、巨大な海水の柱となって立ちのぼる。そしてすぐさま砂夜はそこに飛びこんだ。


    　石けんの泡のような波の花が舞い散るなか、その海水の柱は、一時的に砂夜の姿を隠す防御壁となっている。


    　しかし泥人形は冷静。


    　おそるべき破壊力とはいえ、それに連射が利きかないことはすでに見抜いている。砂夜が水の中に隠れたのがその証拠。数秒後にはおとずれるだろう水柱が消える瞬しゆん間かん。そこを狙ねらい再攻撃をするつもりだった。


    「うぷれ─────────！」


    　しかし水柱が消えると、砂夜はいなかった。


    　弾丸と化した泥ネズミが空をきり、あるいは空中でぶつかる。目標を失い、きょろきょろとあたりをみまわす前衛の泥ネズミたち。しかし泥人形だけは、砂夜の位置が把握できていた。


    「ぬえだ─────────！」


    　泥人形が泥ネズミたちのはるか上空を指す。


    　円陣の中央、輝かがやく飛沫とともに、空を舞う少女の存在を確認する。


    　砂夜は落下の勢いとともに、その手に握った怪銃を振りおろす。身をのけぞって準備した怪銃も、その銃口マズルである口を極限まで細め海水を圧縮、放出する。モードＢ。


    「レーザービ────ム！」


    　砂さ夜やが叫び、切断力と長ちよう距きよ離り射程を得たその鋭い水流は、ムチのごとくしなり地面をえぐる。直線上にいる泥ネズミたちを蹴け散ちらしていく。


    　泥人形はかわす。


    　しかしその一いち撃げきにこめられたのは、威力ではなく軌跡。


    　まっすぐに指揮官である泥人形へと通じる道ができあがっている。その距きよ離り約二十メートル。あふれるネズミたちに道が埋め尽くされるより早く、砂夜は間髪を容いれずにダッシュする。


    「うぷれ─────────！」


    　号令とともに側面から泥ネズミたちが次々と特攻をおこなう。


    　砂夜はとまらない。


    　泥の弾丸をその身に受けながらも駆ける。右手の怪銃を構え、その勝利の道を──


    「なめぬなあああ────────！」


    　泥人形は叫び、全力で迎え撃うった。


    



    　◇


    



    「まだか、敵は……。気をもたせるのう」


    「うーん、だからさぁ……」


    　歩きながら話す直なお純ずみとアーニャだが、直純の服だけが泥で汚れていた。


    　地上の砂場からこの世界へ落下する途中のジェットコースターでふたりは出会い、直純は無我夢中でアーニャを抱きかかえ、代わりに着地時の泥をかぶったのだった。


    「ドロイド王子とコロイド王子を捕まえるのはアリだとしても、まずは脱出すべきだと思うんだけどな。こんな湿気が多いところじゃ、アーニャおばあちゃんの〝それ〟だって役に立たないと思うし。それにドロンコ王国ってのは、たぶんだけどドロンコ大王によって二次的に生産されている世界なわけで、ここは敵の胃袋みたいなものだよ……。分が悪いなんてもんじゃないよ」


    　アーニャの固定化されたそれとはちがい、既き存そんの世界を浸食していくタイプのメタモルフィスム。


    　直純が事前に目を通していたアーニャの戦せん闘とうデータは極めて高いとはいえ、ここは最強の怪かい獣じゆうをも溶かした恐るべき泥の胃袋かもしれなかった。


    　直純はうさんくさいものを見る目で、アーニャのポシェットを見つめる。〝アカネマル〟の名札を。　


    「ナオ、おぬしこのアーニャおばあちゃんを侮ぶ辱じよくする気か？　この程度の泥、わしらの前にはなんでもないのじゃ。それにここはひやっこいから、きらいではない」


    「ひやっこいとか、そういう問題じゃないんだけど」


    　アーニャと直なお純ずみのドロンコ王国探索は、行けども行けども、せまい通路と大きな広場の繰くり返し。とりあえずドロンコ王国は、蟻ありの巣のような構造をしていることはわかったが、複雑に道が入り組んでいるため、簡単にゴールにたどり着けるとは思えなかった。そもそもゴールというものがあるのかもわからない。


    　いまだ全ぜん貌ぼうが不明なこのドロンコ王国の規模からして、ドロイド王子はアーニャとおなじく、他ほかのイメ・チルを圧倒する別格の力を持つ存在なのは間違いがなかった。


    　ドロイド王子がクッキーモンスターを倒したという仮定が確証に近くなっていく。


    　直純はふりかえる。


    　地面を覆おおう泥の模様。


    　それは波打ち際の砂浜でできるロンボイドリップルの模様にも似ている。


    　その模様の上から自分たちがつけた足跡は、この迷宮で、元いた場所へ帰るための唯一の手がかりとなるものだったが、泥はゆっくりとそれを消していく。まるで自分たちが消化されているようだった。


    　直純は不安な面おも持もちで、もう一度、前へ向きなおる。


    「ああっ！」


    　大げさによろめいてみせる直純。前方を横切るように、何者かの足跡がうっすらと……敵、ではなくてもちろん自分たちの。


    「世界一周……おめでとう」


    　思わず皮肉がでる。


    「これだけ歩き回って、泥に足跡つけただけだったなんて。やっぱ最初の地点に戻って、一度地上に脱出したほうがいいと思うんだよね。アーニャおばあちゃんの持ってる〝それ〟つかえば簡単だと思うし」


    「だまっておれ、ナオ。足跡がつけば敵も追ってこやすかろう。森の動物とてそんなことはわかっておる。これからじゃ」


    　もはや直純にできるのは、この泥の足跡が消えてしまう前に、アーニャが散策に飽きるのを祈ることだけだった。もしくはすべって転んで一度泥だらけになってしまえば、この気むずかし屋のおばあちゃんは、全部いやになって帰りたいと言いだすかもしれない。直純はしまいにはどうやってアーニャを自然に転ばせようか、真剣に考えるようになっていた。これもすべて保護者ガルデイアンとして、アーニャを護まもるため。あとで責められるのは勘弁なので、あくまで自然にだ。


    　ゆっくりとアーニャのうしろへと移動する。


    　直純の動きには気づいていない。そしてそっと手を前にさしだ……そうとした瞬しゆん間かん、アーニャが歩みをとめる。驚おどろいた直純は、アーニャをかわそうとして足がもつれ、地面に頭から滑すべりこんでしまう。


    「なにをしておるんじゃ？」


    「いや……これ、けっこうきもちいいかなって……。アーニャおばあちゃんもしてみる？　ぬるぬるして、きもちいい気がしないでもないんだけど……どうかな……」


    　泥の上で寝そべったまま、直なお純ずみは答える。


    「ナオ、遊ぶならあとにせい。気づかんのかこの音に？」


    「おと……？」


    　直純は耳をすます。しかし耳よりむしろ、地面にふれている身体からだ全体が振動をキャッチしている。


    「なんだこれ、だんだん大きくなってるような……」


    「決まっておろう」


    　アーニャは近づいてくる震しん源げんに対して、チャームポイントの八や重え歯ばをむき出しにする。


    「敵じゃ」


    　直純は飛び起きるようにして立ちあがった。ふたりがいるのはちょうど大きめの広場の中央。広場は自分たちが通ってきた背後のも含めて、みっつの洞穴がつながっている。直純は緊きん張ちようしながら、もっとも大きな、目前の洞穴を凝ぎよう視しする。


    「来た！」


    　穴からあふれ出てきたのは、土砂洪水。泥ネズミの群体だった。流れはふたつにわかれ、広場に立ちすくむふたりの周りを埋め尽くしていく。


    「泥の……ネズミ」


    「ナオよ、油断するな。まだじゃ」


    「え？」


    　近づく震源はそれだけではなかった。


    　この広場へ向かっていた泥ネズミの群体は二部隊。建物の二階に相当する高さにある左上の洞穴からも、何匹かあふれたネズミたちが落ちてくる。下にいた泥ネズミたちとぶつかり、広場がよりざわめきに包まれる。


    「なんて数なんだ……」


    　泥のメタモルフィスムの群体。


    　人工物でありながら、むしろ大自然の神性をより引き出された存在。その壮観な風景に直純は感動すらしていた。


    「……人類と泥のあいだに産まれた亜生物ってとこかな」


    「ナオ、ネズミだけではないぞ。ほれ、穴の奥をみてみろ」


    　泥ネズミのあふれ出す二箇所の洞穴の奥に、それぞれ一体ずつの影。二体の泥人形が、泥ネズミたちを押しのけて歩いてくる。


    「指揮官じゃな」


    　二階部分の洞穴にいる泥人形は、絶壁になっているところでとまる。地続きの洞穴にいる泥人形は広場の内まで進み、そっと手をあげた。


    「ぬぷーっ」


    「うっぷ────────────────！」


    　泥人形からなにかの許可をもらったらしい泥ネズミたちは、いっせいに歓喜の鳴き声をあげ、大気と泥を振しん動どうさせる。


    「なんだかよくわからないけど、まずい雰ふん囲い気きなんじゃないかな、アーニャおばあちゃん」


    　うろたえる直なお純ずみをよそに、アーニャは片手を高くあげる。


    「相談はもうしまいか？　ネズミども」


    　その動きにより、泥ネズミたちの興こう奮ふんも最高潮に達する。まるで避ひ雷らい針しんのように、目標は完全にひとりに絞られた。


    　しかしこの狂きよう騒そうの空間のなか、もっとも興奮しているのはアーニャ本人で、それを隠すつもりもない。八や重え歯ばをむき出しに、その白い頰ほおを紅潮させている。


    　となりで不安げな顔をしている直純の存在など、とうに忘れているアーニャは、その高くかかげた指を、まるでマッチを擦するように弾はじき、音を鳴らせた。


    「うぷれ──────────！」


    　同時に泥ネズミたちがアーニャに襲おそいかかる。


    　アーニャは微動だにせず、直純ともども泥の洪水に巻きこまれた。


    　直純がそう思い目を閉じた瞬しゆん間かん、目ま蓋ぶたを突き破るほどにまばゆい閃せん光こう。


    　泥と空気が爆はぜる。


    　光の槍やりが、アーニャの付近五メートル、すべての泥ネズミを撃うち抜く。


    　アーニャを狙ねらって飛びこんだはずの泥ネズミたちが、空中で不可視の壁にぶつかったかのような衝しよう撃げきを受け静止し、そのまま魂たましいを奪われたように、色を変えていく。それはもはや泥ではなかった。まるで砂時計のように、その体だったものを、ゆっくりと地面にこぼしていく。


    　こぼれ落ちる砂によってできる死の山脈。


    　それはアーニャと直純を囲むようにできあがる。


    　アーニャの身体からだは輝かがやいて、不可解な光球に包まれていた。


    　いったいなにが起きたのかわからない。なにをされたのかわからない。


    　泥ネズミは、あわてふためいている。


    「お……おぷつけ！」


    　必死に統率しようとする泥人形だが無む駄だだった。そして見た。


    　火をまとった、ちいさな鳥が、アーニャの頭上でおどっているのを。その飛行の軌跡にそって、輝く火の粉が降っているのを。


    　おどるたび、鳥は成長していく。


    　ちいさなあたまと燃えさかるような鶏冠とさか。鋭い目。長い首。幾重にも光り輝く翼つばさ。何本にもわかれ、ゆらめく尾羽。


    　鶴つるのような孔く雀じやくのような鷹たかのような……灰色オオカミグレイ・ウルフを守護する、火の鳥フアイヤー・バードの姿へと。


    「ガハハハハハハハハハハッ。まったくこの無礼者どもが！　この我が輩の前で、灰色オオカミを汚けがそうとはな！　まとめてその半人前のいのちで贖あがなってもらうぞ！」


    　火の鳥は自らの細い首とちいさなあたまを振りまわし、そのクチバシを歪ゆがめて乱暴に人の言葉をあやつると、アーニャの伸ばした手の甲にゆっくりととまる。


    　強烈な熱と光。


    　砂となり死んだ泥ネズミたちは、その体内の水分を一いつ瞬しゆんで蒸発させられたのだ。


    　アーニャは恍こう惚こつとした表情で、正面にいる一体の泥人形へ向きなおる。燃えさかる火の鳥もまた、無む慈じ悲ひに、いたぶるようにその泥人形を睨ねめつけている。


    　灰色オオカミグレイ・ウルフと火の鳥フアイヤー・バードのおそるべき視線を浴びている泥人形は、泥の汗をかきながらわなないていた。その圧倒的な圧力から、次元のちがう相手だというのはあきらかだった。だが退くわけにはいかない。


    　ドロンコ王国を、ふたりの王子を守ること。


    　それこそが泥人形トポ・ドロンコの使命であり存在理由なのだ。


    　目の前にいるのは、ひと刈りで魂たましいを奪い取る鎌かまを持つ死神。泥の汗と涙はついには乾き、もはや悲壮感すら漂わせている二体の泥人形。おたがいの空虚な目をみて、決意したようにうなずく。


    　二体の泥人形が同時に手をあげ、号令をかけようとする。


    「うぷ……」


    　その瞬間、アーニャの髪と服が舞い、火の鳥が消え、正面の泥人形が粉々に破は壊かいされ砂さ塵じんと化す。まるでレーザー光線だった。直線上の地面にいた泥ネズミたちが遅れて爆発していく。まき散らされる大量の砂の粒子が漂い、光り輝かがやいている。


    　それは見ようによってはうつくしい場面だったが、直なお純ずみは、オレンジの残光が網もう膜まくに焼きついて朦もう朧ろうとしている。


    「チカチカし……きもちわる……」


    　散らばった光がアーニャの頭上に急速に集まり、雛ひな鳥どりのかたちを成していく。その羽を休めるように、ゆっくりとアーニャのさしだす手の甲に着地した。


    　そして急激に再成長する。


    　パニックを起こしている泥ネズミの群体をよそに、火の鳥はアーニャの手を離はなれ、太陽のように昇っていく。泥の広場が、泥の世界が、強烈な光と影の両極で塗りつぶされていく。


    「Danse de l'Oiseau de feu（火の鳥のヴァリアシオン）──────！」


    　火の鳥が高速回転しながら降りてくる。アーニャを中心として生じる光と熱の竜巻。旋回する火の鳥の直ちよく撃げきによって貫かれ切り裂かれた泥ネズミはかたちを失い、砂すな嵐あらしとなって吹き飛ばされていく。それは直なお純ずみの身体からだも突き抜け、完全に巻きこんでいる。


    　灼しやく熱ねつと金こん色じきの砂すな嵐あらしによって外からは不可視となった泥の広場。


    　中から聞こえるのは泥ネズミたちの絶叫と恐るべき老人の笑い声。


    　泥ネズミの絶叫は、やがてはすすり泣きとなり、すべてがやんだころ、渦は無数の光の帯となって、ほどけていった。


    　ゆっくり旋回する火の鳥はさらに速度を落とし、中心にいるアーニャのもとへ降りて、そっと胸に抱かれる。


    　となりには尻しりもちをついた直純がいて、火の鳥に貫かれた自分の身体からだを必死に確認していた。


    「はは……って、うわっ」


    　空を舞っていた大量の砂が豪雨のように落ちてきた。浄化され、ガラスのように結晶化した輝かがやく砂。猥わい雑ざつな泥ネズミだったころの面おも影かげはまるでない。


    　高い位置の洞穴にいて助かった残り一体の泥人形と泥ネズミたちは、愕がく然ぜんとした表情で、広場の中心にいる少女と青年、そしてその周囲にできた螺ら旋せんの砂山脈を見つめていた。その骸むくろを前に、もはや言葉はない。


    　尻もちをついたまま動けない直純も同じだった。自分が巻きこまれたその現象の前に、ひきつった笑いをこぼすだけだった。


    　泥は火を消してしまうからアーニャは不利。その認識はとんだ間違いだったのだ。このいのちの火を消すことなど、泥ごときにできるわけがない。


    　直純はリハビリでもするように、なんとか言葉をふりしぼる。


    「魔ま王おうカスチェイに、火の鳥に、灰色オオカミ……。あとはイワン王子で……ロシアの民話主要登場人物……フォーカード」


    　アーニャが模様を描き、自ら温めた〝たまご〟から産まれた火の鳥、茜丸アカネマル。


    　アーニャが協会に属する子どもたちのなかでも、さらに特別で強力な力を行使できる理由。


    　それはアーニャが産まれたときから極めてイレギュラーな力、先天的な発火能力パイロキネシスをもっていたからだった。


    　アーニャの成長とともに力を増していく、自ら抑えることもできない、暴走する力。人間の身体はそんな力を操れるようにはできていない。ちょっとした感情の高ぶりで、まわりのものは消し炭ずみになり、人間は酷ひどい火傷やけどを負わされていった。そしてアーニャが七歳になるころには両親からも見放され、施設へと入れられることになった。


    　秘密の美術協会カンパーニユ・スクレ《ジェルミナスィオン》の運営する施設に。


    　アーニャはその施設で神かみ谷や我が生おうと出会い、結果として強力な攻こう撃げき性能を誇るメタモルフィスム──茜丸を出産した。そしてアーニャは協会によって、ほかならぬ神谷我生の指示の元で、《Ａクラス保存コンサベーシヨン・エテルネル》を施ほどこされたのだった。


    　復活祭のたまごイースター・エツグ。


    　神かみ谷や我が生おうが、紙は燃えてしまうからと言って代わりにアーニャに与えたたまごに、アーニャが絵を描き、託した想おもい。


    　それは再生と復活のイメージ。


    　そして純粋で透明な火、本当のいのちの火というものは、大好きなひとやものを、決して傷つけたりしない。


    　茜アカネ丸マルの出産によりアーニャは発火能力パイロキネシスを失っていたが、その失われた力は茜丸が代行して使用することができた。アーニャを守るためにのみ、それは発揮されるのだった。その射程距きよ離りは五十メートル。茜丸はアーニャに近ければ近いほど、その力が増幅されるリンクタイプのメタモルフィスム。


    　アーニャの身体からだを包みこむように、まるで炎の天使のように、いのちの火は輝かがやいている。そしてアーニャはもちろん、となりで見とれている直なお純ずみも、それで火傷やけどを起こすようなことはなかった。


    　火のかたちが、アーニャの身体をなめるようにうねり変化する。アーニャを背後から抱きかかえるような姿勢。それはもはや鳥ではなく、半ズボンをはき、火をまとう少年の姿となっている。少なくとも見かけ上はアーニャと同い年くらいの幼い少年。その顔はこころなしか、直純に似ている。だけど直純にはない自信に満ち、そしてどこか邪悪な笑みをしていた。


    　その笑みは間違いなく──魔ま王おうのものだった。


    　直純は少年だったころ、ロシアのお城にあった秘密の部屋で、囚とらわれのお姫さまを見つけた。祖父が不死の怪物と呼ばれているのは、このお姫様を手中にしているからにちがいない。なぜかそう思った。


    　いつかあの少女を外の世界へ解き放ちたい。


    　ただそれだけのことを、どうやって魔王である祖父を倒すかだけを考えて生きてきた。祖父のマシンに侵入し、データを盗んでいたから、秘密の美術協会カンパーニユ・スクレのことだって何年も前から知っていた。そして第十八次魔王カスチェイおじいちやん打倒計画案を練っているところで、不死かと思われていた祖父が勝手に死んで、拍子抜けするほど簡単にお姫様を手に入れたのだった。


    　そのはずだったのに。


    　ロシアの民話にある魔王カスチェイの不死身の理由。それは魔王のいのちはたまごに封印され、魔王本体とは別の場所に、魔王の城の奥深くに隠されているからだった。その邪悪ないのちのたまごがある限り、カスチェイはイワン王子によって何度倒されても、死からよみがえることができた。


    　それが魔王が隠していた不死身の秘密。


    　たまご──復活の。


    　アーニャが復活祭のたまごイースター・エツグにこめた想い。


    　そのたまごから産まれた存在は──


    　茜丸アカネマルが変化した火の少年は、直なお純ずみを挑発するように、アーニャの首筋にくちびるをあてる。その少女が自分の所有物であるかのように、背後から抱きしめる腕に力をこめている。


    　アーニャはすこしうつむきながらも、抱きとめられている腕にそっと自らの手をそえ、熱でもあるかのように、頰ほおをそめている。まるで十代の少女のように。ふたりは恋人同士のようだった。


    　疑問の余地はない。


    　アーニャの身体からだをつかって、魔ま王おうは、神谷我王は復活したのだ。永遠のいのちとともに。時をとめられた少女を永遠に護まもるために。


    「いいかげんくたばれ、クソじじい……」


    　直純の口から、不意にそんな言葉が出た。長い間ためこんでいた、汚い言葉が。


    　──どしゃり。


    　なにかが地面に落ちる音がして、直純はそちらへと首をむける。残された一体の泥人形が、洞穴部分から飛び降りていた。それに続いて、泥ネズミたちもあふれるように落下し、広場に集まってくる。


    「ほう、まだやるのか。感心じゃ」


    　少女が嗜し虐ぎやく的てきに八や重え歯ばを見せつける。


    「ガハハハハハハハハハッ！　仲間の弔とむらい合戦か？　いいぜこい！　かかってこい！　ニンギョウにネズミども!!」


    　少年の形態から火の鳥の成体へと瞬しゆん間かん的てきに変化し、吼ほえる茜丸。


    　巨大な羽を広げると、軽い熱風とともに火の粉が舞う。それは泥のたましいを奪う死の鎌かま。だが泥人形はひるまずに、その短い両手をあげる。


    「ぬぷあ──────────！」


    　泥人形の元へ泥ネズミたちが集まっていく。それは渦潮のようにねじれ、圧縮。ひとつの塊かたまりとなっていく。これこそ泥人形と泥ネズミたちが捨て身で行う最終奥おう義ぎ。


    　超特大泥ダンゴ合体だった。


    　もはや二度ともとの群体には戻れない。


    「ほう……」


    「な……んだこれは」


    　アーニャは感心し、直純は顔をひきつらせる。


    「そ、そうか……。巨体になればなるほど、体内で保有できる水分も多くなる。水分の蒸発に時間がかかるようになる。これなら茜丸とも戦えるかもしれない。あとは純粋な力比べ……」


    　激しい戦せん闘とうを予感し、直純がよろめきながらもなんとか立ち上がる。


    　とはいってもこの泥の怪物と茜丸のあいだになど、入れるわけもない。ただ急いで距きよ離りをとるしかなかった。腹は立つが、茜丸の背後へ。


    　全長三メートル近い超特大泥ダンゴの頂点には泥人形の原形がわずかに残っている。憎ぞう悪おなのか敵意なのか、それともすでに意識はないのか、虚うつろな瞳ひとみをアーニャと直なお純ずみに向けている。


    　いまにもふたりを押しつぶしそうな、圧倒的な体格差。


    　このまま転がるだけで、アーニャと直純のふたりは逃げることなどできないかもしれない。だがなぜかその怪物はまったく動かなかった。


    「こぬのか？」


    「ひょっとしてもう死んで……」


    　直純の言葉が終わる直前、泥ダンゴが急速に前転する。モーターが回転するような恐るべき推進力で泥を飛ばし進む。


    「よい！　受けて立つぞ、いのちの泥よ────！」


    　アーニャは槍やり投なげでもするようにその身体からだを大きくねじり、全力で茜アカネ丸マルを投げつけた。勢い余って身体は回転、転びそうになるが、直純が滑すべりこみで受けとめる。


    　茜丸は加速しつづける赤い火の槍となり、巨大泥ダンゴの腹へと直ちよく撃げき。


    　液体が沸ふつ騰とうするような、岩が砕けるような、壮絶な破は壊かい音おんと衝しよう撃げきが広場に響ひびきわたる。


    　怪物はそれを食らいながら、燃えあがりながらも前へと進む。ひび割れ、砕け散る自らの体を踏ふみつけながら、ただただ進む。


    　この身体がすべて滅ぶ前に、なんとしてもこの危険な少女を倒さなければならない。それが使命。絶対にこの少女とドロンコ王国のふたりの王子を会わせてはいけない。それが信念。


    　泥の怪物は、失われていく意識のなか、ただただ進んだ。
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    　広大な泥の迷宮の中心付近に、ひとつの大きな部屋がある。他ほかの場所にくらべると天てん井じようにある採光の穴が大きく、数も多い。そのため闇やみが部屋の隅に追いやられている。


    　泥でできた不格好な机や椅い子すらしきものがいくつかあり、中央には、なだらかなくぼみ。そこに数十人にも及ぶ子どもたちが集まっていた。


    　ほとんどは地上にいたころ、幼稚園にかよっていたような、幼い子どもたち。


    　ドロンコ大王のふたりの息子だといわれる、ふたりの王子によって連れてこられた子どもたちだった。


    　体中泥だらけで、服装も、たっぷりの泥がしみこんだ大きなティーシャツを一枚のみ。


    　みんなせっせと泥ダンゴをつくっている。


    「あ、できたの？　いーくん」


    　いーくんと呼ばれた男の子は、すこし照れたように、こくりとうなずき、少女はさしだされた泥ダンゴを受けとる。


    「うん、とってもおいしそう」


    　少女はにこりと笑って、泥ダンゴを男の子に返すのだった。


    「うちもつくったで。美み里さとねーちゃん、はい」


    　関西出身らしい幼い少女も、おなじように年長の少女に泥ダンゴをさしだす。


    「うん、おいしそう。聡さとるくんも、どうかしら、これ」


    　少女が、となりにいる男の子にも泥ダンゴをわける。聡と呼ばれたメガネの男の子は、その泥ダンゴを品定めする。


    「ふむ……。水分がすこし、多いかな。でも合格点じゃないかな。ぼくの開発した新製品も試してください。石ころと砂を泥でつつんでみました。二段構えで、複雑な食感が楽しめると思います」


    「あー、それうまそうやな。うちもつくりかた教えてほしいわ」


    「いいよ、友とも絵えちゃん」


    　本当に食べるわけではないが、泥ダンゴに泥ケーキに泥プリンに泥ダンゴスープ。なごやかな試食会が行われている。


    　砂場で消えた子どもたち。


    　泥の子どもたち。


    　なかでも美里と聡と友絵と郁いく実み。この四人の子どもは、最年長に部類される子どもたちで、四人がつくる泥ダンゴも多彩だった。


    　泥の子どもたちのなかで、最初に誘ゆう拐かいされたのは、いちばん年上の美里。


    　小学五年生で長い髪をしている。控えめな少女だけど、しっかりしていて、他の子どもたちにも特別慕したわれていた。


    　そのつぎに誘ゆう拐かいされたのは郁いく実み。


    　小学一年生で、みんなからいーくんと呼ばれるその男の子は、泥遊びが大好きだった。だけど誘拐された当初は、地上に残したママのことを思い出して泣いてばかり。それにドロンコ王国の王座の間にいるドロンコ大王がこわくてしかたがなかった。なにしろ地上の砂場で、ドロンコ大王に食べられてしまった思い出があるのだ。


    　しかしだからこそ「絶対にいーくんをドロンコ大王に食べさせたりしないで」と、勇敢にもドロイド王子に確約をとった美み里さとのことを、いまは姉のように、母親のように慕っている。


    　泥の子どもたちのなかで、もっとも冷静なのは聡さとる。


    　小学三年生で、塾でも学校でもいちばんの成績を修め、年に似合わない理知的な言動が目立ち、メガネもよく似合っている。将来は医者か弁護士かとうわさされる優良児。周りの大人はそう思っていた。そんな少年の将来の夢が、ボクサーだったなんてだれが知っていただろう？　教育熱心な母親が知ったら卒倒するかもしれない。


    　聡は、本でボクシングの歴史を調べつくしていた。


    　古代オリンピックの時代のボクシングは、リングの上ではなく、競技場の砂場で行われる。


    　神の代理人とまで謳うたわれた第二十七回優勝者の拳けん闘とう家か、ダイッポス。第六十回から第六十三回まで四連れん覇ぱ、パンクラチオンとの二冠をなしたテアゲネス。最強の格闘一家ディアゴラス。相手にも自分にも傷をつけず、拳けん闘とうを哲学的領域にまで高めた不敗のボクサー、メランコマス。
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    　太古のチャンピオンたちは皮ひ[image: ]じんを手に巻き、栄光だけを求めて砂場で闘たたかったのだ。聡さとるもそれに倣ならって砂場でないしょのシャドーボクシングをしているところを、ドロイド王子に気に入られ、誘ゆう拐かいされたのだった。


    　そして子どもたちのなかで最後に誘拐された子どもが、関西から転校してきたばかりの友とも絵え。四歳のころからスイミングスクールに通っていて、泳ぎが達者な少女だった。


    　友絵が誘拐されたのは、つい三日前のことだ。ファミーユで知り合った友だちの綾あや花かは、たまたま砂場から離はなれて、水を汲くみにいっていたので難を逃のがれていた。


    　あのときの綾花の悲鳴を思い出すと、友絵は胸が痛んでしかたがなかった。そして自分たちの軽率な行いをとても悔やんだ。ふたりはドロイド王子とドロンコ大王さまのうわさを聞いて、砂場で召還の儀ぎ式しきをして遊んでいたのだった。


    　そしたら本当にあらわれた。


    　ドロイド王子じゃなくて、コロイド王子だったのだけれど。


    　コロイド王子がおっちょこちょいだから、いっしょにいた綾花は助かったのかもしれなかった。綾花が誘拐されなくて、ほんとうによかったと友絵は思う。なんでもポジティブに考えられるのは、友絵の持ち味だった。


    「あー！　ドロイドさま」


    「ドロイド王子かえってきた？」


    「王子さま、王子さま！」


    「ドロイドさま、ドロイドさまー」


    「王子さまおかえりなさいー」


    「おかえりなさい！」


    　部屋は突然の歓声に包まれる。


    　子どもたちは作業を放り出し、いっせいに駆け出した。


    　真っ黒な癖くせ毛げで、泥の迷宮をまとっているような不思議な身体からだ。


    　暗黒の少年、ドロイド。


    　まわりには子どもたちが集まり、そのマントをつかんだり、体に手をぺたぺたとつける。


    　ドロイド王子は、そうやってむらがる子どもたちを無視して歩く。


    「どうだ、調子は？」


    　美み里さとはドキリとした。


    　すこし離れた場所から、子どもたちに囲まれたまま、ドロイド王子が美里に語りかける。


    　自分に問いかけられた理由は、自分がもっとも年長だからにすぎない。


    　美里はそう思う。


    　美み里さとから見たドロイド王子は、自分とさして年はちがわないように見えるけど、クラスメイトの男子とは、根本的なところでちがう少年だった。


    　泥に関する不思議な力を持っているというだけではない。ときどき残ざん酷こくに笑うくちびる。怒りを湛たたえているようで、かなしく潤うるんだ瞳ひとみ。魔ま力りよくがとおった黒い蛇へびのような髪の毛。そしてそのひとつひとつの仕草に、同年齢の子どもとは思えない異質ななにかを感じるのだった。


    　以前、ドロイド王子は美里に学校について聞いてきたことがある。ドロイド王子は学校に行ったことがないから、興味があるのだと言っていた。


    　たのしいこともあるけど、いやなこともある。美里が正直に言うと、ドロイド王子は微笑して、「沈めてやろうか？」とだけ言った。


    　意味がわからず美里が返答に困っていると、ドロイド王子は「冗談だ」と言って去っていった。だけどもし、あのとき美里がうなずいていたら、学校は間違いなく沈められていた。美里はそう思っている。


    　ドロイド王子に見つめられ、思わず動きをとめてしまった美里にかわって、横にいた友とも絵えが助け船を出すようにしゃべり出す。


    「さとにいが新商品開発したんやで。ほらこれ、中がな、石と砂やねん。にいちゃん、わってもええ？」


    「ん……ああいいよ」


    　聡さとるがうなずくと同時に友絵は泥ダンゴを割る。中には肉まんのように、石や砂の具があふれていた。


    　ほんとうにおいしそうだったので、みんなはきらきらした瞳で、それを見つめる。


    「さとにい、すっごいわ」


    　友絵はドロンコ王国に来たばかりだというのに、すっかりこの状況に順応しているようだった。それどころかもはやムードメーカーともいえる友絵に、聡は素直に感心してしまう。


    「聡くんは開発博士だね」


    　そして上級生のおねえさんである美里にそう言われると、純粋に照れてしまう。


    「なかなかおもしろいな……。おまえはどうだ。なにかあるか？」


    　ドロイド王子が再度美里を見る。


    「は……はい。わたしは、これを……ドロイド王子……さま」


    　美里は両手で、自作した泥ダンゴをそっと包む。


    　王子のまわりの子どもたちが道をあける。ゆっくりと近づいていく美里。聖なる仕事に従事しているような慎重な歩み。葉っぱと小枝でデコレーションされている泥のケーキ。それを前にさしだした。


    　ドロイド王子は目を細めてその品物を見つめている。


    「いいできだ。大王もよろこぶだろう」


    　美み里さとは少し顔が熱くなった気がした。まわりの子どもたちが少女をはやし立てる。


    「なーなー、ドロイド王子って男前やんかなあ」


    「なっ……なにいいだすの、友とも絵えちゃん」


    「うち、ちょっと好きやなー」


    　美里は一いつ瞬しゆん、自分の気持ちを言い当てられたのかと思って、あせった。


    　しかしそれはただの勘違いだった。単純に友絵は、自分がこのミステリアスな少年に好意を抱いていると伝えたいだけらしい。ひとのことは言えないが、誘ゆう拐かい犯はんに好意を抱くなんて不用心すぎる気がする。しかしもっと幼い子たちに至っては、自分たちが誘拐されたという認識があるのかも疑問な状態だった。


    「ドロイドさまー、ちじょうでなにしてきたんですか？　おはなしきかせて」


    「きかせてー」


    「わたしもわたしも、ドロイドさまっ！」


    　子どもたちが身体からだをくねらせて地上の話をねだる。


    「うざってーからくっつくな。べつにたいしたことはしてねー……。ひとり、クソ生意気な女を連れてきただけだ」


    「おんな？」


    「おんなのこですか？　ぼくたちのあたらしいなかまですか？」


    「やったー！」


    　それは誘拐にちがいないのに、ドロンコ王国の仲間が増えたことを純粋によろこぶ子どもたち。しかしドロイド王子の様子はおかしかった。心ここに在らずといった感じで、空中をぼんやりと見ている。


    「その女を……」


    「おんなのこを？」


    「その女を、ドロンコ王国の王女にする」


    「──！」


    　みんな大きく口をひらいて、身体をのけぞらせている。そして……。


    「えー！」


    　いっせいに声をだした。


    「おうじょさま？」


    「王女さま！」


    「待て……。オ……オレは、いま……なんて言った？」


    　ドロイド王子は自分の口から出た言葉にショックを受け、ひきつった表情。あたまを抱えてよろめいている。


    「くそっ……。どうかしてるぞ……」


    　落ち込むドロイド王子のまわり、子どもたちはきゃっきゃとはしゃいでお祝いしている。


    「ドロイド王子、結婚するんかぁ……うちのハートはボロボロやわ。なあ、なあ、その王女さまってどんな子なん？　かわいい？　年上？　年下？　おしえてーや」


    　失恋のショックなどはすぐに忘れ、友とも絵えがドロイド王子をしつこく問い立てる。そしてそれは美み里さとも興味があった。この不思議な少年の、つかみどころのない心を射止めた少女がいる。


    「どんなやつかだと……。あんな、ふざけた女は……」


    　そう言ってから、考えるように、しばらく黙だまる。


    　そしてドロイド王子は座りこみ、泥をこねはじめた。


    　騒さわいでいたみんなは急速に静まりかえっていく。


    　泥をこねる音以外はなにも聞こえない。


    　黙もく々もくと作業をつづけるドロイド王子を、この泥の世界は、ドロンコ王国は、その静せい謐ひつさで見守っているようだった。ドロイド王子がみんなの前で泥をこねるのは珍しい。美里がのぞき見た作業中の横顔は、厳げん粛しゆくな面おも持もちで、だけどときどき怒ったり、もどかしい表情をしたりしている。地上で会った少女のことを強く想おもって、泥をこねているのがわかった。


    「できたぞ。ああ、そっくりだ……」


    「これが？」


    「女の子？」


    　相撲すもう取とりのようにどっしりとして、なんともいえない味わいある造形だった。熊くまとも互角に戦えそうだった。


    　美里の目にはそれは、目が見えず、産まれてから一度も世界を見たことのない少年が、母親を想ってつくりあげたような、あるいは、庭に毎晩やってきては飛びはねる、いじわるでおそろしい怪かい獣じゆうの子どものようなものに見えた。


    　子どもたちは自然と静まりかえる。


    「おまえらはもうついてくるなよ」


    　ドロイド王子は立ちあがると、マントをひるがえして去っていった。


    　子どもたちは無言で顔を見合わせ、そのあとをついていく。ドロイド王子はそれに気がついてはいるが、もうなにも言わない。


    　それはまるで聖者の行進のようだった。


    　残ったのは美里、聡さとる、友絵、郁いく実み、最年長の四人だけ。


    　友絵はなぜか残された泥のかたまりを注意深く観察している。


    「どうしたの？　友絵ちゃん」


    　美里が声をかけても友絵はひとり考え中で、不格好な泥の女の子とにらめっこしては、首をかしげている。


    「その泥に、なにかあるの？」


    「ちゃうねん……。これ……」


    「ん？」


    「これ砂さ夜やせんせい、ちゃうかな？」


    「知ってる子なの？」


    　美み里さとが友とも絵えの答えを聞く前に、四人は、あらたな来訪者の気配を感じてふりかえった。


    「おまえたち、たいへんうぷ！」


    　あらわれたのは泥色の肌に、魔ま法ほうの帽子。ドロンコ王国の第二王子、コロイドだった。


    「どうしたの？　コロイドちゃん」


    「つかまえたうぷ！　つかまえたうぷー！」


    「なんや、コロイド王子も王女さまつれてきたんか？」


    「うぷ？　おうじょうぷ？」


    「さっきな、ドロイド王子が王女さまつれてきたっていうとってん」


    「ぷあ？」


    　コロイド王子は精一杯のへんな顔をして、受けたショックの大きさを表現している。


    「う……うそうぷ。そんなのはぜったい、うそにきまってるうぷ！」


    　首をふり、うぷうぷと繰くり返し、ひどい挙動不審におちいるコロイド王子。


    　地上の子どもたちはドロンコ王国に連れてきても、王子になることはできない。それらの子どもはすべてドレイにすぎない。ドロンコ王国の王子とは、母なるドロンコ大王の直接の息子の証明。すなわち自分とドロイド王子のふたりだけのはずだった。


    　なのになぜ地上からつれてきたドレイの女が、王女になるのか。


    　コロイド王子にはわからない。


    　ドロイド王子はドロンコ王国の神聖なルールを犯し、王子ふたりで築いてきたものすべてを壊こわそうとしているのかもしれない。コロイド王子にはそう思えた。


    「うぷう……」


    「大だい丈じよう夫ぶ？　コロイドちゃん。そうだ、みんなでね、あたらしい泥ダンゴ開発したのよ。ほら」


    　美里は聡さとるのつくった泥ダンゴをコロイド王子の前にさしだす。


    「ぷ……」


    「中に砂と小石がつめてあるんだって。ドロイド王子も褒ほめてくれたの」


    　コロイド王子はだまってそれを受け取る。しかし間髪容いれず美里の頭に投げつけた。


    「きゃっ」


    「へたくそうぷ！」


    「あー、なにすんねん、コロイド王子！」


    　友絵は怒ってコロイド王子に詰め寄る。


    　美里はぶつけられたところを押さえて、痛みをこらえている。郁いく実みはどうしたらいいかわからず、おびえている。聡はいちばん、うろたえた。自分のつくった泥ダンゴが、こんな理り不ふ尽じんなかたちで美み里さとを傷つけてしまったのだから。


    「だ……大だい丈じよう夫ぶ……。泥がクッションになってたから」


    　美里が手をどけると、いのちの泥の力なのか、目立った外傷はなかった。


    　けなげな笑みを浮かべる美里をかばうように、みんなはコロイド王子の前に立ちふさがった。


    　そのまま、じい～っとコロイド王子をにらむ。


    「な……なんだうぷ、そのめはぷ。ドレイのくせになまいきうぷよ」


    　みんなは無言で、じい～っとにらむ。


    「ド……ドロンコだいおうさまにいいつけてやるうぷ。そしたらおまえたちなんて……う……うぷう……」


    　あの恐ろしいドロンコ大王さまの名前を出されても、みんなは怯ひるまず、なおもコロイド王子をにらみ続けている。コロイド王子に穴が開きそうだった。


    「じい～っ」


    　もう声にでている。


    　コロイド王子はたまらず逃げていった。


    



    　◇


    



    　ドロンコ王国の中心にしてもっとも巨大な空間。その中から子どもたちの笑い声が漏もれ、泥の迷宮に木こ霊だましている。


    　空間の面積は、中規模な小学校の運動場などよりずっと広く、壁という壁、柱という柱、そしてドーム状の天てん井じようまでが、まるで古いにしえの怪物たちが塗りこめられているかのように、ゆっくりと蠢うごめいている。その蠢きは、採光のための穴をつぶしたり、広げたり常に変化させ、地上から降り注ぐ儚はかない光をゆらめかせている。


    　終末の最終戦争を描いた宗教画に囲まれた、古い大聖堂のような空間造型だった。


    　そんな荘そう厳ごんな空間に、ドロイド王子の玉座がある。


    　玉座の背後には巨大な泥のピラミッド。学校の体育館くらいならば、ひと呑のみにできるかもしれない、巨大な泥の塊かたまり。圧倒的なまでの威圧感と重量を誇る、ドロンコ王国の母にして墓。


    　その名をドロンコ大王といった。


    　不気味なうなり声とともに、玉座を護まもるようにして眠っている。


    　その下半身は植物のように地面に根を張り、ドロンコ王国と一体化していた。


    　ドロンコ大王はドロンコ王国の心臓部。すべての王国の泥は、ドロンコ大王の身体からだを循じゆん環かんすることにより、世界を浸食する魔ま力りよくを得ていた。その上半身には、巨体な身体のわりにはちいさな手があるが、指はない。口は不機嫌そうにゆがんだ、ぽっかり開いた穴。その内部は真っ赤な血の色にそまっていた。


    　ドロンコ大王の周りで無数の産うぶ声ごえがあがっている。


    　泥ネズミロンブリス・ドロンコと泥人形トポ・ドロンコ。ドロンコ大王が産んだ泥のたまごの殻を自らの力で破り、新たに誕生した泥の戦士たちだった。


    　戦士たちは虚うつろな目を開き、よろめきながらも、玉座に近づいてくる人影に注視する。


    　その人影はドロイド王子だった。そしてそれにつづいて、身体中が泥だらけの、泥の子どもたち。


    　ドロンコ大王の泥の目ま蓋ぶたがゆっくりとあがる。


    　ひび割れた顔の中央にあるのは、白く濁にごり、血走った単眼。それだけが動き、ドロイド王子と泥の子どもたちを見おろしている。


    　泥の子どもたちにとってドロンコ大王は恐怖の象徴であり、いのちの象徴だった。


    　その力は王国のあらゆる泥を支配している。


    　子どもたちの泥のしみこんだ無地のティーシャツは、通常よりもはるかに丈じよう夫ぶな防護服となっているし、体中に泥を塗った子どもたちは泥の加護を受けて、走っても転びにくくなっている。そしてなによりドロンコ大王と子どもたちのもっとも重要なつながりは、ドロンコ大王の身体の一部を食べることによって生まれる。


    　泥の子どもたちが毎夜眠る前に与えられるのは、ドロンコ大王の身体によってつくられる強力ないのちの泥ダンゴ。[image: ]意工夫を凝こらした泥ダンゴをドロンコ大王に捧ささげる代わりに、そのいのちの泥ダンゴを、寒くて暗いドロンコ王国で生きていくための力の源を受けとるのだった。


    　それが泥の子どもたちの晩ばん餐さん。


    　ドロンコ大王の足下で順番にならんで、ひとりずつ泥ダンゴをもらい、玉座にいるドロイド王子の目の前で、目をつむり、一口で呑のみこんでいく。あまりおいしくはないが、だれも欠かしたことはない神聖な儀ぎ式しきだった。その儀式のときのドロイド王子の瞳ひとみは、なぜかきまって、ひどく冷然としている。


    　すべてのいのちは泥から産まれ、そして泥へと還かえる。子どもたちはもう、それを知っている。


    　玉座に足を組んで座るドロイド王子。


    　泥の子どもたちがドロイド王子の膝ひざに乗ったり、投げ出された足に絡からんだりして遊びだしている。みんなドロイド王子といっしょなら、すぐ背後に鎮ちん座ざしているドロンコ大王も怖くはなかった。


    「おまえら……ドレイだってほんとにわかってんのか」


    「はーい、ぼくたちはドロイド王子のドレイでーす！」


    「あたしもドレイー！」


    「泥ダンゴのまねー、ゴロゴロ～」


    「あたしも泥ダンゴー」


    　ドロイド王子はため息をついた。


    「勝手にしてろ……」


    　肘ひじをかけ、指を組んで、あごをのせる。


    　じきにここへ連れてこられるであろう少女、砂さ夜やのことを考える。


    　おそらくは泥ネズミによって泥まみれにされて、あのふざけた自信を打ち砕かれていることだろう。そういう指令を出しておいたのだ。だけどなぜか、その姿をあまり想像したくなかった。


    　さっき自分の口から出た言葉のことを考える。


    　砂夜をドロンコ王国の王女にする。


    　なぜそんな言葉が出たのか。


    　ドロンコ王国に沈めた子どもたちは、すべからく王国のドレイであるべきなのに。


    「ドレイか……」


    　足下でごろごろしている子どもたちを軽く蹴ける。うれしそうにするだけで、すぐにまた集まってくる。


    　砂夜を王国のドレイにすることはできない。


    　そう本能的に理解してしまっているのかもしれない。だからドレイではなく王女として、自分と対等の存在として王国に迎え入れようとした。しかしそれが王国にいったいなにをもたらすというのか。そこまでする価値は、意味はあるのか。そもそも、それを少女は受け入れるのだろうか。


    　あるいはすでに、少女はだれかのドレイなのかもしれない。


    　そういえば少女には、なにかを信仰しているかのような気配もあった。あの少女がすでに何者かのドレイである可能性。


    　おにいちゃん。そんな言葉を、少女は吐はいた気がする。


    　ドロイド王子は不機嫌そうな顔で歯ぎしりした。


    　そいつを倒せば、あの少女を自由にできるのか。


    「くそ……バカか……オレは」


    　答えなどあるわけもない思考の迷宮。


    　ドロイド王子は苛いら立だって自分の髪を搔かきむしる。


    　背後のドロンコ大王は、玉座で悩むドロンコ王国の第一王子を、無言で見おろしていた。


    「だめうぷ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」


    　唐突に割って入った叫び声。


    　ドロイド王子が我に返ると、泥マントと魔ま法ほうの泥帽子の子ども、コロイド王子が視界にはいる。コロイド王子は全力で広場を走っていたが、ヘッドスライディング気味にすべりこみ、泥の地面に長い道をつくる。


    　玉座まではまだずいぶん距きよ離りがある。


    　見つめるドロンコ大王とドロイド王子。そして泥の子どもたち。


    　しばらくの沈ちん黙もく。


    「うぷ」


    　コロイド王子は泥だらけの顔をあげる。地面には自分の顔形ができている。


    「コロイド……なにしてるんだ？」


    　コロイド王子は立ちあがり、両手を握りしめ、もう一度大きな声で叫んだ。


    「お　う　じ　ょ　な　ん　か　い　ら　な　い　う　ぷ　！」


    　大きな声だったので、ドロイド王子はすこし驚おどろいた。


    「コロイド……知っていたのか。そうか。だがおまえも、会えばきっと気にいる」


    　コロイド王子はドロイド王子の玉座へ至る残りの距きよ離りを、全力で走り切る。


    「ぜっっったい、きにいらないうぷ────！」


    　こぶしを握りしめたまま、あたまと両手をぶんぶんとふって、断固否定する。


    　濡ぬれた犬のようにコロイド王子の身体からだについた泥が飛ぶ。至近距離にいたドロイド王子がおもわず片手で顔を覆おおう。


    「だ……だがな、王女がいれば、おまえも遊び相手ができるだろう。コロイドはドレイたちとは、あまり仲がよくないからな」


    「うぷぷぷぷう～」


    　悔しそうな顔をするコロイド王子。泥の涙がこぼれそうだったけど、こらえている。身体が震ふるえてきた。立っていられない。


    「ぷぷ……あぷあっ!?」


    「わっ」


    「きゃあっ」


    　泥の子どもたちもつぎつぎと転んでいく。


    　その揺れはどんどん大きくなっていき、玉座に座ったままのドロイド王子も、肘ひじ掛かけを押さえながら、立ちあがり、揺れを確認する。


    「な……なんだ、これは？」


    　地じ震しん。コロイド王子もようやくそれが、自分が起こしている揺れでないことに気づいた。


    　ドロンコ大王。その巨体が、地下の泥を吸いあげ、さらに膨ぼう張ちようしようとしているのだ。


    「ドロンコだいおうさまが、おこってるうぷ─────！」


    「なんだって？」


    　ドロンコ大王の身体はドロンコ王国の心臓。その怒りは王国の怒りと同じだった。


    「きゃー」


    「いやー」


    「うわー」


    　世界の終わりを想像してしまった泥の子どもたちがパニックを起こす。


    「だいおうさま、おうじょなんかゆるしてないんだうぷ！」


    「バカな……。ありえん」


    　ドロンコ大王を見あげるふたり。


    　目玉を中心にして存在するひび割れが、大きな音をたてて広がっていく。口はへの字に曲がり、マグマが流動するような、低いうなり声が響ひびく。身体からだを揺さぶらせ、近くの泥ネズミたちは飛び散っていく。


    「たいへんうぷ、たいへんうぷ。ドロイドおうじが、おうじょなんていうからうぷ」


    　コロイド王子が険しい表情をつくってドロイド王子をにらみつけたかと思うと、そのままふりかえって逃げていった。残されたのはうずくまる泥の子どもたちと、ドロイド王子。


    「どういうことだ、大王……。おまえに、そんな機能はない」


    　確かな怒りに震ふるえるドロンコ大王を前にして、ドロイド王子は、まるで壊こわれた機械を見るような冷たい瞳ひとみで、自問するようにつぶやいた。


    



    　◇


    



    「じ……地じ震しん、ですか？」


    　聡さとるが自分のメガネを押さえ、美み里さとに意見を求めるようにふりむく。


    「そ……そうみたい……みんな、あつまって伏せて」


    　部屋に残って、ドロンコ大王へ捧ささげる泥ダンゴを整理していた美里と聡と友とも絵えと郁いく実みの四人は、急いで身を寄せ合う。こわくてしかたがない郁実は、目をつむって、必死に美里の手を握っている。


    「う……うち、地震ってはじめてやわ。ここ、崩れへんのかな」


    　もしここの天てん井じようが落ちてきたらどうなるのか。


    　それはすなわち、地上世界のすべてが落ちてくるということ。車やデパート、動物園に野球場、飛行機と太陽、そのすべてが……。


    　友絵は震えた。


    「大だい丈じよう夫ぶよ……。きっとすぐに終わるから……あっ」


    　ふらふらとした足取りでコロイド王子がやってきた。泥の子どもたちとおなじに泥の加護を受けているコロイド王子は、泥の上で転びにくい。とはいえ、もともとバランスをとるのがへたで、この揺れではうまく進めないでいる。


    「お……おまえたち、でばんうぷ。だいおうさまのいかりを、しずめるうぷ……ぷあっ」


    　結局すべって転んだ。


    　地面に大の字にはりついてしまって動かない。


    　子どもたち四人は顔を見合わせ、同時に生なま唾つばを呑のみこむ。


    　自分たちの出番。


    　なぜ怒っているのかはわからないが、あの恐ろしいドロンコ大王さまの怒りを静めるために、この世界を救うために、自分たちがしなければいけないこと。自分たちにできること……。


    　四人はうなずき、覚悟を決めた。


    　おたがいの手を握りしめ、倒れたままのコロイド王子の脇わきを駆け抜けていく。


    　四人なら転ばない。四人ならこわくない。


    　目的地は玉座の間であり、ドロンコ王国最大の空間。


    　すなわちそこは──


    



    　◇


    



    　コロイド王子がいなくなってからも、ドロイド王子はずっとドロンコ大王を見あげていた。


    　おたがいが無言で正視しあったまま、目をそらさない。


    　激しい地じ震しんは、まるでそのにらみ合いの余波のようだった。


    　ドロンコ王国の各地でパトロール中の泥ネズミたちも異変を感じ、玉座の間に集まってくる。しかし泥の造形物たちにできることは、それだけだった。


    　ドロンコ王国の第一王子とドロンコ王国の母なる大王のあいだに入るなど、とうてい不可能。集まった泥ネズミがドロイド王子の背後で、せきとめられていく。


    　そしてその泥ネズミたちの群れのなかを、横切るようにして走る四人組に気を留める者はいなかった。


    　王座とドロンコ大王からよく見える場所にある泥の祭さい壇だん。四人はそこへ向かっている。


    　それは泥ダンゴをつくる作業の合間に、泥の子どもたちみんなでつくった祭壇だった。ドロイド王子もドロンコ大王も、それがなんのためにつくられたのか知らない。聞かれてもみんなで秘密にしていたのだから。


    　その祭壇の両側にある泥の柱の陰に年長の四人組は隠れた。息を切らしながらも、機会を狙ねらっている。柱から飛び出し、祭壇へと自らの身をさらす機会を。


    　開始の合図を。


    　ここはドロンコ王国最大の空間にして玉座の間にして心臓部にして、そして──


    　大劇場だった。


    「だいおうさま！　ドロンコげきじょうが、はじまるうぷうううううううううう！」


    　ドロンコ大王とドロイド王子のあいだに再び割って入ったコロイド王子。持ち前の大声で、告げるべきことを告げた。泥の柱の陰の四人が武む者しや震ぶるいする。


    　コロイド王子の発案のもと、みんなずっと練習してきたのだ。王国の泥の循じゆん環かんとともに巨大化をつづけ、ときにドロイド王子ですら制御不能に陥おちいるドロンコ大王の怒りを鎮しずめるために。この世界とドロイド王子を譲るために。


    　パニックを起こしうずくまっていた子どもたちも、使命を思い出したように起き上がり、顔を見合わせると同時にいっせいに祭さい壇だんへと駆けていく。


    　ドロンコ劇場。


    　演じるのはドロンコ王国のすべての泥の子どもたち。


    　コロイド王子は泥の祭壇を見あげる。それに続き、泥ネズミと泥人形たちが、そしてドロイド王子がふりかえる。まるで波のように、その動きは泥という泥のすべてに伝でん播ぱしていく。


    　ドロイド王子へと注がれていたドロンコ大王の巨大な目玉も、ゆっくりとそらされ、むかいの祭壇へと注がれた。その動きに従い地じ震しんがやんでいく。


    　祭壇に降りる天てん井じようからの光は、まるでスポットライトのようだった。最初から舞台にいるのは美み里さと、聡さとる、友とも絵え、郁いく実みの四人。


    　のちの『ドロンコ・フォー』、伝説の砂場四戦士であった。


    　このドロンコ劇場で演じられるのは『ドロンコ・フォー』率いる泥の子どもたちと、宇宙からの侵略者『ヨルガヲ』との星をめぐる戦いなのだった。


    　いまから四年前、人類の子どもたちの身体からだに宿る可能性を求めて『ヨルガヲ』は地球にあらわれた。学校に、塾に、自宅に、ありとあらゆる場所で大だい繁はん殖しよくしたおそるべき侵略者。大人には見えない宇宙と死の種子。


    　それを怪かい獣じゆう画が伯はくのまー君が倒したのは、その世代の子どもたちのあいだでは、あまりにも有名な事実だったし、怪獣画伯のまー君の伝説は、常に侵略者『ヨルガヲ』の存在と同時に語られてきたのだった。


    　しかし『ヨルガヲ』と戦ったのは、まー君とまー君の怪獣たちだけではない。


    『ドロンコ・フォー』もまた、子どもたちのあいだに伝わる伝説のひとつなのだ。


    　四人は泥らだけになった砂場から四つの武器を入手する。それはもともとは自分たちで埋めたものだった。宿題は泥の魔ま道どう書しよに。ピーマンは泥の爆弾に。犬は泥の恐竜に。雨は泥の槍やりに。泥の加護により魔力をもった武器たち。


    　そして四人は自らの身体中にも、いのちの泥を塗ることによって、『ヨルガヲ』に身体を奪われるのを防ぐのだった。


    　それは地球上で実際に起きた生存競争。


    　生き残った子だけが大人になれる。


    　祭壇の上で泥の子どもたちとヨルガヲの子どもたちに分かれた劇団員は、最後の戦いをはじめていた。


    　じっと演劇を見ていたドロンコ大王。


    　その目の色が、祭さい壇だん上じようのコロイド王子を見つけたとたんに一変する。


    　本来は劇の演出を担当していたコロイド王子が熱くなり、自らも祭壇にあがり、泥の子どもたち側の戦士として劇に参加したのだった。


    　ドロンコ大王がうなり声をあげ、身を乗り出して手を振り、コロイド王子を応援する。


    「うぷあっ」


    　祭壇の上で、ヨルガヲの子どもに襲おそわれ、転ぶコロイド王子。完全に囲まれ、絶体絶命の危機。


    　ドロンコ大王がそのシチュエーションにおののくようにして両腕で目玉を隠す。そしてその隙すき間まからこっそりとのぞき見ている。呼吸が荒い。下へ手たをすれば祭壇のコロイド王子を救うために出しゆつ撃げきしかねないほど、劇にのめりこんでいる。


    「うぷーっ」


    　コロイド王子がうまく逃げ、逆にヨルガヲの子どものひとりをやっつける。


    　王国が揺れる。


    　コロイド王子の勇姿に歓喜したドロンコ大王が両腕を高速で振りまわし、その大重量で無む謀ぼうにも飛び跳ねようとしていた。


    「ほんとにどうなってる……これは、まるで……」


    　ドロイド王子は自らの頭上で行われるドロンコ大王の百面相に困惑した。そして祭壇で必死に踊り歌っている子どもたちを、コロイド王子の姿を順番にながめる。


    「オレも……どうかしてるな」


    　ドロイド王子は深く考えるのを放ほう棄きした。玉座に腰かけ、足を組み、リラックスした姿勢でそれを鑑かん賞しようすることにする。


    　劇はついに、終局へと至った。


    　ヨルガヲの子どもたちはすべて倒れた。泥の子どもたちは勝利したのだ。


    　ドロンコ・フォーは中央の泥の塊を持ちあげる。まるでトロフィーのように。神に捧ささげる供く物もつのように。その泥に、四人が順番に語りかけていく。


    「われらの身体を奪う必要など、おまえたちにはなかったのだ」


    「すべてはいつか、泥へとかえる」


    「ヨルガヲよ、それはおまえもおなじ」


    「われらもいつか、泥へとかえろう」


    　そして四人が同時に口を開く。


    「身体のない子どもたちよ。いつか、泥のゆりかごで会おう」


    　ヨルガヲが還かえった泥を、四人は呑のみ干す演技をし、ドロンコ劇場は完全に終了する。


    　──静寂がおとずれる。


    　そこへ、ちいさな拍手。


    　ドロイド王子だった。


    　それにつづいて、泥人形たちの、泥ネズミたちの歓声が、大拍手が起きる。それはさらに大きくなっていき、渦を巻いていく。


    　王国を揺らす喝かつ采さい。スタンディングオベーション。


    　祭さい壇だんの四人は手をつないで横にならんで片かた膝ひざをつくと、いっせいにばんざいして喝采に応こたえた。泥の子どもたちもヨルガヲの子どもたちも立ちあがり、いっしょに終わりの歌をうたう。興こう奮ふんさめない泥ネズミたちが祭壇に流れこみ、いっしょに踊り出す。


    　子どもたちはドロンコ王国で最下級のドレイだった。そしていま、ドロンコ王国の輝かがやける大スタアにもなったのだった。


    　ドロンコ大王も巨体を無理して揺さぶり、必死に手を叩たたいている。その瞳ひとみをあやしく煌きらめかせ、口からはよだれを垂らし、コロイド王子を、ドロンコ王国の第二王子の出演した劇を、全力で称しよう賛さんしている。


    「おまえたち、いったいいつのまに、こんな……」


    　ドロイド王子が祭壇の上の子どもたちに問いかける。


    　それに答えたのは美み里さとだった。


    「コロイドちゃんが、ドロイド王子とドロンコ大王に見せるんだってはじめたんです。みんなもすごくはりきっちゃって。ね、コロイドちゃん」


    「う……うぷう」


    　コロイド王子はすこし恥ずかしそうに下を向く。


    「そうか……コロイド……おまえが……」


    　そう言ってからドロイド王子は一度目を伏せ、それからほほえんだ。


    「ありがとう、コロイド。みんな……」


    　へとへとだった泥の子どもたちが、いっせいに笑顔を咲かせる。


    「よかったね、コロイドちゃん」


    「う……うぷっ」


    　コロイド王子は照れ隠しに祭壇を駆け回った。そして第一回公演の成功を祝い合った。ドロンコ王国はいまはじめて、ひとつになったのかもしれなかった。そしてそれは、これからも永遠につづくのかもしれない……。


    　そんな幻想と陶とう酔すい感かんが、一いつ瞬しゆんで消し飛ばされる。


    「あれは？」


    　聡さとるがメガネをきらめかせ、広場にある入り口のひとつを凝ぎよう視しする。


    　よろめく影がふたつある。


    　二体の泥人形が、おぼつかない足取りで、ドロンコ大王のもとへと、ドロイド王子のもとへと歩みを進めている。


    　一体の泥人形の身体からだは無む惨ざんにも砕かれている。腕も顔も潰つぶれてしまって、その機能を果たすことはできない。大量の水を摂取したことにより、液性限界を、いのちを維持できる臨界点を超えてしまったのだ。歩く度たびにその身体は崩れている。


    　もう一体の泥人形の被害もおなじくらいひどい。しかしその状況はまったく逆。塑そ性せい限界を完全に超えた乾燥で、いまにも砂と風となって消えてしまいそうだった。


    　すべての泥の民たちが絶句し、広大な空間に緊きん張ちようと静寂が訪れる。


    　だれが見てもわかる。


    　両者は別々の攻こう撃げきを受け、ともにすでに手遅れだということが。


    「お……おお……ぷ……」


    　二体の泥人形は最後の力をふりしぼり、ドロンコ王国に言葉を残そうとしている。そしてその言葉は、偶然にも一致していた。


    「おぷろしい……てきが…………うぷっ」


    　二体の泥人形は崩れた。


    　残された静かな言葉は、不自然なほど強く空間に響ひびき渡る。


    　水と火。相反する能力をもった敵。


    　暁あかつきのドロンコ王国に、いま──滅亡の兆きざし。
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    「盛大だったね……」


    　直なお純ずみは座り、泥の怪物の残ざん骸がいを、完全に乾燥した砂を、手に取ってこぼしてみる。


    「ナオ。感傷にひたっておるのか？」


    　アーニャが直純の背後から声をかけ、直純は立ちあがり、ふりかえる。


    　アーニャのかけているポシェットからは雛ひな鳥どりに戻った茜アカネ丸マルが顔を出していた。一いつ瞬しゆん、直純と茜丸がにらみあうが、すぐに直純が目をそらす。


    「ドロンコ大王は、太古の星の支配者っての……ホントかもしれない」


    「なにをいっとるのじゃ、急に。そんなわけあるまい」


    「ここの泥、微化石をふくんでるんだよ。動物プランクトンの有ゆう孔こう虫ちゆうとか植物プランクトンの珪けい藻そうとか。もともとはこのあたり一帯が海だったんだろうけど、正真正銘、太古のいのちの泥だよ」


    「いのちの泥？」


    「うん。アミノ酸やミネラルがたっぷりで、食べられるかも。動物って身体の調子を整えるために泥を食べることがあるって聞いたことがある。オオカミだってたまには泥を食べるんじゃないかな？」


    「……そんなもの食べぬのじゃ」


    「ま、食べられるかどうかはともかくとして、実際に地下から十億年前の泥が採取されることもあるんだってさ。だからほんとうに、太古の星の支配者が眠る泥だったのかも」


    　そしてその支配者たちは、泥の中に封印され、外の世界を求めて蠢うごめきざわめき、結果的にこの泥の迷宮を成長させている。そんな怪奇映画的な発想をしてしまうくらい、この泥の迷宮は異様で多彩な表情をしていた。


    「それにもうひとつわかったことがある。こっちのが重要。なにしろ、ドロンコ王国の正体みたり、って感じだからね」


    「正体？」


    　直なお純ずみはふたたび座り、砂の中からなにかを堀り出している。


    「ほらほら、アーニャおばあちゃん、これ……」


    「なんじゃ？」


    　アーニャがゆっくりと近づいていく。


    　直純が砂の中からつまみ上げたのは、ミミズだった。


    　うねうねと元気よく動いているそれが、アーニャの目前に掲げられ、ピタリととまる。アーニャの目が中央に寄り、それをじっと見つめる。ミミズもこの灰色オオカミをじっと見つめているようだった。瞬しゆん間かん、アーニャはふり返って全力で駆けていった。完全に無呼吸の行動。ある程度の距きよ離りをとったあとに、身をかがめ、必死になって息を吐はいている。


    「あれ、おばーちゃん、ミミズ苦手？」


    「ど……動物はいいのじゃが、む……虫は、好かん。あ……あれは髪の毛にはいってくるじゃろ。するとなかなかとれんのじゃ」


    　直純の前進に合わせ、引きつった顔で、じりじりと退いていくアーニャ。


    「そうなの？　でもミミズは環形動物に属してる生きもの。れっきとした動物界の生物で、虫じゃないんだよ。ほら」


    　ミミズを軽く投げつける直純。


    「ひきゃああ」


    　よつんばいになってアーニャは疾しつ走そうする。


    「あはは、おばあちゃん、ひきゃああだって。オオカミのくせに、ミミズが怖こわいなんて」


    「お……おお、おばあちゃんを侮ぶ辱じよくするのか、ナオ！」


    　髪を逆立てて怒るアーニャ。顔は真っ赤だ。


    「だってアーニャおばあちゃん、そのミミズ自分で倒したやつらだよ」


    「なに？」


    「さっきの泥ネズミ、どうやら中にミミズがいたみたいだね」


    「な、なんじゃと？」


    「ほら、砂の中にいっぱいいる」


    「ひきゃあああああ」


    　アーニャは今度こそふりかえらずに、直なお純ずみを置いて洞穴へ駆けていく。


    「そんなにいやがることないのにさ。ミミズほど人間の役に立つ生物はいないってダーウィンも言ってる。土を耕してくれるし、いろんな動物のエサになるしね」


    　直純はつまんだミミズに話しかけるようにしてしゃべる。


    　茜アカネ丸マルの火は、泥の水分だけを蒸発させ、中の生きもののいのちを奪うことはない。


    「あの泥人形はどうなんだろ？　おっと……」


    　砂の中から一匹のモグラが顔を出し、きょろきょろとしている。


    「なるほどね……。もう一体いたはずだけど、どうしたのかな」


    　直純は砂の上を歩き進む。


    　いのちを変容させる泥。


    　既存のいきものを支柱とし、特別な泥をまとわせる。


    　それがこの王国の戦士になる儀ぎ式しき。


    　このドロンコ王国の泥は、太古の生物たちが積み重なってできている。そしてもしも、その支柱となった生きものが、泥の中で死んだらどうなるのか。太古のいのちに、現在のいのちが加わる。混じり合い、やはりいのちの泥と化すのだろうか。


    　しばらく進むと、八や重え歯ばをむき出しにして直純をにらむアーニャが立ちどまっていた。


    「アーニャおばあちゃん、子どもたちが心配だ。ほんとに急いだほうがいいかもしれない」


    　直純はアーニャにふれようとするが、アーニャは素早くかわし、先を歩く。


    　ミミズが堪こたえたのか、もはや直純と口を利きく気はないらしかった。　


    



    　◇


    



    「『きょうかい』うぷ……。つかまえたの、わすれてたうぷ……」


    　空の玉座の前にいるのはドロンコ・フォーを演じきった四人の子どもたちとコロイド王子。そして玉座の背後に鎮ちん座ざしたままの、彫像のようなドロンコ大王だけだった。


    　ほかの幼い泥の子どもたちは、ついさっき訪れた衝しよう撃げき的てきな出来事に驚おどろき、その場に穴を掘って潜もぐってしまった。いのちの泥。窒ちつ息そくすることなどない。


    　眠るときはいつもそうする。それは耳が埋まり、目が埋まり、口が埋まり、身体からだが満たされ、泥が隅々まで浸しん潤じゆんしてくるような、産まれる前にまで退行していくような、不思議で懐なつかしい体験でもあった。


    　子どもたちは劇の疲れもあり、文字通り泥のように眠ったのだ。眠る前に怖いことが起きたけど、泥に護まもられていれば悪夢など見ることはない。


    「もうだめうぷ。ドロイドおうじも、コロイドおうじも、『きょうかい』につかまるうぷ。そして……ポテトチップスにされるうぷーう!!」


    　うずくまってあたまを抱えるコロイド王子。四人は心配そうに見守っている。


    　秘密の美術協会カンパーニユ・スクレ。


    　ドロンコ王国の敵対組織にして、その目的はドロンコ王国のふたりの王子。


    　ドロイド王子本人によってコロイド王子だけに、そう伝えられてきた。そして協会から逃げることはできない、必ず倒さなければならない存在だとも。


    　コロイド王子はその話に身み震ぶるいしたが、ドロンコ王国には王子を護まもるたくさんの泥ネズミや泥人形が存在している。どんなやつがやってこようが、このドロンコ王国にさえ沈めれば勝ったも同然。そうも思っていたのだ。


    　バナナあんこ味のポテトチップスのように甘かった。


    「うぷ～」


    「こんなとき、ドロイド王子はいったいどこへ……」


    　聡さとるが空からの玉座を見て不安そうにつぶやく。


    「無理ないと思う。だってドロンコ王国の王女さまにしようとした人が、敵だったなんて……」


    　美み里さとはなぜか自分の胸を押さえる。


    「安心しや！　コロイド王子！」


    　友とも絵えがコロイド王子の背中を思いきり叩たたいた。勢い余ってコロイド王子の顔が泥にめりこむ。


    　コロイド王子が両手で地面を押して、顔をひっぱり出す。


    「うぷあっ！」


    　口の中の泥を吐はき出し、困惑した表情で友絵を見つめる。


    「な……なにするうぷか？」


    「逃げればえーねん！」


    　友絵が一いつ喝かつする。


    　唐突なことだったので、ドロイド王子はしばらく意味がわからず、ほかの三人も顔を見合わせた。


    「ど、どこににげるうぷか？」


    「そんなもん、地上にきまっとるやろ。うちの家にくればええねん。うちのおとんとおかんにたのんだるからな」


    「お……おまえ、ドレイなのに、なんで……」


    「そんなもん関係あらへん！　うちらもう友だちやで」


    　コロイド王子はドレイのくせに強気な友絵のことがずっと苦手だった。だけどいま、目の前にいる少女のなんと男前なことか。感動して涙が出てしまいそうだった。


    「コロイド王子、ぼくも協力します。『きょうかい』というのがなんなのかわかりませんが、地上でなら大人がいるし、突破口はあるはずです」


    「わたしもよ。コロイドちゃんもドロイド王子も、絶対、地上で生きていけるように、なんとかしてみせるわ。あの劇を思い出してみて。わたしたちには、あんなすごい力があるんだから『きょうかい』なんてへっちゃら」


    　郁いく実みも美み里さとのシャツの裾すそをつかみながら、こくこくとうなずいた。


    「おまえたち……うぷっ」


    　コロイド王子の内側から、とてもあついものがわきあがる。とめどなくあふれてくる。そしてそれは四人の泥の子どもたちもおなじだった。


    　ドロンコ王国での想おもい出が、身体からだのなかを満たしていく。


    　みんなは泣きながら笑いながら、身を寄せ合った。


    　長かったようで短い泥遊びの終わり。


    　四人のドレイとひとりの王子は、ドロンコ王国の終しゆう焉えんを予感していた。


    「ぷあっ！」　


    「えっ」


    　ドロンコ大王が身を乗り出し、その真っ赤な口から泥のよだれを流している。


    　前傾姿勢のまま両手を広げ、まるで獲物を捕まえようとしているようだった。そして舌なめずりするようにして、流しっぱなしのよだれを呑のみこむ。


    　ドロンコ大王はその唯一の目玉で、順番に、四人のドレイを眺めていく。


    「ど……どうしたうぷか？　だいおうさま？　ド……ドレイはどろだんごとちがううぷよ？」


    「そ、そうです。わ……わたしたち、泥ダンゴじゃないです！」


    　美里が懸けん命めいに訴える。


    「ウオオオオオオオォォォォオオオオオォォ──────────────────ム」


    　ドロンコ大王が四人を両手で乱暴につかんだ。土砂災害にも匹敵する圧倒的な暴力に逆らう術すべなどない。


    「だ……だいまおうさまー！　だ、だめうぷー！」


    　コロイド王子が悲痛な表情で、上空に向かって叫ぶ。


    　ドロンコ大王は聞かない。そして自分の手ごと四人を口に放りこんだ。


    「きゃああああああああ」


    「うわああああああ」


    「なにすんねえええん」


    「やあああ」


    　四人は血のように真っ赤な口の中を通り抜け、暗黒の闇やみへと、ドロンコ大王の体内へと落ちていく。世界が赤から黒へと変わるその刹せつ那な、美み里さとは思い至った。


    　ドロンコ大王は大量のミミズやモグラも食べる。泥で暮らすそれらのいきものは、ほとんど身体からだが泥ダンゴなのだ。そうすることによって泥ネズミロンブリス・ドロンコや泥人形トポ・ドロンコ、ドロンコ王国の戦士は産まれる。


    　ならば、泥を食べ、泥で眠る自分たちをドロンコ大王が食べないなどとだれが言えるだろう。


    　美里は郁いく実みをドロンコ大王に食べさせないよう、ドロイド王子に確約をとったことがあったけれど、そのドロイド王子もいまはいない。すべてはもう、手遅れ。


    　四人の泥の子どもたちは、闇やみの底に到達した。


    　逆らうことはできず、その底に身体がめりこんでいく。


    　息ができない。目から耳から鼻から口から、身体中の穴から泥が無理矢理入りこんでくる気がする。身体が熱くなって手がない足はどこへ沸ふつ騰とうして冷却してどれがあたましっぽつのひれ？　消えるいしきかわりにめばえてくるなにかおそろしいちから──


    　泥の玉座の前で、コロイド王子はうずくまり、涙をかわかし、放心していた。


    　コロイド王子の知らない、ドロイド王子が子どもたちを誘ゆう拐かいする理由。それは協会と戦えるだけの戦力の確保。より強い泥の戦士の量産のためだった。


    　ドロンコ大王はなにごともなかったかのように、以前の場所に鎮ちん座ざしていて、夢でも見ていたのかと思うほど変化がない。しかし夢ではあり得なかった。


    　その証拠に、しばらくしてドロンコ大王は四個のたまごを出産した。


    　古代の呪じゆ術じゆつを連想させる文様が施ほどこされている禍まが々まがしい四個のたまご。


    　王国最強にして神話の時代の戦士の眠る泥のたまご。


    



    　──新生ヌエバドロンコ・フォーが誕生しようとしていた。
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    　煌きらめくような湖。その前の見晴らし台に、ドロイド王子はひとりたたずんでいた。


    　湖は海水を由来とする化石水ではなく、地上の雨水をあつめ、砂じや利りの層をつかって濾ろ過かしてつくった特別に澄すんだ水。それが天てん井じようを映して鏡のようになっている。


    　ドロイド王子は手に持ったひとつの泥ダンゴを見つめる。


    　地上で少女にもらったもの。このドロンコ王国という巨大な泥の造形物に比くらべたら、たいしたものではない。自分は泥の扱いではだれにも負けない。そういう自負があった。


    　この景色、あの少女が見たらなんと言うだろうか。


    　ドロイド王子は目をつむり、想像しようとする。


    「ちっ……」


    　きょうはずっと調子がおかしい。


    「ありがとう」なんてみょうな言葉も、二度もつかってしまった。一度は砂さ夜やに。もう一度はコロイドたちに。


    　そんな言葉をつかった記き憶おくは、これまで一度もなかったのに。


    　砂夜が泥人形トポ・ドロンコと泥ネズミロンブリス・ドロンコを倒したことを思いだす。


    　紛まがうかたなき王国の敵。自分の敵だった。


    　くるった調子を戻そうと、頭を搔かくように自分の髪に手を入れ、ひっぱろうとする。しかしその手が止まる。


    　湖にわずかな波紋が疾はしった気がしたのだ。


    　この静寂の迷宮を万まん華げ鏡きようのように煌めかせる微少な振しん動どう。


    　ドロイド王子はドロンコ大王のもとへ向かった。
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    「ドロンコケロピー、みーつけた！」


    　紺のスクール水着に防水スニーカー、ランドセルを背負い、鎖くさりのような髪をもった少女──砂夜は目印にしていた不気味な泥の塊かたまりの前に駆けつけ、元気よく宣言した。その塊はカエルに似ているので、ドロンコケロピーと命名していたのだった。


    　砂夜のうしろから飛び跳ねてついてきているのは、聖なる海の怪かい獣じゆうユラユラとカエル型水鉄砲のあいだに産まれた第二世代の怪銃、ケロサーピーさんじゅうはち。


    　いま、ドロンコ王国を恐怖のどん底に陥おとしいれている話題のペアだった。


    　怪銃はあたりを見回して首をかしげる。その広場には巨大な泥の塊がほかにもいくつかあったが、砂夜が目印にしていた泥の塊と、それ以外の塊とのちがいがわからないといった様子だった。


    　砂さ夜やはランドセルからスケッチブックを取り出し、現在地を確認する。泥をつかって絵筆を湿らせ、これまでの道のりを描いてきたのだ。


    「あのすごい地じ震しんの震源地が、たぶんドロンコ大王さまがいるところだね。なにかあったのかな。ドロンコ大王さまってすごく大きいかも。ケロピー、だいじょうぶ？」


    「問題ない。聖なる海かい獣じゆうユラユラがいる限り、わが弾丸はつきな……ケロピーではない！」


    「サー！　イエッサー！　ね、ところでボクよく知らないんだけど、サーってどんな意味？」


    「以前におしえたはずだぞ。サーとは騎き士しのことである！」


    「うん、でも騎士ってなに？　ケロピーは馬に乗ってないのに騎士なの？」


    「サヤよ、馬に乗ることが騎士の条件ではないのである。騎士とは……」


    「騎士とは？」


    「恋のしもべである」


    「こい？」


    「そう、禁欲的な恋のしもべ。そして愛である」


    「あい？」


    　あまりにも意外な回答に砂夜は驚おどろいた。


    　すると怪銃は紳士ジエントルマンにも連なる騎士道の精神とそのロマンチックな愛の概がい念ねんを文学的に解説しはじめるのだった。そして砂夜はそれにとても興味をもち、その場に体育座りし、じっと聞きいっている。


    「サー・ケロピーは、愛についてお詳しいでありますか？」


    「当然である」


    「そうでありますか……。お母さんはこの手の話題になると、逃げていくであります」


    「なるほど。しかしユキ殿は騎士道物語に登場するような、貞節ですばらしい女性である」


    「ケロピー、お母さんのこと好きなの？」


    「バ……バカモノ！　そ、そういうことをいっているのではないのである！」


    「でもケロピー、顔が赤……。それに水蒸気が……」　


    「そ、そもそもサヤには意中の人はいるのか？　愛について知りたいなら、まずそこをはっきりさせることが必要である」


    「意中って……好きな人？」


    「そうである」


    　砂夜は体育座りのまま真剣に考えた。


    　首を何度かかしげ、天てん井じようを見たり地面を見たり、むずかしい顔をしている。そして突然、なにか思いついたように表情をあかるくすると、正面の怪銃を見据えて言い放った。


    「真ま深みちゃん！」


    「どうやらサヤにはまだ早かったようである」


    　砂さ夜やが不満そうに頰ほおをふくらませる。しかしその直後ふたりは同時に飛びあがった。怪銃は空中で華か麗れいに回転をしたかと思うと、砂夜の手のなかに着地するようにして収まった。


    　両者が呼吸をそろえ、虚こ空くうを凝ぎよう視しする。


    　ふたりのまわりを取り囲むような四つの泥の柱。


    　五メートルを超えるその柱の頂点に直立している、四つの怪物の影。


    　いつのまにか四体の泥の怪物に取り囲まれていたのだ。闇やみに浮かぶその双そう眸ぼうは、あきらかに狩しゆ猟りよう者しやのもの。気づくのが数秒遅れていれば、間違いなく攻こう撃げきを受けていた。


    　そしてその怪物たちの容姿を確認して、砂夜は絶句した。


    　向かって正面の泥柱に立つ一体、泥をまとった可か憐れんな女戦士。両腕がまるで機関銃だった。冷たい目で砂夜を見おろしている。


    「わたしは新生ヌエバドロンコ・フォーのひとり、ニニャ・ドロンコ」


    　かつて美み里さとと呼ばれていた少女、ニニャ・ドロンコはそう言った。


    　ニニャ・ドロンコの右側の泥柱には、ライオンの鬣たてがみのように八本の腕が生えた泥の怪物がいる。八本の腕にはそれぞれボクシンググローブらしきものがはめられている。捨てられていたものなのか、破れているものや色違いのものがある。しかしその中のひとつは、グローブですらなかった。長靴だった。その八本の腕により守られた体たい軀くの中心には、メガネの男の子の顔がある。


    　かつて聡さとると呼ばれた男の子の顔が。


    「ぼくは新生ヌエバドロンコ・フォーのひとり、ボクセアドル・ドロンコ。ボクサーだ」


    　ふたつの腕をふりあげ、空中でぶつけ合わせた。空気が爆はぜる音がする。


    　ニニャ・ドロンコの左側の泥柱にも一体の泥の怪物がいる。


    　かつて郁いく実みと呼ばれていた男の子。


    　ほかの二体にくらべ体軀はちいさい。しかしあたまには大きなドリルがある。


    「……タラドロ・ドロンコ」


    　それだけ言って、威い嚇かくするように、ドリルをギュルギュルと回転させる。


    　砂夜は背後をふりかえる。最後の一体。


    　まるでサメのような、鯉こいのぼりのような、巨大な泥の怪魚。お腹なかのあたりには、やはり少女の顔がある。かつては友とも絵えと呼ばれたショートカットの活発な少女の顔が。


    「うちは新生ヌエバドロンコ・フォーのひとり、ペスカド・ドロンコやで。砂夜せんせ、うち、こんな体になってしもうた」


    「ああ、友絵ちゃん……」


    　以上、王国最強の戦士、新生ヌエバドロンコ・フォー。


    「「「「ジェルミナスィオンに死の泥を!!!!」」」」


    　四人の声が同時に響ひびく。


    「ジェルミナスィオン？　ボクはちがう」


    「「「「おなじこと。あなたはドロンコ王国にとって、危険な存在」」」」


    　同調する四体の怪物は、虚うつろな双そう眸ぼうを大きく見開き、砂さ夜やの手にある怪銃の姿を捉とらえる。


    「「「「怪かい獣じゆうに死の泥を!!!!」」」」


    　砂夜はくちびるを嚙かみしめる。


    「ドロイド王子が、みんなに、こんなことを？」


    　静かに問いかける砂夜に、泥の怪物たちは彫像のように動かず、無言。


    「サヤ、無む駄だである。さっきのミミズとおなじ、この子たちは泥に支配されて、もはや言葉は届かんのである。救うには倒すしかないである。やるしかないである！」


    「だけど、こんなのって……」


    「「「「そのとおり!!!!　もはや問答は無用!!!!」」」」


    　闘とう争そう本能。そしてふたりの王子と王国への絶対的忠誠心を鎧よろいにまとった最強の戦士。それが同時に飛びあがり、地面へと着地する。衝しよう撃げきがそのまま振動となって砂夜を揺らす。


    　新生ヌエバドロンコ・フォーが、地面の泥をすべるようにして移動を開始した。


    　かごめかごめをするように、四方からの圧力プレツシヤーは、ゆっくりと回りながらその距きよ離りを縮めてくる。手を広げ、完全に砂夜を閉じこめようとする泥の囲い。


    「これは不ま味ずいぞ、サヤ。まずは一匹倒して包囲を……」


    　怪銃の発する言葉の途中、ボクセアドル・ドロンコが陣形を崩して一気に距離をつめる。八本の腕のひとつで放たれる大砲のごときストレート。


    　砂夜は左足を中心に身体からだを反転させ、紙一重でかわした。回転ドアでもあるかのように、そのままさらに身体を反転。ボクセアドル・ドロンコの突進をやり過ごし、できあがった囲いの隙すき間まめがけて全力で飛びこんだ。


    　砂夜の鎖くさりのような髪が、解ほどけて宙に舞う。　


    　ニニャ・ドロンコとタラドロ・ドロンコが両側から押し寄せてくるも、間一髪で突破。


    　砂夜は地面を転がるが、その勢いそのまま立ちあがる。後方でぶつかっている二体の怪物を確認すらせず、背を向けたまま駆け抜けていく。


    　機動力に関しては砂夜のほうが上。


    　無数にある洞穴のひとつを選び中へと進む。ふたたび広場へ出ると、また洞穴へ。


    　それを何度も繰くり返す。


    　ドロンコ・フォーのだれもこの全力疾しつ走そうにはついては来れない。砂夜はそう思い、その速度をゆるめようとしたそのとき、足下の泥が爆発する。


    　とっさに飛びあがり、両手と片かた膝ひざをついて着地。爆発地点を注視しながらも、そのままの姿勢で慣性により二メートル近くすべる。


    　地面からあらわれたのはペスカド・ドロンコ。


    　ただ一体、砂さ夜やの速度に追いついた巨大な泥の怪魚が、泥ごと砂夜を食べようとしたのだ。強きよう襲しゆうに失敗したペスカド・ドロンコはバツが悪そうに舌をだす。


    「コロイド王子は、うちが守るんや！」


    　そしてすぐに泥のなかへと潜もぐっていった。


    　まるでそこが水面であるかのように、泥はちゃぷんとはねて、その入り口をしめる。サメのような背ビレは、砂夜のまわりを旋回し、最後には泥のなかへと沈んでいく


    　砂夜はふたたび駆け出す。


    　しかし泥は振しん動どうを伝える。ペスカド・ドロンコには上の様子が体感的にわかっていた。


    「砂夜せんせ……むっちゃ速いけど、いまはうちのほうが速いで」


    　砂夜は駆けながら横を見る。ふたたび出現した背ビレは泥を割って追ってきているが、すぐに沈んで見えなくなる。勝負はペスカド・ドロンコが泥中から姿をあらわしたとき、その一いつ瞬しゆん。


    　おたがいそれを理解していた。


    　ペスカド・ドロンコは次第に砂夜の速度が落ちているのに気づく。それは最初からの狙ねらいどおりだった。その狙いとは、獲物を走らせ弱らせること。泥の上で走るのは体力と集中力を必要とする。ならば獲物がつぎに起こす行動は……体力の回復。


    　砂夜は走りながら、見つけた泥の山を駆けあがる。


    　山の頂上まで登り、そこでひと息つこうとした瞬間、足場が沈む。


    「罠わなっ!?」


    　その場から脱出しようとするも、両足が泥につかまれている感触。砂夜は両手をつかって身体からだ全体を蹴けり上げるようにして逆立ちした。


    　スニーカーは奪われ素足となるものの、引きずりこまれるのを回かい避ひする。


    　泥の山が陥没するのと同時に、砂夜は地面へと投げ出された。素足が直接、泥のぬかるみを捉とらえる。


    　どちらも相手の居場所がわからない。


    　砂夜には相手が見えないし、ペスカド・ドロンコには、泥山の陥没の振動と飛び散った泥の塊かたまりの衝しよう撃げき音おんで、砂夜の着地点を把握できていない。


    　泥の中で、ひと揃そろいのスニーカーを抱えて悔しがるペスカド・ドロンコ。


    　相手が動かない限り居場所はわからない。地中から顔を出すのは危険なので、あまりしたくはない。戦況は膠こう着ちやく状態に陥おちいった。


    　フォン……。


    　泥の中を泳ぐペスカド・ドロンコの身体を振動がとおり抜けた。


    　フォン……。フォン……。それは連続でつづく。


    　ペスカド・ドロンコはいじわるそうな笑みをこぼす。


    　砂さ夜やが移動しているのだ。


    　その動きが手にとるようにわかる。一歩、また一歩、ゆっくりと歩いている。


    　もはや勝敗は決した。走っているわけでもなく、泥の山にのぼっているわけでもない獲物をしとめるのはたやすい。ペスカド・ドロンコはそう確信し泥の中を泳ぐ。しかし地上へと顔を出そうとしたそのとき、ひとつの疑念が浮かぶ。


    　これは罠わなではないのか？


    　振動にわずかな違和感があった。まるで本人は一歩も動かず、泥ダンゴをそっと投げて、歩いているのを演出しているような……。数歩だけで動きがとまっているのもおかしい。まるでその地点での攻こう撃げきを待ち構えているようだ。


    　それが罠だとすれば砂夜の本当の位置は……。


    　ペスカド・ドロンコは再度思案する。


    



    　砂夜は着地した地点から一歩も動かずに、じっと待っていた。


    　泥に伝わる振動を利用し、罠をしかけたのだった。


    　しかしペスカド・ドロンコが浮上してくる様子はいっこうにない。


    　見抜かれている可能性を疑った瞬しゆん間かん、砂夜の身体からだが沈下。


    　砂夜はほぼ同時に地面を蹴けりあげ、真上へと飛ぶ。


    　しかしペスカド・ドロンコもまた、砂夜を追うように泥から跳ねあがって空中へ。おたがいが滞空したまま向き合い、目を見開いている。ペスカド・ドロンコの両腕に相当する泥の両ヒレが、砂夜を叩たたくようにして、挟みこんだ。


    「砂夜せんせ、つかまえたで！」


    　獲物を完全に捕らえ、捕食者であるペスカド・ドロンコは着地する。しかし獲物の様子がおかしい。ペスカド・ドロンコをにやにやと余裕をもって見つめている。


    「う……うちの勝ちやで？」


    　あとはどうにでも料理できるはずなのに……。ペスカド・ドロンコはすこし不安になって状況を確認した。


    　砂夜はいつのまにか怪銃を持っていない。


    　そもそも砂夜はなぜ下からの攻撃に反応できたのか？　それは下からの攻撃を待っていたからだ。砂夜は、地中を泳ぐペスカド・ドロンコが出すわずかな振動を、目をつむり、スニーカーのない素足で直じかに捉とらえることに集中していた。


    　では、あの罠のように思われた、歩いたかのような演出にはいったいなんの意味があったのか？　あれは、いったいなんの振動だったのか？　イヤな予感に顔をしかめながら地面を見る。


    　すぐそこにカエルみたいなのがいた。


    　そしてさっきの振動は、その怪銃の足音だったと理解した。すでに口を開き、ペスカド・ドロンコに狙ねらいを定めている。


    「うち、だまされたー？」


    　砂さ夜やとともにペスカド・ドロンコに水流が浴びせられる。


    「あ──────………うぷっ」


    　怪魚の身体からだが砕けていく。ヒレが、ウロコが……お腹なかが……泥に還かえっていく。あえぐ声も、ちいさくなっていく。


    　溶けた泥のなか、赤ん坊のような寝息を立てている友とも絵えがいた。


    「ころいどおうじ……うちが……おねーちゃんに、なったるからな……」


    「よかった……。友絵ちゃん」


    　砂夜はほっとし、汗をかいている友絵のピンクの頰ほおにそっとふれようとする。


    　しかしすぐさま緊きん張ちよう感かんを取り戻す。


    「足が自慢のようでしたが、もう逃げ場はありませんよ？」


    　八本の豪腕を誇るボクサー。ボクセアドル・ドロンコ。


    　現在、砂夜とボクセアドル・ドロンコがいるのは、直径三十メートルを超える円状の広場で、その広場への出入り口となるものは、ボクセアドル・ドロンコの背後にある洞穴ひとつだけだった。そしてその洞穴から泥ネズミたちが洪水のようにあふれ、広場の縁を埋め尽くしていく。


    　ボクセアドル・ドロンコがその手をかかげると、泥ネズミたちは飛びはねたり、ぶつかり合ったりしてヒートアップ。うぷうぷという鳴き声でもって懸けん命めいに声援を送っている。


    「安心してください。この泥ネズミロンブリス・ドロンコたちは、ただの観客です」


    　ボクセアドル・ドロンコはそう言うが、アウェーには変わりない。なのに砂夜は不敵に笑っている。行き止まりで追い詰められているはずなのに、あわてる様子も見せなかった。


    「なるほど。逃げていたわけではなく、ぼくたちの移動速度のばらつきを利用して、すべて一いつ騎き打うちで相手しようとしていたわけですか。考えましたね」


    　ボクセアドル・ドロンコはそう言い、グローブをはめたままで、メガネをあげようとするが、上手くいかずあきらめた。


    「ドロンコ王国は、ぼくがこのこぶしで守ってみせる。ペスカド・ドロンコのかたきも……討つ！」


    「いくよ……！」


    　砂夜が様子を見るようにして軽く水弾を放つ。


    　それはボクセアドル・ドロンコのグローブにより難なく弾はじかれる。前傾し、八本の腕によって鉄壁の防御を固めた『クラウチング・スタイル』。


    「あの構え……かなりの手て練だれだ。サヤ、側面から攻こう撃げきして崩すぞ」


    「うん」


    　砂夜はボクセアドル・ドロンコとの距きよ離りを保ったまま横へ移動を開始。適てき宜ぎ水弾を放っていく。砂さ夜やのほうが射程距きよ離りははるかに長い。そして当然、ボクセアドル・ドロンコは接近戦において力を発揮するファイター。


    　ボクセアドル・ドロンコの勝機は、この雨のような水弾をかいくぐって、いかに砂夜に接近できるかにかかっている。接近するためなら多少のダメージは覚悟しなければならない。戦略を練りながら、迫る水弾をジャブで撃うち落とす。


    「なにっ！」


    　ボクセアドル・ドロンコは驚きよう愕がくした。打ち立てていた戦略をあざ笑うかのように、砂夜が一気に距離を詰めてきたのだ。


    　ボクセアドル・ドロンコがとっさに放ったカウンターの一いち撃げきを、砂夜は急ブレーキし、スウェーバックでかわした。そしてすぐさま上半身を前方へ。駆け抜けるようにして相手の死角へ移動。右手の怪銃が水弾を放つ。しかしボクセアドル・ドロンコもフットワークですぐさま対応する。


    　至近距離で繰くり返される水弾と拳けん闘とうの衝しよう突とつ。


    　咲き乱れる海水のまっしろな飛沫しぶきを突き破るようにして、ボクセアドル・ドロンコの渾こん身しんの右ストレートが決まり、砂夜が弾はじけ飛ぶ──────しかしふわりと着地する。


    　自ら後方に飛んだことで、ダメージは軽減されていた。


    　逆にボクセアドル・ドロンコは右ストレートを放ったポーズのまま、その表情を凍りつかせている。


    「ぐう……ぷ」


    　伸ばされたその[image: ]たくましい右腕、八本のうちの一本がずれ落ちる。


    　離はなれ際に砂夜が放った水流のカッター。モードＢ『レーザービーム』によって切断されていたのだ。地面で砕け溶ける泥の塊。顔をゆがめるボクセアドル・ドロンコ。


    「うおおおおおおおおおおおお」


    　ボクセアドル・ドロンコが吼ほえる。そして砂夜へ向かって走り出す。


    　その勢いのまま、左の四本の腕をそろえ、四倍の威力のパンチを撃ちこむ。砂夜は避けない。


    　ただ一いつ閃せん。


    　両者はすれちがい、ボクセアドル・ドロンコの左腕が三本まとめて崩れ落ちた。砂夜は間髪容いれずにとどめの一撃を放つ──いやそれよりも早く、ボクサーの右腕が地面を叩たたき、その表面の泥を吹き飛ばす。砂夜の顔に泥がかかり、片目の視界を奪う。しかし砂夜は退ひかない。片目をつむったままさらに一歩を踏ふみ込んで、迫りくる右の豪腕を切断した──


    「サヤ！　深入りしすぎだ！」　


    「──退かないと思いましたよ。あなたなら」


    　文字通りの捨て身。


    　ボクセアドル・ドロンコはあえて右腕の一本を捧ささげ、渾身の左カウンターで砂夜を撃ち抜いた。


    　撃うち抜かれた砂さ夜やの身体からだは飛行機雲のような軌跡をともないながら、水面を跳ねる小石のようにバウンドし、泥ネズミの群れの中へと突っこみ、壁に激突する。はね返って地面に落ちると身体をくの字に曲げ、動かない。


    　奇き蹟せきの逆転劇に観客は飛び跳ね、総立ち。


    　ボクセアドル・ドロンコはよろめきながらもその残った腕三本を高く掲げ、勝利のポーズをとろうとした。


    「いたた……いまのは危なかったや」


    　砂夜が起きあがり、あぐらをかいている。


    　ボクセアドル・ドロンコは顔をひきつらせ、彫像のように硬直した。しかしすぐに理解もした。砂夜のあぐらの上に抱えられた怪銃が、ひしゃげたような顔になって舌を出し、目を廻まわしている。


    　全身全ぜん霊れいの力を込めた芸術的なまでの一いち撃げき。それはあの怪銃によってガードされていたのだ。


    「ケロピー、ボクをかばって……。なんて紳士なんだ」


    　騎士サーの称号は伊だ達てじゃなかった。


    「かて……さや……うっ」


    　相当なダメージを負った怪銃は、しばらく水弾を出せそうになかった。であるならば、砂夜に攻撃手段はない。勝負は決まった。観客のだれもがそう思っていた。


    　砂夜は怪銃を抱えながら立ちあがる。


    　ボクセアドル・ドロンコは構えた。巨体をあやつって前にも増した軽快なフットワークを開始する。


    「ケロピー、ごめん……！」


    　砂夜が深く呼吸する。


    　両腕を胸の前まであげてゆっくりと交差させる。そしてかけ声とともに勢いよく引く。


    　脇わきは締しめ、やや中腰。さっきまで銃として使われていた怪かい獣じゆうは、右手にグローブのようにして、握られている。


    　それはカラテ・スタイルだった。


    　ボクセアドル・ドロンコはその構えに魅み入いっていた自分に気づき、くちびるを嚙かむ。


    　コンビネーションを基本とするボクシングとは、まったく異質な打撃理論。東洋に伝わる伝説の、一撃必殺ワンブロウ‐ワンキル。


    「このボクセアドル・ドロンコに……打撃戦を挑もうというのですか」


    　ボクセアドル・ドロンコは、かつて格かく闘とう技ぎマニアのあいだでうわさされていた、熊くま殺ごろしの異名を持つ女格闘家のことを思い出した。長い髪と豹ひようのような目が特徴だとかなんとか。


    　すぐにあたまを振って、その考えを追い出す。


    「年齢がぜんぜん合ってないし、第一、相手のイメージを自分で大きくしてどうするんだ。落ち着け、落ちつ……」


    　もう一度砂さ夜やを見た。そこでボクセアドル・ドロンコは、あやうく転びそうになった。目の前の少女の覇は気きが、ネコ科ヒョウ属、大型の猛もう獣じゆうのイメージと重なって見えたのだ。


    　うろたえるボクセアドル・ドロンコのもとへ、砂夜はゆっくりと近づいてくる。


    　ボクセアドル・ドロンコは右腕が二本。左腕が一本。合計で三本の腕。加えてこの歴然としている体重差を考えれば、絶対的に有利なはずだった。なのになぜか勝利をイメージできないでいる。脳裏に浮かぶのは一いち撃げきのもと屠ほふられる自分の姿ばかり。　


    「だあっ……！」


    　広場に響ひびき渡ったその声とともに、砂夜のすり足がとまる。


    　理解を超えた光景に泥ネズミがざわめく。


    　ボクセアドル・ドロンコが自分の左腕で自分の右腕の一本を攻撃しだしたのだ。何度も攻撃を加え、ついには右腕の一本がちぎれ落ちる。ボクセアドル・ドロンコは残った二本の腕を天に掲げ、余裕の笑みを浮かべる。


    「あなたが打撃戦でくるなら、こちらも腕は二本でじゅうぶんです。なんならハンデにもう一本あげましょうか？」


    　なんというパフォーマンス！


    　砂夜はあっけにとられ、泥ネズミはふたたび総立ちになって飛び跳ねる。


    　腕が三本という強力なアドバンテージ。油断と慢心を生むそれを、まさしく根本から断ち切ったのだ。そしてそれにより不安定になっていた左右の体重のバランスも調整された。


    　対等の条件。そしていまの自分こそが最強。砂夜と比くらべて劣っている部分など、どこにも存在しない。ボクセアドル・ドロンコはそう確信している。


    　もはやなんの小細工も必要なかった。言葉もパフォーマンスも必要なかった。


    　両者は間合いを詰めていく。穏おだやかに、領域を侵していく。そしてまるで、友好的な握手でもするように、ふたりは……。


    　ボクセアドル・ドロンコの一撃と、砂夜の一撃が交差する。


    　ふたつの流星となった腕は絡からみ合い、おたがいの頰面を直撃。


    　泥の空間に響き渡る衝しよう突とつ音おん。観客は息をとめて両者の行方を見守る。


    　怪銃のキスを受ける格好となったボクセアドル・ドロンコが、ゆっくりと崩れ落ちた。


    　勝利した砂夜を、天てん井じようからの光が祝福するように照らし出す。


    　砂夜の頰ほおには、長靴の跡がくっきりと残っていた。極限の戦いにおいては、どんな些さ細さいなミスも手抜かりもゆるされない。皮肉なことにこの戦いの勝敗を分けたのは、技術でも闘とう志しでもなく、ボクセアドル・ドロンコが利きき腕に装着してしまった長靴だった。


    「ゆー……あー……、ちゃんぴおん……」


    　ボクセアドル・ドロンコが満足した表情で強敵ともに言葉を残す。しかし砂さ夜やは無情にも敗北者の頭上で怪銃を振るい、とどめを刺した。


    「うわああああああああああ……うぷっ」


    　これには泥ネズミたちがいっせいにブーイング。


    「──！」


    　ブーイングに混じっての殺気と轟ごう音おんを察知し、砂夜が飛び退のく。


    　さっきまで砂夜がいた位置には無数の穴が開いている。


    　ニニャ・ドロンコとタラドロ・ドロンコ。両腕を完全武器化した少女とあたまにドリルをのせた男の子。姉弟のような泥の怪物が、広場の片隅にならんで立っていた。


    　ニニャ・ドロンコは回転式泥団子銃ドロリングガンで空間を薙なぎ払う。


    　轟音とともに秒間八発の泥の弾丸が放たれ地面をえぐる。


    　驚おどろいた泥ネズミたちは、急いで洞穴へ逃げていく。そしてそこから無数の顔をのぞかせて、興きよう味み津しん々しんに広場の様子をうかがっている。


    「あの子が近づいてきたら、タラドロ・ドロンコのドリルで倒して」


    　タラドロ・ドロンコは、目をぎゅっとつむり、頭についているドリルをギュルギュルとまわし、肯定の意志を示した。


    　ニニャ・ドロンコはそれを確認してほほえみ、標的へと視線を戻す。


    　両手の恐るべき武装。それを振りまわし、広場を一いつ斉せい射しや撃げきする。


    「ドロイド王子には、あなたを近づけない！」


    　砂夜は柱や壁を利用し、縦横無尽に駆け回って泥の弾丸を回かい避ひしている。


    「ケロピー、だいじょうぶ？」


    「らいじょーうぶだ……サヤ……」


    　砂夜は移動しながら語りかけるが、怪銃のろれつは廻まわっていない。海とのつながりはあっても、それを水弾として放出できるまでには回復していなかった。


    　泥の弾の連射は脅威だが、一個一個は砂夜なら視認可能な距きよ離りと速度で、着弾地点を予測してかわせる。あとは怪銃の回復まで、砂夜の体力が持つかどうか……。


    　ニニャ・ドロンコはあせっていた。　


    「当たらない、なんで……」


    



    　美み里さとは地上にいたとき、クラスのみんなから、いじめにあっていた。


    　原因はクラスで女子に人気の男の子が、美里のことを好きだといううわさがながれたこと。そうらしかったが、美里はよく知らない。おとなしかった美里は抵抗することがなく、いじめはエスカレートしていった。


    　女子からはひどい言葉を言われて、それにつづいて男子からは無視されるようになり、美里のことが好きだったらしい男の子もその動きに準じていた。


    「汚い」「不潔」「消えろ」「死ね」


    　机に花か瓶びんが置かれ、給食にチョークの粉がかけられていたこともあったけど、美み里さとはだれにも言えなかった。


    　人間にはみんな土台があるのだと美里は思う。


    　良いところも悪いところも全部ふくめて、自分は自分なんだという、自分を肯定する意識。クラスのみんなは、美里の土台をよってたかって切り崩していった。土台がなくなってしまったら人間が、美里がどうなるのかなんて、だれも考えてくれない。


    　夏休みになって美里は学校に行かなくてもいいようになった。


    　だけどそれだって長くはつづかない。休みが終われば、つづきがはじまる。残されたわずかな土台は、あっというまになくなるだろう。


    　なにかを壊こわしたかった。


    　夏休みのあいだに、自分でも壊せる弱いものを探そうと思った。


    　公園に行き、砂場にあった泥の山を蹴けった。だれかがつくった泥の山を、繰くり返し繰り返し、蹴りつづけた。


    　セミの鳴き声だけが聞こえて、そばにあった水の入ったバケツがこぼれる。美里の呼吸は荒くなり、かなりの汗をかいた。


    　泥山はぐちゃぐちゃになっていた。


    「おまえ、いつまで蹴ってるつもりだ。暇なのか？」


    　美里は身体からだを大きく震ふるわせた。


    　泥をまとった男の子。その男の子は癖くせ毛げの髪をかき上げて、なんだか寝起きのような、あきれているような面おも持もちをしていた。


    　この砂場に住んでいる？　起こしてしまった？　とんでもないことをしてしまったような気がして、美里は小さくなる。


    「ごめんなさ……」


    「あやまる必要はない」


    　マントをひるがえす少年。一いつ瞬しゆんで泥にそまる視界。


    　それで美里はドロンコ王国へ、ドロイド王子とコロイド王子の国へと誘ゆう拐かいされてしまったのだった。


    　次々にドロンコ王国に誘拐されてやってくる子どもたち。みんな美里より年下で、自分よりも弱いかもしれない存在。自分が壊せるかもしれない存在。


    　だけどみんなは美里を頼たよって慕したった。


    　みんなと泥で遊んでいて、いっしょになにかをつくっていて、美里の欠けた土台が修復されていくのがわかった。たいへんなこともこわいことも、たくさんあったけど……美里はドロンコ王国にきて──


    　生きかえった。


    



    　途絶えることのない弾幕と、広場を駆けまわる砂さ夜や。


    「当たれ──────！　ドロイド王子とドロンコ王国は、絶対にわたしが守ってみせ……」


    　叫ぶと同時に砂夜が立ちどまり、弾が当たった。


    　ニニャ・ドロンコがよろこぶ。


    　だが砂夜は倒れない。両腕のガードをゆっくりと解き、真正面から敵を、ニニャ・ドロンコを見据える。


    「そろそろ反はん撃げきいい？　ケロピー」


    「待たせたな、砂夜よ。もはやパワーじゅうぶんだ。いざ！」


    　怪銃は上空に水をまき、シャワーを降らせた。


    　泥の飛沫しぶきをかぶっていた砂夜の身体からだが洗われる。


    　ニニャ・ドロンコは眉み間けんにしわをよせ、歯をくいしばった。


    　この少女は、この距きよ離りから泥の弾を当てたくらいでは倒せない。


    　ニニャ・ドロンコはその両手の銃を剣のように振りあげる。


    「タラドロ・ドロンコは、ここにいて。それで、もしもわたしがやられたら──」


    　砂夜が怪銃を構えたことに反応し、ニニャ・ドロンコは前傾姿勢で走り出す。


    　砂夜が撃うった水弾を走りながらかわす。そしてその勢いのまま、自分の右手を敵の胸へと突き刺した──しかし敵影は一いつ瞬しゆんで消失する。


    「────横！」


    　目の隅に、ほんの一瞬見えた影を切り裂くため、突いた腕をそのまま横よこ薙なぎに払う。


    　それも空振りして身体が一回転、体勢を崩す。


    　いま、撃たせてはいけない。


    　ニニャ・ドロンコは敵を確認する前に、直感的に、左腕で自分の頭上を薙ぎ払った。


    　確かに敵はそこに、自分の頭上にいた。


    　しかしその攻撃は蹴けり飛ばされ、砂夜はさらに跳ちよう躍やくし、ニニャ・ドロンコの背後に着地する。ニニャ・ドロンコがふりかえる。と同時に、あたまから水をかぶせられる。砂夜はまだ攻撃態勢にはいっていないのに、なぜ？　どうやって？


    「あ……」


    　砂夜はニニャ・ドロンコの頭上を飛ぶあいだに、水弾をニニャ・ドロンコにではなく、その上空にたっぷり置いていたのだ。それがいまになって自由落下し、自分にかかった。


    　身体が崩れていく。動かせない。意識が遠くなっていく。


    「いーくん……にげて……」


    　ニニャ・ドロンコは最後の力をつかっている。


    「いーくんのおかげで……わたし……生きかえったの……また、がんばれるように……なったの……」


    　タラドロ・ドロンコは口を半分だけ開き、ぴくりとも動かず聞いている。


    「ありがとう……」


    　ニニャ・ドロンコは溶け、少女は泥の丘で眠りについた。


    　呆ぼう然ぜんとしているタラドロ・ドロンコは、半歩だけ前へ進み、泥の丘の少女へと手を伸ばす。


    　しかしその進路には敵がいる。


    　その敵は片かた膝ひざをついて、大きく息を切らしていて……だけど眼光に宿る力はまったく失われていない。砂さ夜やは口をひらいた。


    「おとなしく……」


    　タラドロ・ドロンコは、顔をしわくちゃにして、頭のドリルをまわすのも忘れて、砂夜に向かって突っこんだ。


    　直ちよく撃げきする。


    　砂夜はかわさなかった。お腹なかのあたりで受けとめ、そっと抱えるように、タラドロ・ドロンコの背中に手をそえる。


    　大事なものを見つけたように、その力をわけてもらうように、砂夜は自然とそうしていた。


    「キミはつよいよ……」


    　まっしろな波は濤とう。


    　どこか穏おだやかな水流が、タラドロ・ドロンコの身体からだを静かに滅ぼしていく。


    　勝敗は決した。


    　新生ヌエバドロンコ・フォーの完全敗北。


    　立ちすくむ砂夜を残し、観戦していた泥ネズミたちが去っていく。


    　雑ざつ踏とうが遠のき、静まりかえった泥の広場。


    　怪銃は砂夜の手を離はなれて地面に着地する。


    「強敵だったのである。サヤ、身体は、大だい丈じよう夫ぶであるか？」


    「うん、大丈夫……。でも……ほんとうに、みんなつよかった」


    　そのとき気配を感じてふりかえる。


    　タラドロ・ドロンコがボロボロの身体で立ちあがっていた。


    　近づいてくる。


    　だけど砂夜のことを見ていない。目的地は、目前の泥の丘。


    　砂夜と怪銃は、ただそばで見送った。


    　タラドロ・ドロンコは辿たどりつき、ちいさな音をたて、崩れ落ちた。美み里さとと郁いく実みはひとつの泥の丘で手をつなぎ、安らかな寝顔をしている。ふたりの上に天てん井じようからの光が、やさしく降り積もっているようだった。


    「これがドロンコ王国……。ドロイド王子を守るための世界」


    　砂さ夜やの口から、自然とそんな言葉がもれる。となりにいる怪銃は、精せい悍かんな面つら構がまえと眼まな差ざしで泥の丘をただ見つめ、敬礼していた。


    　砂夜はこの勝利を喜べばいいのか、哀かなしめばいいのか、わからなかった。


    　だけど最初の目的だった友とも絵えの無事は確認できたのだから、それはたいへんな成果なのは間違いない。自分はよくやった。そう考えると、ほっとし、力が抜けていく。身体からだのあちこちが痛くなってくる。ちょっと無理をしすぎたなと照れ笑い。


    　ゆっくりと目を閉じ、たのしいことを想像する。


    　帰ったらお風ふ呂ろに入ろう。


    　ひと息で水着を脱いで洗せん濯たく籠かごへ投げてやる。


    　熱くて満杯の湯船に飛びこむと、ちょうど自分の身体の分だけお湯はあふれてこぼれ落ちる。思わず出てしまった熱いお湯に対する感嘆の声は、特有の反はん響きよう音おんをともなって室内に木こ霊だまする。そしてその感動をじっくりと嚙かみしめたまま、いっそ眠ってしまうのだ。そんなことができれば、どんなに気持ちいいだろう……。


    　砂夜は目を閉じたまま、にやにやとしていた。


    　だけどここへ来た理由を、もう一度考えてみる。


    



    　──黙もく禱とうが終わった。


    　砂夜がいま、確信をもって言えることはひとつだけ。


    「ドロイド王子を残してこの王国を出るわけにはいかない」


    　まだあった。


    「ドロイド王子を家うちの熱いお風呂に放り投げてやる！」


    　もうひと言。


    「あのバカ王子が熱いと言っても絶対に出してやるもんかーっ!!」


    　全身で吼ほえた台詞セリフは、泥の迷宮の隅々に響ひびきわたる。


    　その眼差しに、力が戻った。


    



    　◇


    



    （こえ────────────────────────────────────）


    　ドロンコ大王の力と意志を分け与えられた四人のドレイたち。


    　最強の戦士、新生ヌエバドロンコ・フォー。


    　みんなやられてしまった。


    　泥に還かえされてしまった。


    　コロイド王子は戦況を確認するために四人のあとをつけ、広場での決けつ闘とうを陰でのぞき見ていたのだった。だけどここまで実力差があるなんて思いもしなかった。そしてその悪あく魔まのような侵略者は、ちょうどコロイド王子がいる洞穴へ向かってきている。こうして壁に張りついていれば、広場の敵からは見えないが、刻一刻とその敵は近づいてくるのだ。恐怖で身体からだが言うことをきかない。洞穴は一直線の長い通路。走って逃げれば敵にバレるし、コロイド王子の足では絶対に振り切ることはできない。


    　コロイド王子は急いで地面に穴を掘る。


    　自分が隠れるための穴。


    　もし見つかってしまったら逃げ場はなく、間違いなく自分の命もないだろう。しかし、ここで静かに泥のふりをしてやり過ごすしかないのだった。


    　穴に入り、自分の頭の上に泥をかぶせる。ひとりでは完全に隠しきれない。隙すき間まから外が見える。ちょうど敵の足下が見える位置。


    　ゆっくりと近づいてくる足音。


    　呼吸をとめ、ぎゅっと目をつむる。自分は泥なんだと呪じゆ文もんのように反はん芻すうする。


    　ドロドロドロドロドロドロドロドロドロドロドロドロ………………うぷ？


    　足音がやんだ。


    　ここに隠れているのがバレたのか、すでに通り過ぎたのか、コロイド王子は必死に考える。敵は目の前でとまっている気がするが、考え過ぎかもしれない。目を開ければわかるだろうが、もしそこにあの敵がいたらと考えると……おそろしすぎた。しかし同時に、こうしてじっとしているのも耐えきれなくなっていく。もう十分すぎる時間が経たっている。


    　片目だけなら……。


    　チラッ。


    　目の前にカエルと女の子がいた。


    「なにしてるんだ？」


    　カエルが首をかしげる。


    　砂さ夜やは両足を曲げて、抱えこむようにして座っている。みょうにご機嫌だった。


    「かくれんぼかな？　なんだかドロイド王子ににてる子だね。とりあえず、水で……」


    「ぷあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

  


  
    　７


    



    　空の玉座の背後にいるのは巨大な泥の怪物。ドロンコ大王。


    　その両側から伸びるのは、指のない丸まった手。身体からだの中央にあり、真横に伸びた口は、泥と言うにはあまりに赤い。口の上部、ひび割れた体表にめりこんだ目玉には目ま蓋ぶたが下りている。


    　ドロンコ大王はただじっと、深く静かな呼吸を繰くり返す。


    　その呼吸はドロンコ王国の隅々にいのちをめぐらせる心臓の音色。


    　ドロンコ大王の目蓋が半分開き、目玉がゆっくりと動き、来訪者を捉とらえる。泥をまとった迷宮のような身体と濡ぬれた黒髪。泥のマント。


    　暁あかつきのドロンコ王国の第一王子、ドロイドを。


    　ドロイド王子もまた、ドロンコ大王を見つめていた。いまにも憤ふん激げきせんとする表情で。


    　玉座の前には禍まが々まがしい巨大な泥のたまごの殻が散らばっている。中身はすでに孵ふ化かしてこの場にはいない。残ざん骸がいから推測できるその数は、四体。


    「大王……。これはどういうことだ」


    　歩きながら問いただす。


    　ドロイド王子の問いに、ドロンコ大王は無反応。


    　ドロイド王子は歯ぎしりする。


    「オレは許可した覚えはないぞ。なぜだ、なぜおまえが勝手なことをしている。いったいなんのつもりだ」


    　ドロイド王子の歩みは止まり、しばらくの静寂が続く。おたがいの視線だけが交差している。


    　しかしドロイド王子はゆっくりと目をつむる。


    　たしかに、もともとそのつもりで連れてきた子どもたちだった。


    　自分が生き残るために、自分がこの世界で生きていくために、王国のために必要だと思ったから誘ゆう拐かいした。直接命令していないとはいえ、ドロンコ大王のしたことには、本来なんの問題もない行為のはずだった。


    　ドレイのひとりの少女と約束したことを思い出す。


    　子どもたちをドロンコ大王に食べさせないと、たしかに約束をしていた。


    　自分はなぜそんな約束をしたのだろう。


    　自分はなぜいま、ここまで不愉快なのだろう。


    　ドロイド王子は目を開き、ドロンコ大王を再度問い詰める。


    「おまえはただの戦せん闘とう兵器のはずだ。オレに逆らう機能など存在しない。そう訓練されてきたはずだ。ドロンコ大王……いや……」


    　ドロイド王子の口上の途中、ドロンコ大王はその巨体をかがめ、その腕を伸ばす。そっとドロイド王子をつかみ、ゆっくりと持ちあげる。とても大事な人形のような扱いだった。だが巨大な怪物の胸に抱かれる少年は、未いまだに怒りをおさめていない。


    　ドロンコ大王は身体からだをゆすり、地鳴りのようなうなり声をあげはじめた。


    　精一杯の、泥の子守歌だった。すべての子守歌がそうであるように、それは耳だけではなく、身体に直接伝わり、赤子を深い眠りへと誘いざなっていく。


    　マターナル・デプリべーション。


    　それは人生の最初期に築かれるはずの母と子の絆きずなの喪そう失しつのこと。母性的な養育の剝はく奪だつのことをいう。


    　二十世紀初頭、ある小児科医によって、乳児院や児童養護施設などに収容されていた乳幼児には、高い死亡率が見られるという報告がなされた。施設では、風か邪ぜをこじらせて肺炎で死亡するケースが多かったため、風邪を予防する医学的措置がとられたが、死亡率が改善されることはなかった。ところが一部の施設で、個人的接触や愛あい撫ぶなどを奨しよう励れいする看護原則がとられたところ、死亡率は顕著に減少していった。


    　子どもが生き残るためには、たとえ擬ぎ似じ的てきなものであっても、母親の存在を必要とする。


    　それはドロンコ大王の奥底に眠っていた力だった。


    　戦せん闘とう兵器としての訓練によって、ずっと抑えこまれていたけれど、確かに存在し、いまも残っていた、原初に芽生えた意識。


    　この子を殺させはしない。たとえこの子が産まれた世界そのものが相手だろうと。


    「ママ……」


    　ドロイド王子は目を閉じ、ささやいた。


    



    　◇


    



    「いいかげん機嫌直してよ、アーニャおばあちゃん」


    　直なお純ずみがずっと話しかけているというのに、アーニャはただの一度も反応しなかった。


    　アーニャはペチャペチャと泥を踏ふみならしながら直純の先を歩く。その肩には雛ひな鳥どりとなった茜アカネ丸マルがとまっていて、せまくて暗い通路を照らしている。


    　直純はため息をついた。


    「これで『おばあちゃん』なんてよくいうよ。『おばあちゃん』なのは外見だけで、中身はまるっきり子どものくせにさ……」


    　直純は顔を横に向けて、相手に聞こえるか聞こえないか、微妙な大きさの声で毒づく。アーニャの髪がかすかに逆立ったので、おそらくは聞こえていた。


    「あれ、また広場？　でもなんか……」


    　せまい通路に終わりが見える。しかしいままでの広場や行き止まりとは様子がちがっていた。


    「う……あ……」


    　着いてみれば断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき。


    　下まで約十二メートル。


    　そこをのぞきこんだ瞬しゆん間かん、直なお純ずみの身体からだは硬直し、息も心臓もとまりそうだった。高所恐怖症だからではない。


    　ドーム状の天てん井じようからゆらめく無数の光を浴び、地の底から不気味に浮かびあがっている巨大な泥の怪物。その破格の存在を目まの当たりにしたからだった。


    　一目で確信できた。


    「あれが……ドロンコ大王。なんて……」


    　なんて大きさ。


    　その全長は、直純たちのいる洞穴の位置とおなじくらいで、約十二メートル。ついさっきアーニャが撃げき破はした巨大泥ダンゴの数十倍の体積がある。


    　ドロンコ大王のいる空間もまた、いままで何度か通った広場とは段違いの大きさで、壁という壁が封印された怪物の顔にも見えるし、実際に脈動し蠢うごめいているようだった。広場につながっている洞穴の数も膨ぼう大だいで、ここが迷宮の心臓部だと推測できた。


    「戦争でもはじめる気なのか……。ドロイド王子！」


    　ドロンコ大王の頭上に、マントを羽織った泥の少年が立っていた。絶壁にいるアーニャや直純と、ちょうど水平な高さにいて、黒髪のかかったあやしい瞳ひとみを煌きらめかせている。


    「びびってるのか、ナオ坊。おまえはそれでもカミヤガオウの孫か？」


    「く……おまえが言うかよ」


    　アーニャの肩にとまっている茜アカネ丸マルと直純がにらみあう。


    　アーニャと泥の少年も。


    「おぬしがドロイドか！」


    　ドロイド王子との距きよ離りはかなりあるが、アーニャの声が空間に響ひびき渡っている。まるで劇場のようだった。


    「そうだ。おまえは協会の追っ手だな？」


    「ドロイド王子、どうしてきみは協会のことを知っているんだ？」


    　直純は茜丸とのにらみ合いを中断して、大きな声で語りかけた。


    　ドロイド王子は無言だったが、その瞳に怒りのような、憎しみのような、暗あん澹たんとした炎が灯ともっている。


    　直純は一瞬ひるむが、同時にひとつの結論は出ていた。


    　ドロイド王子はかつて協会に、ジェルミナスィオンに属していたことがある。そして戦せん闘とう訓練を施ほどこされたことも。泥人形と泥ネズミの連れん係けいされた動きは、あきらかに素人しろうとのものではなかった。つまりドロイド王子は協会から逃走した《イメイザー・チルドレン》。にもかかわらず、直純のアクセス可能な公式データには記されていない《恐るべき子どもたちアンフアン・テリブル》。コロイド王子の言動と反応からしても、この泥の王国は、協会に対抗するためのものと考えて間違いない。


    「まいったな。協会にあまりいい思い出はなかったみたいだね。まあ、あたりまえのことか……ごめんな」


    「ナオ、やめよ。もはやおぬしの出る幕ではない」


    「ドロイド王子、もうひとつ聞かせてくれ。クッキーモンスターを倒したのはきみか？」


    「オレの前でその名を口にするな……。つぎやったら、その口に泥をつめるぞ」


    「うっ……」


    　協会の深層で、子どもたちに対してどんな実験や訓練が行われていたのか、直なお純ずみは知らない。だけど入手している断片的な情報から、想像することはできる。


    　ずっと空位とされている《ジェルミナスィオン》の頂点。


    　ジーザス・クライスト＝スーパースター・チャイルド。


    　もっともそれに近づいた存在である怪かい獣じゆう画が伯はくが残した史上最強の怪獣……クッキーモンスターを倒したイメ・チルこそがまさしくそれであり、協会の老人たちから世界の財のすべてを譲ゆずられる存在であるにちがいない、という悪い冗談のような妄もう想そうに基づいてはじまる、保護者間の権力闘とう争そう。


    　ドロイド王子はそれに巻きこまれた。


    　幼年期のころから自由意志を奪われて、怪獣を殺せる兵器としてのさまざまな訓練や実験を施ほどこされてきた。身の毛のよだつ話。


    　しかし直純は、それをとやかく言うことのできる身分ではない。


    　なにしろ自分もドロイド王子を利用しようとしていたのだから。


    　直純は、クッキーモンスターを倒した子どもを懐かい柔じゆうできれば、協会に対して強力なアドバンテージを得られると踏ふんでいた。ドロイド王子がそうでなくても、いつか利用できる自分のコマにできればと考えていた。


    　アーニャをすべてのくびきから解放するために、利用できるものはすべて利用するつもりだったのだ。


    　それなのに、目当ての少年とアーニャは、いままさに戦おうとしている。


    「これはまさしく……バチがあたったのかな？　ほんとに悪い冗談だよ……」


    　直純はそう言うと、苦渋の表情で、そっと身を引いた。


    　火のついた灰色オオカミグレイ・ウルフ。もうだれもとめることはできない。


    　アーニャが嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべると、茜アカネ丸マルの放つ光を反射して八や重え歯ばが輝かがやく。


    　ドロイド王子もそれに応こたえるように、微笑してアーニャを挑発する。


    「どうした。降りてこないのか？　おまえだ。そこの白い牙コルミージヨ・ブランコ」


    「ん？　コルミー……。いま、スペイン語？」


    「ずいぶんな態度じゃのう。おぬし、大きいだけの泥ごときが、わしらに勝てると本気で思うとるのか？」


    「泥の力をナメんなよ。おまえのほうこそ、そんな貧相な鳥ごときが大王をどうにかできると、本気で思っているのか？」


    「あのね、アーニャおばあちゃん。いま、ドロイド王子がスペイン……」


    「ナオ！　持っておれ！」


    「え？　あっ」


    　アーニャが赤いスカーフを脱ぎ捨て、直なお純ずみに放り投げる。


    　そして八や重え歯ばをむき出しにしたまま、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを飛び降りた。


    　残された直純は、なんとかスカーフをつかみ、惚ほうけた顔で落下していくアーニャを見送る。それしかできなかった。


    　落下中にアーニャの肩から離はなれた火の鳥の雛ひなは、縦回転をしながら急速に成長し巨大な翼つばさを広げ、その背中にアーニャを乗せてから着地した。茜アカネ丸マルがクッションのように爆発し、かたちを失い、火の渦となりアーニャを覆おおう。ゆっくりと立ちあがり、あげられたアーニャの右手の甲。そこに火の渦は集まり、火の鳥の雛のかたちが再生されていく。


    「干からびる用意はいいか？　泥の王子よ」


    「泥にまみれる準備はできたようだな、白い牙コルミージヨ・ブランコ」


    　アーニャは茜丸をかかげ、ドロンコ大王の元へと悠然と歩み出す。茜丸はアーニャが一歩進むごとに成長していく。


    「アーニャおばあちゃん……ちょっと近づきすぎだって……」


    　自信に満ちたアーニャとは反対に、絶壁で直純が不安の声をあげる。


    　ドロンコ大王との距きよ離りが約十五メートルとなったところで、アーニャは歩みをとめた。


    　洞穴という洞穴から泥ネズミが顔を出し、いっせいに鳴き出す。割れるような大歓声。直純のいる洞穴もざわめく泥ネズミでいっぱいになる。


    「うわっ！　ちょ……どこにいたこんな……」


    　そしてついに戦いの火ぶたは切って落とされた。


    「やれ、大王」


    　最初に仕掛けたのはドロンコ大王。


    　その口を大きく変化させ、泥を吐はき出した。


    　直径一メートルにもなる泥ダンゴがアーニャを襲おそう。しかし茜丸がすかさず飛びあがり、その泥へと体当たり。それは火の槍やりとなって泥ダンゴに突き刺さり、一いつ瞬しゆんで内部の水分を蒸発させる。


    　爆発し、まるで花火のように円状に散っていく、繊せん細さいなガラスのような砂。それが土砂降りとなって地面を叩たたく。花火のあがった場所には、弾丸のように高速円運動する火の渦が残されている。ゆっくりと速度を落とし、羽を広げる茜丸。猛もう禽きん類るいの鋭い目でドロンコ大王をにらんでいる。


    　茜アカネ丸マルの片羽が勢いよく振るわれる。


    　数十枚の羽根が火の矢となってドロンコ大王の身体からだに突き刺さる。刺さった部分の水分は蒸発し、ひび割れていく。


    　うなるドロンコ大王。ちいさくても確かなダメージがあるのがわかる。


    　もう片羽からも放たれる死の棘とげ。


    　そのうち一本はドロンコ大王の目玉に突き刺さった。たまらず身をよじり顔を覆おおう。闘技場コロツセオと化した玉座の間を満たす苦痛のあえぎ声。つられて頭上のドロイド王子が体勢を崩す。不満の表情でゆっくりと面おもてをあげると、上空に浮かび輝かがやく茜丸をにらみつける。


    　茜丸は高度をさげながら、その姿を少年形態へと変へん貌ぼうさせていく。


    　ドロイド王子の目前に着地した火をまとった少年、茜丸。熱気でゆらめく空気のなか、ドロイド王子の敵意を受け流すように舌を出し、意地の悪そうな笑みをうかべている。


    　茜丸の火は人を殺すことはない。だが茜丸の着地している部分が乾燥しひび割れ、ドロイド王子の足下まで破は壊かいしていく。


    「ちっ……。図にのるなよ」


    　突如として出現した泥のかたまりが、ダンプカーのように突っこみ茜丸を粉々に吹き飛ばす。ドロイド王子の鼻先をかすめたそれはドロンコ大王の右手だった。短いはずの手を伸張させ、なおかつ死角である頭上への正確な攻こう撃げき。


    　砕けた光と火は空中で集まり、ふたたび雛ひな鳥どりのかたちを成していくが、それはちいさな羽で頭をかかえて鳴いていた。ダメージがあるようだった。


    　茜丸の意識がまどろんだ状態を狙ねらって、追撃の泥ダンゴが発射される。狙いは決して正確ではない。泥ダンゴはすべてかわされて、天てん井じようを直撃する。


    　崩れ落ちる泥の破片。アーニャのそばにも落ちるが、アーニャは腕を組んだまま、顔色ひとつ変えない。ただ戦力の分析をしている。


    「ちょこまかと……いいかげん落ちろ！」


    　ドロイド王子が右手の五指を立てたまま、回転気味にし虚こ空くうを突く。ドロンコ大王もそれに同調するように腕を伸ばす。巨大な泥の腕は螺ら旋せん状じようの槍やりのように伸びると、その先端が指か触手のように五本に枝分かれし、空中にいる茜丸を複雑な軌跡で囲み、握りつぶそうとする。しかし茜丸は自分から爆発し、ちいさな雛となって囲いの隙すき間まから逃れた。


    　光と火の羽根がきらきらと輝き舞い散るなか、ドロイド王子とアーニャがにらみあう。


    「逃がしたか……器用なやつだ」


    「おたがいさまじゃ」


    「ドロイド王子とドロンコ大王……。こいつら、アーニャおばあちゃんと茜丸と互角。いや、それ以上だ。訓練されてる、なんてもんじゃない。完全な戦せん闘とうマシーン……」


    「うぷっ」


    「ぷぷうー」


    「ぷっ」


    　泥ネズミたちはみんな観戦に夢中で直なお純ずみの存在は眼中にないのか、そのあたまや背中に大勢乗っている。ときどき興こう奮ふんした泥ネズミが身を乗り出しすぎて、直純共々まとめて絶壁から落ちそうになるので、直純が必死に押さえているくらいだった。


    「ほんと嚙かまないでね、ってあああっ、ゴメン！　わ、わざと踏ふんだんじゃないって」


    　その場所から身動きすることができず、泥ネズミとおなじく、直純もその戦いの行方を見守るしかなかった。


    「アーニャ……おばあちゃん」


    　アーニャは両手で空中に弧を描き、茜アカネ丸マルを文字通り指揮している。ドロンコ大王は高速飛行するその敵を、上手く捕えることができないでいた。


    「もういい、こっちはやめだ」


    　ドロイド王子が身をかがめる。


    「潰つぶせ」


    　アーニャはドロイド王子の見せた前兆動作に気づき、茜丸を自らの元に呼び寄せる。


    　ドロンコ大王が一瞬で間合いをつめる。


    　下半身の一部を砕き、泥を潤じゆん滑かつ剤ざいとする特殊な移動方法。茜丸ではなく、アーニャ本人へと巨体が迫る。


    　間一髪で茜丸はアーニャをその背に乗せ、ドロンコ大王の体当たりを回かい避ひする。即座にドロンコ大王の背後に火の羽根を撃うちこむが、ドロンコ大王もまたフィギュアスケーターのごとく身体からだを高速回転、その羽根のすべてを腕の圧力で吹き飛ばす。潤滑剤となった泥の飛沫しぶきがドロンコ大王の足下で、回転して浮かぶスカートのようになって飛び散る。


    　俯ふ瞰かんしていた直純は愕がく然ぜんとし、歯ぎしりする。


    　数十トンにも及ぶであろう泥の塊の高速移動にではなく、


    「あいつ……。アーニャおばあちゃんを轢ひこうとしたな……」


    　泥ネズミたちはフィーバーを起こして跳ねまくる。ネズミというよりはノミのような跳ちよう躍やく。その跳躍のウェーブは、ちがう洞穴にいるはずの泥ネズミへも確実に伝わっていく。機銃の一いつ斉せい射しや撃げきでもしているかのように、無数の着地音が響ひびき渡る。


    「ぐ……こいつら、もう勝ったつもりか」


    　怒りに燃える直純は、泥ネズミたちの着地点めがけて足払いした。転ばされた泥ネズミが抗議の声をあげる。


    　その直後、洞穴が強烈なあかりに照らされて泥ネズミが動揺する。泥ネズミと直なお純ずみの目前に、茜丸とアーニャが背を向ける格好で浮遊している。


    　アーニャは茜アカネ丸マルの上で腕を組み直立し、ドロンコ大王の頭上のドロイド王子と対たい峙じしていた。


    「ア……アーニャおばあちゃん……やる気だ」


    　茜丸はアーニャと強くリンクしたメタモルフィスム。


    　行動半径は五十メートル以内だが、アーニャと接触しているときは、その力が爆発的に上昇する。しかしアーニャが茜丸と接触するということは、戦いのまっただ中に、自身が前線にいなければならない、ということでもある。


    「アカネマルよ、そろそろケリをつけようではないか。いっしょにな」


    「ガハハハハハッ！　いいぜっ、さすが我輩の灰色オオカミだ！」


    　いっしょに戦う。それはアーニャと茜丸にとって、単純にして最強の、そしてもっとも危険なカードだった。


    　勝負をかける時がきたのだ。


    「なんのつもりだ？」


    　アーニャを背に乗せたまま、ドロンコ大王のまわりを旋回する茜丸。その残光はドロイド王子の網もう膜まくに幾重にも焼き付いていく。


    　ドロンコ大王の背中へ茜丸は羽根を撃うちこむ。


    「うっとうしい！」


    　ドロンコ大王は回転し、腕でそれを吹き飛ばす。


    　旋回する茜丸を追い、ドロンコ大王の身体からだも地面のぬかるみをつかって回転するようになる。自転し公転する地球と月のように、踊る男女のように、茜丸とドロンコ大王は、ともに高速回転運動を続ける。


    「やる気あるのか？　こいつら」


    　茜丸はドロンコ大王の攻こう撃げき範囲を理解したうえで、その範囲への侵入と脱出を繰くり返しているだけだった。最初は機敏に攻撃をかわし続けていたものの、ドロンコ大王の攻撃が正確性を増していく。茜丸の動きを先読みできるようになり、振りまわされる豪腕と泥ダンゴが何度も標的を捉とらえそうになる。


    「みょうだな……」


    　ドロイド王子は違和感を感じていた。


    　茜丸とアーニャのとっている行為は、攻めるにしても、逃げるにしても、あまりにも中途半端だった。ドロイド王子は茜丸とアーニャの特性、その繫つながりと接触による力の上昇を、すでに理解していた。しかし茜丸の持つ攻撃力がどれほど強大になっても、アーニャ本人が撃ち落とされれば、勝負は決まる。いたずらにドロンコ大王の攻撃範囲へ侵入するのは、自殺行為としか思えなかった。


    「なにをたくらんでるか知らないが……さっさと決めるぞ、大……」


    　──右へ行きすぎている。


    　ドロイド王子のコントロールを失ったドロンコ大王が付近の壁に激突した。王国を激げき震しんが襲おそい、直なお純ずみは泥ネズミの上に転倒し、絶壁にある各洞穴から泥ネズミが何匹も落ちる。


    　ドロイド王子自身は、とっさに飛び退のいたものの、あやうくドロンコ大王ともども壁にめりこむところだった。


    「まさか……大王……おまえ！」


    　ドロイド王子は、ほとんど放心状態で立ちあがる。


    　ドロンコ大王が、めりこんだ自らの顔を壁から引っ張り出すと、壁には巨大な顔形ができている。目標を見据えようと姿勢を整える。しかしその巨大な泥の怪物は──


    　目を廻まわしていた。


    「ウウウウウゥゥゥ……」


    　ドロンコ大王は移動を開始する。


    「待て、大王……」


    　ドロンコ大王は虚うつろな意識で、空中の茜アカネ丸マルをはたき落とそうとしているらしかったが、その腕は空を突き、口からよだれを垂らし、完全に見当違いの方向へ進んでいくだけだった。まるで泥でい酔すい状態の千ち鳥どり足あしで、かつて誇った機動性の面おも影かげはない。


    　ドロイド王子は怒りに身を震ふるわせながら、上空のアーニャに対して凄すごむ。しかしその表情の裏側には、隠しきれないわずかな不安があった。


    「アーニャおばあちゃん……。ひょっとしてこの戦法、浜辺のスイカ割りからヒントを得たんじゃ」


    　気のせいかアーニャが頰ほおをそめる。


    「いまじゃ！　アカネマル！」


    　茜丸の秘める最大戦力が解放される。


    　雨のように降り注ぐ火の羽根。それがすべて突き刺さり、泥のいのちを奪っていく。ドロンコ大王は依然として目の廻った状態で、それをはたき落とすこともできない。


    　為なすがまま、その身を滅ぼされていく。


    「ウゥゥゥゥゥゥオオオオォォォォォォ──────────────────ム」


    　ドロンコ大王の叫び声。


    　その重低音を切り裂くように茜丸はドロンコ大王に急接近し、またも回転をはじめる。ただし今度の回転半径は短い。攻撃的回転半径。


    　茜丸の羽が鋭利な刃物となり泥にめりこみ、引き裂いていく。泥の肌は修復不可能にひび割れ、とぐろを巻く蛇へびのような傷が昇っていく。


    　茜丸の姿がさらに変化。


    　それは火の剣を持ち、火をまとった少年の姿。ドロンコ大王の身体からだに着地し、剣にアーニャも手をそえる。ふたりで握り締しめると、それは大剣と化し、前以上に深くドロンコ大王に沈みこむ。裂け目からは火柱が立ち、くるったように砂が噴出し続ける。


    「Danse de la suite de Kastchei enchantée par l'Oiseau de feu（魔王カスチェイの凶暴な踊り）──────！」


    　茜アカネ丸マルとアーニャは、ドロンコ大王の巨体を、重力を無視して飛ぶように駆けのぼっていく。


    　死の線を引いていく。


    　泥のぬかるみに足を取られることはない。一歩進むごとにその場は瞬しゆん間かん的てきに乾燥させられ、硬い足跡が残される。爆発する大量の砂さ塵じんと火柱をともなう切り傷は、ドロンコ大王の叫び声を両断するように、その口、目玉を破は壊かいし駆けのぼり、ついには頭上へと到達する。ドロイド王子との距きよ離りが詰まっていく。


    　茜丸とアーニャは移動速度をゆるめずに、剣を引き抜き構えた。


    　ドロイド王子は無防備に、ただ厳しい表情で立ちすくんでいる。


    「はあああああああああああああああああああっ」


    　茜丸とアーニャが最後の跳ちよう躍やくを行う。


    　上空で剣を逆手に持ちかえ、直下にいるドロイド王子を刺し貫くように振りおろす。ドロイド王子はかわそうとしない。


    　剣はドロイド王子の足下に突き刺さる。


    　一瞬、水分が焼け蒸発する音とともに、熱波と衝しよう撃げきが放射状に疾はしり抜ける。その後、世界が凍りついたかのような静寂が訪れ、


    「Berceuse l'Oiseau de feu（火の鳥の子守り歌）───────────────！」


    　深々と刺した剣をさらに押しこむ茜丸とアーニャ。剣はさらなる巨大化を果たし、立ちのぼる火柱は巨大な二枚の翼つばさに変容した。


    　無数の亀き裂れつが生じ、轟ごう音おんを立てて地盤が砕け散る。


    　さっきまで泥だった、大王の頭部だった巨大な破片が宙を舞っていく。


    　崩れた足場でよろめきながら、その惨さん状じようを無表情で見おろすドロイド王子。


    　地盤はまるで蟻あり地じ獄ごくのように沈む流砂と化し、三人を呑のみこんでいく。


    　ドロンコ大王は身体を搔かきむしり、苦痛にあえいでいる。その動きは異常に緩かん慢まんだった。


    　脳天から貫かれ、お腹なかのあたりまでを破壊しつくされ、内部から灼しやく熱ねつ色いろが漏もれている。まるで原始の世界で起きた、火と土の神の破滅的な饗きよう宴えん。乾いた木材が割れるような音とともに、身体中の裂け目から、光線と火柱がでたらめに噴出し、砂となって爆砕していく。


    「ウゥゥゥウ──────────…………ム」


    　断だん末まつ魔まの叫び声とともに、ドロンコ大王は完全に崩落した。


    　大量の水蒸気が立ちこめる闘技場コロシアム。


    　天井からの淡い光と相まって、朝あさ霧ぎりのように幻想的なベールとなり、泥の世界を覆おおっている。


    　直なお純ずみと泥ネズミたちは言葉を失ったまま、それが晴れるのをただ待っている。


    　そして霧が晴れたとき、最初に見えたのはアーニャの背中。雛ひな鳥どりに戻った茜アカネ丸マルを抱えながら、ふらふらといまにも倒れそうな状態で、それでもきょろきょろしている。絶壁の洞穴にいる直なお純ずみを見つけると、安心したようにほほえんだ。


    　あまりにも無邪気で屈託のない笑顔で、直純は一いつ瞬しゆん、ドキリとする。


    　直純はそれからひと息つくと、アーニャとおなじように安心し、顔をほころばせた。


    「勝った」


    



    　◇


    



    　霧が晴れた先にあるのは大量の瓦が礫れきと砂の丘。


    　そしてそこで片かた膝ひざをつき、砂に手を触れ、愕がく然ぜんとしているドロイド王子。


    　アーニャは消耗しているが、それ以上に消耗している茜丸をいたわって、あたまをそっと撫なでている。


    「ようやったぞ、アカネマル」


    　茜丸はアーニャの胸で、満足したように眠りについた。


    　はるか頭上の直純は、それを真ま似ねするように、そばで落ちこんでいる泥ネズミの頭を撫でる。


    　アーニャはドロイド王子のほうへ視線を戻す。


    　ドロイド王子はうつむいたまま、髪が垂れ、表情はよく読み取れない。しかし死んでいるように動かなかった。ドロンコ王国の心臓部にして最終兵器だったドロンコ大王の残ざん骸がい。その瓦が礫れきの一部であるかのように、その生気は失われていて……。


    「くく……あはははははっ」


    　ドロイド王子はのけぞるように立ちあがり、壊こわれたように笑う。


    「はははははは……くく……」


    　右の手のひらで顔を覆い、身体からだを震ふるわせている。


    　アーニャと直純は無言。


    　その笑いが一体なにを意味しているのか、判断しかねている。


    　ゆっくりと引いていく笑い声。


    　顔に覆われた手。その指の隙すき間まからのぞく、ドロイド王子の瞳ひとみ。


    　それは最初に会ったときと同様に、あやしく輝かがやいている。不敵な微笑とともに。


    「本気で勝ったと思ったのか？　この泥オレの王国で？」


    　ドロイド王子は両手を広げる。空からの恵みを受けるように。


    「なんじゃ……これは」


    　アーニャも気づく。


    　シトシトという音とともに、霧きり雨さめのようなものが降っている。


    　しかし当然と言えば当然のことだった。蒸発した水は、かたちを失っても、その存在が消えるわけではない。それは空間を漂い、いつしか天てん井じようの泥に触れるとともに冷やされる。それは滴しずくとなってたまり、雨となって地面へと降り落ちてくる。


    「まさか」


    　直なお純ずみとアーニャの顔色が青くなる。


    　瓦が礫れきと砂の丘が水分を含み、黒ずんでいく。


    　ドロイド王子は陽気な声で、歌い踊るようにして声を出す。


    「ケツアルコアトルよ、雨を運び給たまえー。ははは。生いけ贄にえですか？　ちゃんとここにあります」


    　ドロイド王子が手を広げたまま動きをとめ、視線だけをアーニャに戻す。


    　その瞳ひとみのもつ魔ま力りよくめいた自信に気押されるアーニャ。それに反応して、抱かれている茜アカネ丸マルが目を覚ます。


    「ケツアルコアトル？」


    　直純が注意深くその名を繰くり返した。


    　それはアステカ神話における風の神であり農耕の神の名。


    「ドロイド王子ってアステカの王子かなにか……なのか？」


    　現在のメキシコシティに位置する場所において繁はん栄えいしていた太古の王国、アステカ。


    　好戦的な傭よう兵へい部隊だったアステカ族によって誕生し、先行したマヤ文明を引き継ぐことによって繁栄した王国。


    　当時のパリをはるかに上回る人口を誇った、アステカの首都であり湖上都市テノチティトラン。網あみの目状の運河。花畑。精せい緻ちな天体観測による正確な暦こよみ。トウモロコシ栽培をはじめとする、ジャガイモ、トマト、トウガラシなど世界の食事情を一変させた農作物。二十進法による高度な数学。飢え無き福祉国家。


    　そしてあまりにも有名な、生け贄の儀ぎ式しき。


    　新鮮な心臓を神に奉納しなければ、沈んだ太陽は二度と昇らないという信仰。アステカは文明と神話の交差する太古のユートピアだった。そして十六世紀初頭、白人を見たことがなかったアステカの民と王が、銃火器という未知の武器をもったスペインからの侵略者を神の化け身しんだと思い、都市の中枢へ招き入れたことにより、その歴史は終わりを告げた。


    　植民地、新スペインヌエバ・エスパーニヤ。


    　アステカの文化が完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいしつくされ、その跡には西洋風な街並みが建設された。大ピラミッドの跡にはカトリックの大聖堂が建設され、湖に浮かんだ壮大な都テノチティトランはそのまま土を被かぶせ埋め立てられた。そしてそれゆえに現在もメキシコシティの大部分の地盤は不安定。建物は傾斜し、沈みつづけている。


    「アステカっていうか……ドロイド王子ってもしかして、ラテン系なんじゃ……」


    　直純の脳裏をさまざまな情報とイメージが混ざり合い、濁だく流りゆうとなって通り過ぎさっていく。


    　白人とスペイン語。インディオ。支配と革命。ローマ・カトリックへの信仰。ボレロ。魔術的リアリズム。孤独の迷宮。


    「混血の王子……えっ！」


    　眼下の洞穴から子どもたちの一団が登場した。


    　泥のしみこんだティーシャツを一枚だけ着た、泥色の子どもたち。幻想的な光の下で、ドロイド王子を中心にして、雨をよろこび、身体からだを揺らせて踊っている。そしてときどき、アーニャをにらみつけたり、あっかんべをしている。


    「誘ゆう拐かいされた子たちか？　でもなんだこれ……。ドロイド王子になついてる？」


    　直なお純ずみは子どもたちの突然の登場をどう捉とらえたらいいのかわからず混乱した。しかし洞穴の泥ネズミや泥人形たちも、子どもたちを真ま似ねるようにして身体を揺らしだす。


    　闘技場コロシアムだったはずのその広場は、異様な儀ぎ式しきの場と化していた。


    　ドロイド王子と泥の子どもたちと対たい峙じしているアーニャが、歯ぎしりしながら身を構えた。茜アカネ丸マルも首を持ちあげ、警戒の色を強める。


    「雨でよみがえるとでもいうのか……」


    「なにか浮かびあがってくるぞ！　アーニャ！」


    〝おばあちゃん〟をつけるのも忘れ、絶壁から身を乗り出し、声を上げる直純。


    　ドロイド王子の足下を中心に、地面が急速に胎たい動どうする。


    　ろくろをまわしてつくられる陶芸品のように、回転しながら泥の山が立ちあがる。ドロイド王子と泥の子どもたちも、足場とともに回転している。山からは巨大な二本の突起物が生まれ、それはお互い交差するように山の前面を隠す。


    　わずかに残っていた霧きりを吹き飛ばすとともに、回転と成長が止まり、完全に静止した泥の山。


    　ゆっくりと二本の腕が開かれ、隠れていたそこに現れたのは巨大な目玉と口。頭上には以前と同じようにドロイド王子がたたずんでいる。ちがうのは、よりそう数十人の子どもたちの存在だった。


    　ドロンコ大王は完全に復活していた。


    　直純は力を失ったように、壁にもたれかかる。足下には未いまだ踊っている泥ネズミたち。


    「ドロイド王子って……ドロンコ王国っていったいなんなんだ？　これじゃ、まるで……怪かい獣じゆう画が伯はく。四年前のアレの再現なのか？」


    「アカネマル！」


    　アーニャの胸から茜丸が飛び立つ。


    　飛んでいるあいだに雛ひなが成体へと変へん貌ぼう。そして空中で両羽を広げ、目を見開いたそのとき、背後から不意の強きよう襲しゆうを受け、そのかたちを壊こわされる。


    　アーニャの頭上と直純の目前に降り積もる火の粉。茜丸だった残ざん骸がいが消耗しながら地面へ落下し、まるで隕いん石せきのようにクレーターをつくる。


    　アーニャはひどく憔しよう悴すいした顔で、その地点に駆けよる。ピクリとも動かない、ちいさな雛ひなのかたち。慎重に抱きしめてから、頭上を見あげる。いったいなにがアカネマルを襲おそったのか？


    　直なお純ずみも洞穴から身をのりだし、いっしょに見あげた。


    「なん……だ、これ」


    　天てん井じようにもう一体のドロンコ大王が生えていた。


    　サイズは本体のドロンコ大王よりもかなりちいさい。しかしまるでナメクジのように、天井を伝って移動している。その単眼が、直下のアーニャをにらむ。


    　アーニャの表情に浮かびあがる絶望の色。


    　頭上の脅威から逃のがれるため、あわてて移動するも、ついてくる。そしてそれだけじゃない。ドロンコ大王の分身が天井から出現したように、突然アーニャの足下から顔を出す可能性もあるのだ。その恐怖は肩を切るアーニャの体力を、さらに奪っていく。


    　直純はこわばった表情で天井を凝ぎよう視ししながら、壁の泥を握りつぶすようにして崩す。手には泥の塊かたまり。洞どう窟くつの壁なくらいだから、当然のように硬めの泥だった。それをじっと見つめる。そしてもう一度、天井のドロンコ大王を見る。


    「そうか……わかった。あれは最初にドロンコ大王が天井に撃うちこんでいた泥ダンゴだ！　それが核となって周囲の泥をまとって、もう一体のドロンコ大王に成長した。核の量が少ないから、たぶん、本体よりは、よわいはずだけど……」


    　核からの成長という直純の推理。それが正しかったことを証明するように、ドロンコ大王がつぎつぎと天井に泥ダンゴを撃ちこんでいく。その泥ダンゴは天井で産うぶ声ごえをあげ、次々とあらたなドロンコ大王として胎たい動どうしていく。


    　茜丸の世界であった天の空間を、ドロンコ大王が支配下に置いていく。


    　直純は目の前で起きているその産卵風景を険しい表情で見つめながらも、どこか敬けい虔けんな思いで受けとめていた。


    「いや、こんなのに見とれてる場合じゃないって。あの状態から完全復活なんて、無敵すぎるぞ。なんでさっきの攻撃で倒せなかった。アーニャたちの攻撃は、ドロンコ大王の核を……なんで……滅ぼせなかったんだ……」


    　直純はドロンコ大王が復活した場面を思い出す。早送り気味で映像的な再生。何度も検証する。ドロンコ大王はまるで雨を吸収して復活したように見えたし、ドロイド王子もそう演出していた。だが、それはちがう。ドロンコ大王は決して残ざん骸がいから復活したのではなく、その下の地面から突き破るようにして出現していた。残骸はその途中で吸収されていったに過ぎなかった。そしてもうひとつ思い当たる違和感。


    　ドロンコ大王が茜アカネ丸マルの最大戦力でもって総そう攻こう撃げきされていたとき、あまりにも動きが緩かん慢まんだったこと。為なすがままやられすぎだったこと──


    　直純は大声で叫ぶ。


    「ドロンコ大王は目を廻まわしてたとき、その核の大半を、身体からだから直下の地面に移動させていたんだ！　アーニャたちが全力で倒したのは……くそっ！　ほとんどがドロンコ大王の抜け殻だった……」


    　直なお純ずみは自分が分析した現状をアーニャに伝えた。


    　アーニャはしかし、それを信じられないのか、信じたくないのか、困惑したまま、なにもできないでいる。


    「やるじゃないか。当たりだ。気づくのが遅かったがな……」


    　ドロイド王子と泥の子どもたちを乗せたドロンコ大王が揺れ動く。


    　それは踊りだった。


    　ドロンコ大王が腕や腰を振って、ときには飛びあがろうとしたり、自ら踊っている。泥ネズミたちも、泥人形たちも、頭上の泥の子どもたちも、それに共鳴していくようだった。そして共鳴しているのは王国の住民だけではなかった。王国全体が昂たかぶっていた。


    　直純がよろめき、ふたたび壁に背をつける。


    「地じ震しん……を起こしているのか？　それとも、なにかべつの前兆……」


    「泥の力をナメんなよ」


    　ドロイド王子が片手を前に伸ばし、その五指を立て、虚こ空くうを切り裂くように握りつぶす。


    　同時にアーニャの周囲の泥は、同心円状に爆発する。


    　数秒遅れて、中心にいるアーニャに降り注ぐスコールのような水。


    　アーニャは思いきり目をつむり、硬直したように立ちつくしていた。尻しりもちはつかなかったものの、水で髪の毛がべったりと身体にはりつく。


    　爆発とともに生まれた、アーニャを囲むドーナッツ状の大穴。


    　そこには純粋なまでの無色透明な、底まで透きとおった水が溜たまっていた。穴の位置があとすこしずれていれば、アーニャは爆発とともに、この仄ほの暗ぐらい水の底に落ちるところだったのだ。


    　アーニャは泳げない。得え体たいの知れない技に足が震ふるえてくる。


    　泥はどんな種類のものでも結局は、砂と水とごくわずかの空気、その三つの成分によって構成されている。そして砂の粒子の結合は、ドロンコ大王の踊りによる振動と衝しよう撃げきによって解かれたのだった。そうすれば比重の重い砂の粒子は密になり下に沈みこみ、比重の軽い水は上に浮かびあがる。


    　地震時に発生し、地盤の耐力を失わせて建物を沈め、地下の物体を地上へ噴出させる液状化現象クイツクサンド。それをドロンコ大王は自在に操ることができるのだった。


    「余興は終わりだ。オレもすこし疲れた。調子のおかしかったこいつのいい運動になったことは、感謝すべきか」


    　ドロイド王子とドロンコ大王の、そしてすべての泥の子どもたちの動きが完全に同調していた。右のてのひらをアーニャに向けるようにかかげ、その五指を立てる。


    　いまから必殺技を放つから覚悟しろこのわるものめ。そう宣言しているようなポーズだった。泥の子どもたちは高こう揚ようし、くすくすと笑っている。


    「ドロンコ大王の前では、すべてのものは沈む。人間も動物も車も家も公園も学校も街も星も怪かい獣じゆうも協会も……」


    　アーニャはすでに戦う意志を挫くじかれていた。足が震ふるえている。


    「沈む……！」


    　同時にすべての右手の五指が閉じられた。


    　アーニャの足下の泥が、砂だけ一気に沈降し、瞬しゆん間かん的てきに水となる。


    　必殺技の成功をよろこぶ子どもたちの歓声が木こ霊だまする。


    　地面が、世界がなくなる感覚。落下に逆らえない。


    　ただ、もはや飛ぶ体力も残っていなかった茜アカネ丸マルを必死に抱きしめる。


    　いつもならそれだけで無敵になれるのに、今回ばかりは、死の予感が回かい避ひできなかった。


    　水の中、硬直した身体からだで、目を見開いたまま沈んでいく。


    　天を見あげたまま、地の底へ、死の泥へ向かって、背中から落ちていく白い少女。


    　それを追ってだれかが飛びこんできた。


    　とても高い絶壁から。


    　自分だって泳げないくせに。
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    　あとがき


    



    　絵本を読むのが好きです。


    　自由なドローイングにペインティングに貼はり絵に切り絵。それに最小限の文や単語が組み合わさり、すべてが勝負ページ。めくるのが純粋にたのしいですし、読み終わるのが早いので、ストレスを感じません。読む前に必要な知識もなく、読んで役にたつ知識やネタが手に入るわけでもない孤こ独どくな読書。いのちの洗せん濯たく……だと思うのですがどうでしょう？


    　ある日、灰はい原ばらは古い資料を捜すついでに、地域の図書館で絵本を読んでいました。隅すみっこのほうにある子どもコーナーです。すると元気のいいちびっ子が絵本を引き出し、目を輝かがやかせながら「これ読んで！」とか言いながらよってくるのです……。そう、そうなんです。さっきは孤独な読書だなんて言いましたが、絵本って読んであげたり、読んでもらったりするのがたのしいんですよね。むしろ唯一、孤独を前提としない読書かもしれません。そして灰原には弟が三人もいるので、そういうのはわりと得意なん──だが断る（やんわりと）──なぜなら人目が気になって恥ずかしいからだあ──。すると怒ったちびっ子は、こちらの都合も考えずに螺○丸とかカメ○メ波で攻こう撃げきしてきました。こっちもペ○サス流りゆう星せい拳けんとか懐かしいので対抗したいところですが、もはやテンションの低い大人ですし、図書館員がにらんでいるのでできません。ああ、このままではやられる──。　


    　しかたないので絵本の棚たなから適当に選んで、読んであげることにしました。せな けいこ「ねないこだれだ」。おばけの出てくる絵本のようです。このおばけ、さすがおばけ。対ちびっ子の最終兵器というか、やることを的確にやるというか、見事にちびっ子を沈黙させることができました。うん、よかった、よかった……ほんとうに……（このおばけ、こわ────────）。


    　今回の『泥の子どもたち』を執筆するにあたって、いちばん最初にあったイメージは、冒険ファンタジーの傑けつ作さくでありトラウマ絵本としても有名な気がする、古ふる田た足たる日ひ「おしいれのぼうけん」の、ネ○○の大群が主人公の男の子ふたりを追っかけてくるシーンのような気がします。完成後に自分で後付け認定してるだけの可能性も大ですが、とにかく出発点は冒険ファンタジーだったのです。ええ。そして最後は少年漫画になってました。灰原は未いまだに、なんとか四天王とか、俺にはまだあと二段階の変身が残ってるぜ。みたいな伝統的なノリに無条件でときめきメ○リアルなオールドタイプです。


    　そんな本作をあまり深く考えずに端的に表現するなら……不思議の国のアリス×少年漫画？　深く考えるなら……幼年期の終り×将来の夢？


    　深く考えても考えなくても、たのしく読んでもらえたならさいわいです。


    　泥の子どもたちの命運については、次巻『孤独の迷めい宮きゆう』（仮）をお待ちください。


    　担当編集のＧ氏。前作以上にお世話になりました。数多くのつっこみと素早い代案。本当にありがたいです。


    　太郎さん。無理難題を聞いてもらって、なおかつすばらしいイラストを仕上げてくれました。扉絵など、モノクロ写真集を眺めているような感動があります。


    　お手紙をくださった石川県のＵ・Ｔさん。もはや栄養ドリンクはいりません。読み返すたび、力があふれ、がんばれます。灰原からもＵ・Ｔさんを応援させてください。


    　スペイン語を教えてくれた同僚のプログラマーにして絵描きのエドワルドこと江え戸どさん。


    　そしてここまで読んでくださった読者さま。


    　みんなに大感謝。


    　次巻でまた会えたら、うれしいです。


    



    　なお、副題になっている『泥の子どもたち』と、冒頭の扉絵にある引用文は、オクタビオ・パス著、竹たけ村むら文ふみ彦ひこ訳「泥の子供たち─ロマン主義からアヴァンギャルドへ」（水すい声せい社しや　一九九四）から引用させてもらいました。また、作中に登場する光る泥ダンゴのつくりかたは、次のホームページを参考にさせてもらいました。


    　http://www.kyokyo-u.ac.jp/youkyou/4/4.html


    



    
      二〇〇七年　十一月　灰はい原ばらとう

    

  


  
    灰原とう


    Toh Haibara


    



    フリーのデザイナーだったころ雰囲気ゾンビ漫画で名誉な漫画賞をもらったことあります。現在は関西のゲーム会社に勤務しながら自宅で小説を書く日々ですが締め切り間近になってあたふたと休暇届を出す未熟者。最近本屋さんで乙おつ一いち氏の著作を全部そろえました。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    イメイザーの美術　２　泥の子どもたち
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